
第９回 豊中市地域公共交通協議会 次第 

 

開催日時：令和２年 12月 3日（木）14：00～16：00  

開催方法：WEB開催及びとよなか男女共同参画推進センターすてっぷ 

(エトレ豊中５階) セミナー室 

 

 

●道路運送法に係る決議事項及びそれに関する経過報告事項 

１．乗合タクシー事業について 

 

 

 

●報告案件等 

２．東西軸バス路線について 

 

 

 

３．その他の施策について 

 

 

 

４．今後のスケジュールについて 

 

 

 

５．その他 
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資料２ 豊中市乗合タクシー事業の実施状況について 

【運行状況】 

【運行便別運行実施率の月別推移：西部地域北路線】 

■ 平日 ■ 休日 

豊中市西部地域乗合タクシー利用状況 

運行状況 

 令和元年（2019 年）10 月～令和 2 年(2020 年)9 月の 1 年間の稼働日割合（実際に運行し

た日の割合）は、全体で 94.6％（西部地域北路線：83.7％、西部地域南路線：74.1％）で

ある。 
 配車割合（設定ダイヤに対して実際に運行した便の割合）は、全体で 47.1％（西部地域

北路線：50.5％、西部地域南路線：43.7％）である。 

 

 

 

 

 

 

 

運行便別運行実施率の月別推移 

 令和元年（2019 年）10 月～令和 2 年(2020 年)9 月の 1 年間における運行便別運行実施率

（各運行便に対して実際に運行した便の割合）の月別推移を見ると、各便ともに、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のための国による緊急事態宣言が出された期間（令和 2 年

（2020 年）4 月 7 日～5 月 27 日）を含む 4 月から 5 月にかけての利用者は、他月と比べ

て大きく減少している。 
 西部地域北路線では、平日は第 1 便から第 4 便目の割合が最も高く、第 5 便や第 6 便は

低い傾向にある。土日祝日は第 1 便の割合が低くなっている。 
 西部地域南路線では、平日は第 1 便や第 5 便の割合が最も高く、第 2 便や第 3 便は低い

傾向にある。土日祝日は第 1 便や第 4 便の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月合計 平日 土日祝日 月合計 平日 土日祝日

94.6% 99.6% 84.8% 47.1% 52.3% 32.1%

83 .7% 90.1% 71.2% 50.5% 54.5% 39.0%

74 .1% 85.1% 52.8% 43.7% 50.1% 25.2%西部地域南路線
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【運行便別運行実施率：西部地域南路線】

■ 平日 ■ 休日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用状況 

 令和元年（2019 年）10 月～令和 2 年(2020 年)9 月の 1 年間における利用者数は全体で

2,804 人、西部地域北路線が 1,553 人、西部地域南路線が 1,251 人である。 
 西部地域北路線及び西部地域南路線ともに、土日祝日の利用状況（1 日あたり平均利用者

数）は、平日に比べて半数以下となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 利用者数の推移を月単位で比較すると、運行開始の 10 月から 12 月にかけて、増加傾向

にあったが 2020 年 1 月から減少し、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための国によ

る緊急事態宣言が出された期間（令和 2 年（2020 年）4 月 7 日～5 月 27 日）を含む 4 月

から 5 月にかけての利用者は、他月と比べて大きく減少している。 
 6 月以降は増加しており、7 月から 9 月にかけては、ほぼ横ばい傾向にある。 
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【利用状況】

合計
西部地域
北路線

西部地域
南路線

全日 2,804 1,553 1,251

平日 2,327 1,259 1,068

休日 477 294 183
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休日 4.0 2.5 1.5

全日 1.52 1.58 1.47

平日 1.53 1.59 1.47

休日 1.49 1.51 1.45
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【運行便別利用者数の月別推移：西部地域北路線】

■ 平日 ■ 休日 

【運行便別利用者数の月別推移：西部地域南路線】 

■ 平日 ■ 休日 

運行便別利用者数の月別推移

 西部地域北路線では、期間全体で見ると、平日は第 1 便が最も多く、次いで第 4 便、第 2 便の順である。土日祝日は昼間時間帯の第 2 便や第 3 便での利用者数が多くなっている。 
 西部地域南路線では、期間全体で見ると、平日は第 4 便が最も多く、次いで第 5 便、第 1 便の順である。土日祝日は第 3 便の利用者数が最も多くなっている。 
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停留所別乗降者数 

 西部地域北路線の停留所別乗車人員は、「⑥走井一丁目南」が 614 人と最も多く、次いで

「①阪急岡町」が 378 人、「⑧勝部二丁目東」が 242 人の順である。停留所別降車人員

は、「①阪急岡町」が 618 人と最も多く、次いで「②豊中（阪急豊中駅）」が 369 人、「⑥

走井一丁目南」が 343 人の順である。 
 西部地域南路線の停留所別乗車人員は、「②服部天神駅前」が 268 人と最も多く、次いで

「④グリーンサイドマンション前」が 205 人、「⑪利倉三丁目」が 162 人の順である。停

留所別降車人員は、「②服部天神駅前」が 534 人と最も多く、次いで「①阪急曽根」が

266 人、「④グリーンサイドマンション前」が 162 人の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別乗降割合 

 西部地域北路線の地域別乗降割合を見ると、乗車は「走井地区」が約 45%を占め、次い

で「阪急岡町」、「勝部地区」、「豊中（阪急豊中駅）」の順である。降車は「阪急岡町」が

約 40%を占め、次いで「走井地区」、「豊中（阪急豊中駅）」、「勝部地区」の順である。 
 西部地域南路線の地域別乗降割合を見ると、乗車は「利倉地区」が約 40%を占め、次い

で「利倉西地区」、「服部天神駅前」、「阪急曽根」、「渡辺クリニック前」の順である。降車

は「服部天神駅前」が 40%を超えており、次いで「阪急曽根」、「利倉西地区」、「利倉地

区」、「渡辺クリニック前」の順である。 
 西部地域北路線及び西部地域南路線ともに、沿線地域から鉄道駅への利用が多く、鉄道駅

から沿線地域への利用が少ないため、沿線地域から鉄道駅へは西部地域乗合タクシーを利

用し、鉄道駅から沿線地域へは他の移動手段を利用しているものと考えられる。 
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1 台あたり乗合利用及び 1 便あたりの運行台数 

 運行便の車両別に乗車人員を見ると、全運行車両のうち平日・休日ともに約 40％が 2 名

以上である。 
 運行便別における乗合状況（2 名以上が乗車している区間が存在する運行便の割合）を見

ると、全運行便のうち約 40％は乗合で運行している。 
 複数台数（2 台以上）での運行は、全体の約 2.7％です。2 台での運行が多くを占め、5 台

での運行が 1 回である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OD 集計 

西部地域北路線 

 西部地域北路線の OD を見ると、走井一丁目南⇒阪急岡町が 399 人と最も多く、次いで阪

急岡町⇒走井一丁目南が 241 人、走井一丁目南⇒豊中が 214 人、勝部二丁目東⇒阪急岡

町が 177 人、豊中⇒走井一丁目南が 102 人の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  　　　降車停留所 1 2 3 4 5 6 7 8

乗車停留所

阪
急

岡
町

豊
中

浄
行

寺

清
豊

苑

走
井

一
丁
目
西

走
井

一
丁
目
南

勝
部

セ
ン
タ
ー

前

勝
部

二
丁
目
東

1 阪急岡町 1 0 0 3 1 241 38 94 378

2 豊中 0 0 0 26 12 102 8 46 194

3 浄行寺 0 1 0 0 0 0 2 0 3

4 清豊苑 2 46 0 0 0 0 1 0 49

5 走井一丁目西 2 21 0 0 0 0 0 0 23

6 走井一丁目南 399 214 0 0 0 0 0 1 614

7 勝部センター前 38 21 0 0 0 0 0 0 59

8 勝部二丁目東 177 65 0 0 0 0 0 0 242

619 368 0 29 13 343 49 141 1,562

計

計

【全運行車両における乗車人員の内訳】

【全運行便における乗合利用の割合】

【全運行便における運行台数の割合】

全日 平日 休日

61.4% 61.3% 61.6%

38.6% 38.7% 38.4%

2人 25.0% 24.8% 25.7%

3人 10.7% 10.9% 10.1%

4人 2.9% 3.0% 2.6%

単独利用者（1人）

複数利用者（2人以上）

全日 平日 休日 全日 平日 休日 全日 平日 休日

59.5% 56.7% 72.7% 57.3% 51.8% 71.9% 62.1% 61.5% 74.4%

40.5% 43.3% 27.3% 42.7% 48.2% 28.1% 37.9% 38.5% 25.6%

同時乗車有 31.1% 33.5% 19.3% 33.3% 38.7% 19.0% 28.5% 28.5% 19.8%

同時乗車無 9.4% 9.8% 8.1% 9.4% 9.5% 9.1% 9.4% 10.0% 5.8%

全体 西部地域南路線西部地域北路線

単独乗車便（1人/便）

複数乗車便（2人/便以上）

全体
西部地域
北路線

西部地域
南路線

97.3% 96.5% 98.2%

2.7% 3.5% 1.8%

2台 2.6% 3.5% 1.7%

3台 0.0% 0.0% 0.0%

4台 0.0% 0.0% 0.0%

5台 0.1% 0.0% 0.1%

複数台（2台以上）で運行

1台で運行
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【運行状況】

西部地域南路線 

 西部地域南路線の OD を見ると、グリーンサイドマンション前⇒服部天神駅前が 144 人と

最も多く、次いで利倉三丁目⇒服部天神駅前が 136 人、服部天神駅前⇒グリーンサイドマ

ンション前が 109 人、利倉二丁目児童遊園西⇒阪急曽根が 100 人、服部天神駅前⇒利倉

三丁目が 82 人、豊島西小学校前⇒服部天神駅前が 59 人の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊中市西部地域乗合タクシー利用状況 (令和 2 年(2020 年)10 月) 

運行状況 

 令和 2 年(2020 年)10 月の稼働日割合（実際に運行した日の割合（※定期運行の平日第 4

便を除く））は、全体で 96.8％（西部地域北路線：96.8％、西部地域南路線：90.3％）で

ある。 
 配車割合（設定ダイヤに対して実際に運行した便の割合（※定期運行の平日第 4 便を除

く））は、全体で 56.5％（西部地域北路線：54.1％、西部地域南路線：58.9％）である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用状況 

 令和 2 年(2020 年)10 月の利用者数は全体で 347 人、西部地域北路線が 171 人、西部地域

南路線が 176 人である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

降車停留所 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

乗車停留所

阪
急

曽
根

服
部

天
神
駅
前

豊
中

渡
辺
ク
リ

ニ
ッ

ク
前

【

西

行
】

グ
リ
ー

ン
サ
イ

ド
マ
ン
シ
ョ

ン
前

利
倉

西
二
丁
目

東

利
倉

西
セ
ン
タ
ー

前

利
倉

二
丁
目
児

童
遊
園
西

利
倉

二
丁
目
北

利
倉

セ
ン
タ
ー

南

豊
島

西
小
学
校

前

利
倉

三
丁
目

利
倉

一
丁
目
南

豊
中

渡
辺
ク
リ

ニ
ッ

ク
前

【

東

行
】

1 阪急曽根 3 0 0 38 22 2 25 4 0 10 9 5 0 118

2 服部天神駅前 0 0 2 109 16 4 8 29 5 2 82 10 1 268

3 豊中渡辺クリニック前 【西行】 1 0 0 15 1 18 2 0 0 0 1 0 0 38

4 グリーンサイドマンション前 46 144 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 205

5 利倉西二丁目東 21 38 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 60

6 利倉西センター前 24 53 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 82

7 利倉二丁目児童遊園西 100 52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 161

8 利倉二丁目北 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

9 利倉センター南 5 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18

10 豊島西小学校前 27 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 86

11 利倉三丁目 21 136 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 162

12 利倉一丁目南 14 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42

13 豊中渡辺クリニック前 【東行】 2 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

266 533 2 162 39 24 35 33 5 12 93 15 35 1,254

計

計

合計
西部地域
北路線

西部地域
南路線

全日 347 171 176

平日 296 141 155

休日 51 30 21

全日 11.2 5.5 5.7

平日 13.5 6.4 7.0

休日 5.7 3.3 2.3

全日 1.67 1.69 1.64

平日 1.65 1.68 1.63

休日 1.76 1.76 1.75

7,285 2,076 5,209

利用者数
（人）

1日あたり
平均利用者数

（人/日）

1台あたり
平均利用者数

（人/台）

【参考】
沿線人口 （人）

※沿線人口は令和2年（2020年）10月1日現在
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月
別

利
用

者
数

の
推

移
（

人
/
月

）

【利用者数の推移（月単位）】【利用状況】

※稼働日割合及び配車割合は、定期運行の平日第 4 便を除いた実績 

月合計 平日 土日祝日 月合計 平日 土日祝日

96.8% 100.0% 88.9% 56.5% 61.8% 40.3%

96.8% 100.0% 88.9% 54.1% 56.4% 47.2%

90.3% 100.0% 66.7% 58.9% 67.3% 33.3%

稼働日割合
（％）

配車割合
（％）

全体

西部地域北路線

西部地域南路線
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運行便別利用者数 

 西部地域北路線では、平日は第 2 便が最も多く、次いで第 3 便、第 4 便の順である。土日

祝日は第 1 便や第 2 便での利用者数が多い。 
 西部地域南路線では、平日は第 5 便及び第 6 便がともに最も多く、次いで第 2 便の順であ

る。土日祝日の利用者数は各便ともに 10 人/月以下となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停留所別乗降者数 

 西部地域北路線の停留所別乗車人員は、「⑥走井一丁目南」が 56 人と最も多く、次いで

「①阪急岡町」が 48 人、「⑧勝部三丁目南」が 35 人の順である。停留所別降車人員は、

「①阪急岡町」が 74 人と最も多く、次いで「⑥走井一丁目南」が 35 人、「②豊中（阪急

豊中駅）」が 34 人の順である。 
 西部地域南路線の停留所別乗車人員は、「⑨利倉二丁目児童遊園北」が 37 人と最も多く、

次いで「⑫豊島小学校前」が 27 人、「②服部天神駅前」が 23 人の順である。停留所別降

車人員は、「②服部天神駅前」が 65 人と最も多く、次いで「①阪急曽根」が 52 人、「⑤

グリーンサイドマンション前」が 14 人の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『無料乗車券』の利用状況 

 令和 2 年（2020 年）10 月のダイヤ改正のお知らせチラシに添付していた『無料乗車券』

の利用件数は 29 件/月である（※令和 2 年（2020 年）10 月の 1 ヵ月間）。 

  

【運行便別利用者数】 
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西部地域住民アンケート 

目的 

 西部地域乗合タクシーの沿線地域を対象に、住民の生活実態・交通行動等の公共交通に対

するニーズをはじめ公共交通改善実施計画（交通不便地域改善施策・西部地域編）の運行

評価指標及び運行改善参考指標として活用するための第 3 回アンケート調査を実施した。 

 

アンケート調査実施概要 

調査方法 

 住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収（6 ヶ月以上在住者対象、町丁目

別・年代別・性別に調査対象地区の人口構成に応じて均等抽出） 

 

調査対象者 

 西部地域乗合タクシーを運行する地区に在住する 20 歳以上の市民 

 

調査規模 

 西部地域乗合タクシー沿線地域に 800 部/回配布 

 

調査時期 

 令和 2 年（2020 年）10 月 2 日（金）～10 月 20 日（火） 

 

調査項目 

① 普段の外出状況 

② 西部地域乗合タクシーの認知状況や利用意向について 

③ 西部地域乗合タクシーの事業効果について 

④ 公共交通の必要性について 

⑤ 属性 
 

 

 

 

回答状況 

 回収部数が 292 票、回答率が 36.5％である。 
 回答者の平均年齢は、66.8 歳であり、高齢者及び 10 年以内に高齢者となる世代の割合が

多いアンケートデータである。 
 回答者の住まいの地域は、西部地域南路線沿線の地域が 7 割以上を占め、「利倉西地区」

が最も多い。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
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第3回
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西部地域

北路線沿線 走井地区

西部地域

北路線沿線 勝部地区

西部地域

北路線沿線 隣接地区

西部地域

南路線沿線 利倉西地区

西部地域

南路線沿線 利倉地区

西部地域

南路線沿線 隣接地区

1.1%

0.7%

3.8%

1.7%

3.9%

4.6%

3.8%

3.2%

5.7%

8.5%

7.4%

25.7%

20.3%

19.6%

33.7%

35.6%

34.7%

25.3%

30.1%

30.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

(n=261)

第2回

(n=236)

第3回

(n=285)

24歳以下 25歳～34歳 35歳～44歳 45歳～54歳

55歳～64歳 65歳～74歳 75歳以上

45.0%

31.2%

35.1%

55.0%

68.8%

64.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回

(n=260)

第2回

(n=237)

第3回

(n=285)

男性 女性 その他

【性別】

【年齢】

【住まいの地域】

平均年齢：65.3 歳

平均年齢：67.5 歳

平均年齢：66.8 歳

【アンケート回答状況】

第 1 回：800 部配布 

（令和元年 8～9 月実施） 

回収部数：265 票 

回答率：33.1％ 

第 2 回：800 部配布 

（令和元年 11～12 月実施）

回収部数：240 票 

回答率：30.0％ 

【サンプル数の見方について】 
・基数となるべき実数は「n」（回答者数）、複数回答が可能な設問

では総回答数を「N」としている。 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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回答者属性〔第 1 回～第 3 回共通設問〕 

 普段の外出状況を見ると、「週に 6 日以上」外出する方は、年齢が高齢になるにつれて減

少傾向にある。また、第 2 回（令和元年 11～12 月実施）と比べると、全ての世代におい

て、外出頻度が減少しており、新型コロナウイルス感染症に伴う「新たな生活様式」の影

響が考えられる。 
 自動車等の保有状況を年齢別に見ると、「自動車（自分で運転する）」は 65～74 歳の方の

割合が高く、「自転車」は全ての世代において保有割合が高く、75 歳以上で 5 割以上を占

める（※第 1～2 回と同じ傾向）。 
 運転免許証の保有状況を年齢別に見ると、「自動車」は 65～74 歳の方で約 6 割を占め、

「持っていない」は高齢になるにつれて増加傾向にある（※これまでの第 1～2 回と同じ

傾向）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普段の外出状況〔第 1 回～第 3 回共通設問〕 

平日に一番よく行く外出先について 

 外出目的を年齢別で見ると、20～54 歳は通勤の外出が 5 割以上、55 歳以上では買い物目

的の外出が 5 割以上～約 7 割を占める（※第 2 回と同じ傾向）。 
 平日に一番よく行く外出先を見ると、豊中市内が約 6 割を占める。外出先の内訳を見る

と、隣接市は尼崎市の阪急園田駅周辺が最も多く、次いで豊中市内の阪急服部天神駅周

辺、阪急岡町駅周辺である（※第 2 回と同じ傾向）。 
 外出目的を主な外出先で見ると、阪急服部天神駅周辺や阪急園田駅周辺では「買い物」の

割合が最も高く、大阪市は「通勤」が 8 割以上を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日
週に

3～4日

週に
1～2日
程度

月に
1～2日
程度

月に
1日未満

総計

全体（n=233） 49% 31% 16% 2% 1% 100%

20歳～54歳（n=32） 75% 13% 13% 0% 0% 100%

55歳～64歳（n=47） 72% 17% 11% 0% 0% 100%

65歳～74歳（n=82） 44% 34% 17% 5% 0% 100%

75歳以上（n=69） 28% 48% 20% 1% 3% 100%

自動車
自動二
輪・原付

その他
持って
いない

総計

全体（N=326、n=284） 54% 19% 1% 41% 115%

20歳～54歳（N=54、n=43） 79% 30% 0% 16% 126%

55歳～64歳（N=66、n=56） 68% 23% 0% 27% 118%

65歳～74歳（N=116、n=98） 60% 26% 1% 32% 118%

75歳以上（N=90、n=87） 26% 3% 1% 72% 103%

自動車
（自分で運

転する）

自動車
（家族が

運転する）

自動二
輪・原付

自転車 その他
持って
いない

総計

全体（N=415、n=281） 41% 22% 10% 61% 1% 14% 148%

20歳～54歳（N=74、n=43） 58% 30% 7% 70% 0% 7% 172%

55歳～64歳（N=92、n=55） 42% 29% 15% 65% 0% 16% 167%

65歳～74歳（N=150、n=99） 52% 21% 12% 59% 0% 8% 152%

75歳以上（N=99、n=84） 18% 14% 5% 56% 2% 23% 118%

週に
6日以上

週に
4～5日

週に
2～3日

週に1日
2週間に

1日
3週間に

1日
1ヵ月に
1日以下

総計

全体（n=280） 33% 25% 31% 5% 2% 2% 3% 100%

20歳～54歳（n=43） 56% 28% 14% 2% 0% 0% 0% 100%

55歳～64歳（n=54） 54% 19% 22% 6% 0% 0% 0% 100%

65歳～74歳（n=97） 24% 31% 38% 2% 2% 1% 2% 100%

75歳以上（n=86） 17% 21% 37% 8% 5% 5% 7% 100%

【普段の外出頻度（年齢別）】

【参考】第 2 回（令和元年 11～12 月実施）の結果 

【自動車等の保有状況（年齢別）】

【運転免許証の保有状況（年齢別）】

※複数回答（自動車等の保有状況） 

※複数回答（運転免許証の保有状況） 

※第 3 回より外出頻度の区分を細分化している

通勤 通学 買い物 通院
娯楽

・レジャー
その他 総計

全体（n=281） 21% 0% 58% 13% 3% 5% 100%

20歳～54歳（n=43） 53% 0% 40% 2% 0% 5% 100%

55歳～64歳（n=54） 37% 0% 56% 2% 0% 6% 100%

65歳～74歳（n=97） 11% 0% 68% 9% 6% 5% 100%

75歳以上（n=87） 6% 0% 56% 30% 3% 5% 100%

通勤 通学 買い物 通院
娯楽

・レジャー
その他 総計

22% 0% 57% 13% 3% 5% 100%

阪急服部天神駅周辺 （n=50） 12% 0% 68% 6% 6% 8% 100%

阪急岡町駅周辺（n=39） 10% 0% 62% 26% 0% 3% 100%

その他豊中市内（n=33） 30% 0% 39% 18% 9% 3% 100%

尼崎市（n=95） 17% 0% 74% 7% 0% 2% 100%

うち阪急園田駅周辺（n=82） 12% 0% 79% 7% 0% 1% 100%

大阪市（n=14） 86% 0% 7% 7% 0% 0% 100%

豊中市内

隣接市

全体（n=288）

【外出目的】

【平日に一番よく行く外出先の内訳】 

【外出目的（主な外出先別）】

回答数 割合
豊中市内 169 58%

阪急服部天神駅周辺 51 18%
阪急岡町駅周辺 39 13%
その他豊中市内 34 12%
阪急曽根駅周辺 18 6%
阪急豊中駅周辺 17 6%
阪急庄内駅周辺 7 2%
（未回答） 3 1%

隣接市 114 39%
尼崎市 95 33%

阪急園田駅　 82 28%
その他尼崎市内 8 3%
（未回答） 5 2%

大阪市 14 5%
伊丹市 3 1%
吹田市 1 0%
箕面市 1 0%

その他大阪府内 3 1%
豊能町 2 1%
茨木市 1 0%

その他兵庫県内 3 1%
神戸市北区 1 0%
芦屋市 1 0%
（未回答） 1 0%

その他府県 0 0%
計 289 100%

主な外出先

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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 主な外出先を住まいの地区別に見ると、走井地区、勝部地区及び利倉地区では「豊中市

内」の割合が最も高く、利倉西地区では「隣接市」が約 7 割を占める（※第 2 回と同じ傾

向）。 
 主な外出先の内訳を住まいの地区別に見ると、走井地区や勝部地区では「阪急岡町駅周

辺」、利倉西地区では「阪急園田駅周辺」、利倉地区では「阪急服部天神駅周辺」が最も多

い（※第 2 回と同じ傾向）。 
 主な外出先への交通手段を見ると、自動車系（自分で運転＋乗せてもらう）と自転車がと

もに約 3 割、公共交通系が約 2 割を占める（※第 2 回では自動車系が約 4 割、公共交通

系と自転車系がともに約 2 割）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休日に一番よく行く外出先について 

 外出目的を年齢別で見ると、全ての世代において「買い物」の外出が最も多い（※第 2 回

では 55 歳以上の方が「買い物」（5 割以上）、20～54 歳の方は「娯楽・レジャー」（約 6
割）の外出が最も多い）。 

 休日に一番よく行く外出先を見ると、隣接市が 5 割以上、豊中市内が 4 割以上を占める。

外出先の内訳を見ると、隣接市は尼崎市の阪急園田駅周辺が最も多く、次いで大阪市、豊

中市内の阪急岡町駅周辺、阪急服部天神駅周辺である（※第 2 回と同じ傾向）。 
 外出目的を主な外出先で見ると、上位を占める主な外出先のいずれも「買い物」が最も多

くを占める（※第 2 回では大阪市が「買い物」と「娯楽・レジャー」がともに約 4 割）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.1%

1.1%

0.7%

1.8%

9.1%

3.6%

7.3%

24.8%

10.9%

7.3%

52.6%

9.9%

1.5%

0% 20% 40% 60%

阪急電鉄

大阪モノレール

北大阪急行

ＪＲ

路線バス（阪急バス）

西部地域乗合タクシー

一般のタクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

Ｎ=435

n=274

豊中市内 隣接市
その他

大阪府内
その他

兵庫県内
その他
府県

計

58% 40% 1% 1% 0% 100%

走井地区（n=45） 98% 2% 0% 0% 0% 100%

勝部地区（n=20） 85% 10% 0% 5% 0% 100%

隣接地区（n=9） 78% 22% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=131） 31% 67% 1% 2% 0% 100%

利倉地区（n=64） 70% 27% 3% 0% 0% 100%

隣接地区（n=13） 77% 23% 0% 0% 0% 100%

全体（n=282）

西部地域
北路線沿

線

西部地域
北路線沿

線

【主な外出先（住まいの地区別）】

【主な外出先への交通手段】

【主な外出先の内訳（住まいの地区別）】

阪急
豊中駅
周辺

阪急
岡町駅
周辺

阪急
曽根駅
周辺

阪急
服部天神
駅周辺

阪急
庄内駅
周辺

その他
豊中市内

走井地区（n=43） 33% 49% 9% 0% 0% 7%

勝部地区（n=19） 5% 53% 11% 5% 0% 16%

隣接地区（n=9） 11% 11% 22% 0% 11% 22%

利倉西地区（n=125） 1% 4% 3% 8% 2% 14%

利倉地区（n=60） 0% 0% 10% 57% 2% 7%

隣接地区（n=12） 0% 0% 0% 42% 17% 17%

豊中市内

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

阪急
園田駅
周辺

その他
尼崎
市内

走井地区（n=43） 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 100%

勝部地区（n=19） 5% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 100%

隣接地区（n=9） 22% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=125） 6% 0% 1% 0% 2% 55% 4% 100%

利倉地区（n=60） 5% 0% 0% 0% 2% 15% 3% 100%

隣接地区（n=12） 0% 8% 0% 0% 0% 17% 0% 100%

尼崎市

計大阪市 吹田市 箕面市 池田市 伊丹市

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

公共交通系 

19％ 

自動車系 

31％ 

自転車利用 

32％ 

公共交通系＋ 

自動車系の 

併記 

3％ 

公共交通系＋ 

自転車利用の 

併記 

7％ 

自動二輪・原付 3％ 

徒歩のみ 3％

その他 2％ ※複数回答 

通勤 通学 買い物 通院
娯楽

・レジャー
その他 総計

全体（n=251） 3% 0% 67% 4% 20% 6% 100%

20歳～54歳（n=41） 10% 0% 51% 0% 34% 5% 100%

55歳～64歳（n=53） 4% 0% 62% 4% 23% 8% 100%

65歳～74歳（n=86） 1% 0% 77% 0% 15% 7% 100%

75歳以上（n=71） 1% 0% 66% 13% 15% 4% 100%

通勤 通学 買い物 通院
娯楽

・レジャー
その他 総計

3% 0% 66% 4% 21% 6% 100%

阪急岡町駅周辺（n=24） 4% 0% 71% 13% 8% 4% 100%

阪急服部天神駅周辺 （n=23） 0% 0% 74% 4% 22% 0% 100%

尼崎市（n=83） 2% 0% 78% 2% 13% 4% 100%

うち阪急園田駅周辺（n=47） 2% 0% 83% 2% 9% 4% 100%

大阪市（n=33） 3% 0% 52% 0% 36% 9% 100%

伊丹市（n=19） 0% 0% 68% 0% 26% 5% 100%

全体（n=258）

豊中市内

隣接市

回答数 割合
隣接市 138 53%

尼崎市 83 32%
阪急園田駅　 49 19%
その他尼崎市内 26 10%
（未回答） 8 3%

大阪市 33 13%
伊丹市 19 7%
吹田市 1 0%
箕面市 1 0%
（未回答） 1 0%

豊中市内 107 41%
阪急岡町駅周辺 24 9%
阪急服部天神駅周辺 24 9%
阪急豊中駅周辺 15 6%
阪急曽根駅周辺 15 6%
阪急庄内駅周辺 15 6%
その他豊中市内 12 5%
（未回答） 2 1%

その他兵庫県内 10 4%
西宮市 5 2%
川西市 2 1%
丹波市 1 0%
三木市 1 0%
加東市 1 0%

主な外出先

【外出目的】

【休日に一番よく行く外出先の内訳】

【外出目的（主な外出先別）】

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

回答数 割合
その他大阪府内 2 1%

豊能町 1 0%
富田林市 1 0%

その他府県 2 1%
滋賀県 1 0%
和歌山県 1 0%

計 259 100%

主な外出先
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 主な外出先を住まいの地区別に見ると、走井地区、勝部地区及び利倉地区では「豊中市

内」の割合が最も高く、利倉西地区では「隣接市」が約 7 割を占める（※第 2 回では、走

井地区と利倉地区が「豊中市内」、勝部地区と利倉西地区が「隣接市」が最も多い）。 
 主な外出先の内訳を住まいの地区別に見ると、走井地区や勝部地区では「阪急岡町駅周

辺」、利倉西地区では「阪急園田駅周辺」、利倉地区では「阪急服部天神駅周辺」が最も多

い（※第 2 回は勝部地区が「その他豊中市」と「伊丹市」が最も多く、他地区は同じ傾

向）。 
 主な外出先への交通手段を見ると、自動車系（自分で運転＋乗せてもらう）が 4 割以上、

自転車が 2 割以上、公共交通系が約 2 割を占める（※第 2 回では自動車系が約 3 割、公

共交通系が 2 割以上、自転車系が約 2 割）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地域乗合タクシーの認知状況〔第 2 回・第 3 回一部共通設問〕 

 西部地域乗合タクシーの認知度を年齢別で見ると、全ての世代において「知っている」が

8 割以上を占め、前回よりも認知度が向上している。 
 西部地域乗合タクシーを知った方法を年齢別に見ると、20 歳～54 歳と 55 歳～64 歳は

「近所の停留所を見て」、65 歳～74 歳は「広報「とよなか」」及び「町会からの配布物・

回覧板」、75 歳以上は「町会からの配布物・回覧板」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.5%

1.6%

0.4%

0.8%

8.6%

2.4%

5.3%

30.6%

20.8%

4.9%

40.8%

6.5%

1.6%

0% 20% 40% 60%

阪急電鉄

大阪モノレール

北大阪急行

ＪＲ

路線バス（阪急バス）

西部地域乗合タクシー

一般のタクシー

自家用車（自分で運転）

自家用車（乗せてもらう）

自動二輪・原付

自転車

徒歩のみ

その他

回答者割合

Ｎ=370

n=245

阪急園田
駅周辺

その他
尼崎市内

走井地区（n=36） 8% 3% 0% 0% 6% 0% 3% 100%

勝部地区（n=17） 12% 0% 0% 0% 24% 6% 0% 100%

隣接地区（n=6） 17% 0% 0% 0% 17% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=106） 16% 0% 1% 0% 8% 36% 19% 100%

利倉地区（n=52） 17% 0% 0% 0% 8% 13% 2% 100%

隣接地区（n=10） 10% 0% 0% 0% 0% 20% 40% 100%

計大阪市 吹田市 箕面市 池田市　　 伊丹市

尼崎市

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

阪急
豊中駅
周辺

阪急
岡町駅
周辺

阪急
曽根駅
周辺

阪急
服部天神
駅周辺

阪急
庄内駅
周辺

その他
豊中市内

走井地区（n=36） 28% 42% 6% 0% 0% 6%

勝部地区（n=17） 0% 29% 12% 0% 12% 6%

隣接地区（n=6） 17% 0% 33% 0% 0% 17%

利倉西地区（n=106） 3% 2% 4% 4% 6% 3%

利倉地区（n=52） 2% 0% 10% 33% 10% 6%

隣接地区（n=10） 0% 10% 0% 10% 10% 0%

豊中市内

西部地域
北路線
沿線

西部地域
南路線
沿線

豊中市内 隣接市
その他

大阪府内
その他

兵庫県内
その他
府県

計

40% 54% 1% 4% 1% 100%

走井地区（n=39） 79% 18% 0% 3% 0% 100%

勝部地区（n=17） 59% 41% 0% 0% 0% 100%

隣接地区（n=6） 67% 33% 0% 0% 0% 100%

利倉西地区（n=120） 18% 75% 1% 5% 1% 100%

利倉地区（n=59） 53% 41% 2% 5% 0% 100%

隣接地区（n=11） 27% 64% 0% 0% 9% 100%

全体（n=252）

西部地域
北路線沿

線

西部地域
北路線沿

線

【主な外出先（住まいの地区別）】

【主な外出先への交通手段】

【主な外出先の内訳（住まいの地区別）】

公共交通系 

17％ 

自動車系 

43％ 

自転車利用 

22％ 

公共交通系＋ 

自動車系の 

併記 

3％ 

公共交通系＋ 

自転車利用の 

併記 

9％ 

自動二輪・原付 3％ 

徒歩のみ 3％

その他 1％ ※複数回答 

広報
「とよな

か」

豊中市
ホーム
ページ

町会から
の配布物・

回覧板

説明会に
参加した

知人・友
人・ご近所
の方から
教えても
らった

近所の停
留所を見

て

今回のア
ンケートで

知った
その他 総計

全体（n=245） 31% 2% 30% 7% 5% 22% 1% 0% 100%

20歳～54歳（n=36） 31% 3% 11% 0% 3% 50% 3% 0% 100%

55歳～64歳（n=45） 29% 4% 27% 2% 7% 31% 0% 0% 100%

65歳～74歳（n=83） 37% 1% 37% 4% 5% 16% 0% 0% 100%

75歳以上（n=75） 28% 3% 32% 17% 5% 11% 3% 1% 100%

78%

53%

68%

85%

85%

22%

47%

32%

15%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=235）

20～54歳（n=32）

55歳～64歳（n=47）

65歳～74歳（n=81）

75歳以上（n=65）

知っている 知らなかった

87%

88%

82%

87%

90%

13%

12%

18%

13%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=288）

20～54歳（n=42）

55歳～64歳（n=55）

65歳～74歳（n=98）

75歳以上（n=86）

知っている 知らなかった

【西部地域乗合タクシーの認知度（年齢別）】 【参考】第 2 回（令和元年 11～12 月実施）の結果

【西部地域乗合タクシーを知った方法（年齢別）】 

91%

86%

93%

90%

93%

9%

14%

7%

10%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=246）

20歳～54歳（n=37）

55歳～64歳（n=44）

65歳～74歳（n=83）

75歳以上（n=76）

知っている 知らなかった

【住まいの近くにある停留所位置の認知状況（年齢別）】 
【参考】第 2 回 

（令和元年 11～12 月実施）の結果

知っている

93.3%

知らない

6.7%

n=178

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

知っている

知っている 
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西部地域乗合タクシーダイヤ改正の認知状況 

 令和 2 年（2020 年）10 月に実施した西部地域乗合タクシーダイヤ改正の認知度を年齢別

で見ると、「知っている」と回答した方は 20 歳～54 歳で約 4 割と認知状況が低い。ま

た、利用状況別に見ると、西部地域乗合タクシーを利用する方では認知状況が高い。 
 ダイヤ改正を知った方法を年齢別に見ると、いずれの世代も「広報「とよなか」」の割合

が最も高く、65 歳以上では「町会からの配布物・回覧板」の割合も高い。 
 広報とよなか 10 月号の中に綴じていたダイヤ改正のお知らせチラシの認知度を年齢別に

見ると、いずれの世代も「知っていた」が高い割合を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お知らせチラシに添付していた『無料乗車券』の認知状況を年齢別に見ると、20 歳～54
際の若年層で「知っている」の割合が高く、高齢者ではやや認知度が低くなっている。 

 『無料乗車券』の利用意向を利用状況別に見ると、利用する方（よく利用する＋時々利用

する＋ほとんど利用しないの合計）では利用意向が高く、利用したことがない方も約 6 割

で利用意向がある（※サンプル数が少ないため参考扱い）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60%

41%

57%

56%

75%

40%

59%

43%

44%

25%

0% 50% 100%

全体（n=247）

20歳～54歳（n=37）

55歳～64歳（n=44）

65歳～74歳（n=84）

75歳以上（n=76）

知っている 知らなかった

60%

100%

94%

72%

56%

40%

0%

6%

28%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=247）

よく利用する（n=6）

時々利用する（n=16）

ほとんど利用しない（n=18）

利用したことがない（n=203）

知っている 知らなかった

【ダイヤ改正の認知状況（年齢別）】 【ダイヤ改正の認知状況（利用状況別）】

広報「とよ
なか」

豊中市
ホーム
ページ

町会から
の配布物・

回覧板

知人・友
人・ご近所
の方から
教えても
らった

近所の停
留所を見

て

今回のア
ンケートで

知った
その他 総計

全体（n=142） 46% 1% 36% 3% 11% 2% 1% 100%

20歳～54歳（n=15） 53% 0% 20% 0% 20% 7% 0% 100%

55歳～64歳（n=23） 48% 0% 26% 9% 17% 0% 0% 100%

65歳～74歳（n=45） 44% 0% 42% 2% 11% 0% 0% 100%

75歳以上（n=55） 44% 2% 40% 2% 5% 4% 4% 100%

【ダイヤ改正を知った方法（年齢別）】

90%

93%

84%

91%

89%

10%

7%

16%

9%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=147）

20歳～54歳（n=15）

55歳～64歳（n=25）

65歳～74歳（n=46）

75歳以上（n=57）

知っている 知らなかった

【ダイヤ改正のお知らせチラシの認知度（年齢別）】

知っている 知っている 

知っている

【お知らせチラシに添付していた 
『無料乗車券』の認知状況（年齢別）】  

52%

64%

43%

53%

52%

48%

36%

57%

47%

48%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=132）

20歳～54歳（n=14）

55歳～64歳（n=21）

65歳～74歳（n=43）

75歳以上（n=50）

知っている 知らなかった

【『無料乗車券』の利用意向（利用状況別）】 

68%

100%

100%

83%

58%

32%

0%

0%

17%

42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=66）

よく利用する（n=3）

時々利用する（n=9）

ほとんど利用しない

（n=6）

利用したことがない

（n=48）

使ってみたい 使おうとは思わない

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

知っている 使ってみたい

※サンプル数が少ないため参考扱い

ダイヤ改正のお知らせチラシは、沿線地域を対象に

広報とよなか 10 月号の中に綴じて配布している。 

西部地域乗合タクシーの利用促進を図るために、ダ

イヤ改正のお知らせチラシには『無料乗車券』を添付

した。 

【お知らせチラシに添付していた『無料乗車券』】  

『無料乗車券』の取扱件数 

29 件/月 

（※令和 2 年 10 月実績） 
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西部地域乗合タクシーの利用意向について 

 西部地域乗合タクシーの利用状況は、「利用する（よく利用する＋時々利用する）」が約 1
割であり、「利用したことがない」が 8 割以上を占める（※第 2 回と同じ傾向）。 

 西部地域乗合タクシーを利用しない理由は、「自転車やバイクで移動する」が最も多く、

次いで「自動車で移動する」、「予約するのがめんどうだから」である。現時点では、他の

移動手段を利用できる状況にあるという理由が上位を占めている。 
 また、運行開始後の第 2 回では、「乗合タクシーの利用方法が分からない」が 3 番目であ

ったが、今回は 8 番目に下がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西部地域乗合タクシーのサービスが改善された場合における利用意向は、「今よりも乗る

ようになる（今よりもっと乗るようになる＋今より少しだけ乗るようになる）」が約 3 割

である（※第 2 回と同じ傾向）。 
 西部地域乗合タクシーの利用が増えるために必要な改善は、「運行ルート」が最も多く、

次いで「始発時間」、「終発時間」の順である。また、「始発時間」、「終発時間」の回答者

割合は、第 2 回と比べ低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.8%

2.9%

10.8%

6.5%

3.0%

7.8%

84.3%

82.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回(n=166)

第3回(n=245)

よく利用する 時々利用する ほとんど利用しない 利用したことがない

17.0% 40.7% 42.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第1回(n=253)

利用する わからない 利用しない

【西部地域乗合タクシーの利用意向（運行開始前）】

【西部地域乗合タクシーの利用状況（運行開始後）】

44.5%

37.2%

31.2%

17.9%

14.2%

12.8%

12.4%

7.3%

6.9%

5.0%

5.0%

4.1%

3.7%

1.8%

1.4%

0.0%

10.6%

0% 20% 40% 60%

自転車やバイクで移動する

自動車で移動する

予約するのがめんどうだから

利用したい時間に走っていない

運行本数が少ない

徒歩で移動する

目的地に乗合タクシーが乗り入れていない

乗合タクシーの利用方法がわからない

運行ルートが悪い

鉄道との乗り継ぎが悪い

目的地まで時間がかかる

停留所が遠い

運賃が高い

運行ルートや時刻表の情報が不足

時間が不正確

待ち時間が長い

その他

回答者割合

N=471
n=218

41.0%

36.6%

28.6%

21.7%

13.7%

12.4%

10.6%

8.1%

6.8%

3.7%

3.7%

3.7%

2.5%

1.2%

0.6%

0.6%

16.1%

0% 20% 40% 60%

自転車やバイクで移動する

自動車で移動する

乗合タクシーの利用方法がわからない

利用したい時間に走っていない

運行本数が少ない

徒歩で移動する

目的地に乗合タクシーが乗り入れていない

運行ルートが悪い

目的地まで時間がかかる

停留所が遠い

運行ルートや時刻表の情報が不足

予約するのがめんどうだから

鉄道との乗り継ぎが悪い

時間が不正確

待ち時間が長い

運賃が高い

その他

回答者割合

N=341

n=161

【西部地域乗合タクシーを利用しない理由】

【参考】第 2 回 

（令和元年 11～12 月実施）の結果 

※複数回答
※複数回答

【西部地域乗合タクシーのサービスが改善された場合における利用意向】 

【西部地域乗合タクシーの利用が増えるために必要な改善】 

【参考】第 2 回 
（令和元年 11～12 月実施）の結果

49.3%

46.3%

41.8%

20.9%

17.9%

13.4%

13.4%

10.4%

7.5%

17.9%

0% 20% 40% 60%

運行ルート

始発時刻

終発時刻

利用方法に関する情報提供

鉄道や他のバス路線との乗継ぎ

停留所での待合環境（停留所の屋根やベンチ等）

乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

バスの運賃

他のバスや鉄道との乗継利用時の運賃

その他

回答者割合

N=160

n=67

13.3%

11.2%

18.2%

19.3%

28.4%

33.1%

40.0%

36.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回(n=255)

第3回(n=269)

今よりももっと乗るようになる 今より少しだけ乗るようになる

今とほとんど変わらない わからない

46.9%

30.9%

23.5%

22.2%

19.8%

13.6%

11.1%

11.1%

6.2%

27.2%

0% 20% 40% 60%

運行ルート

始発時刻

終発時刻

運賃

鉄道や他のバス路線との乗継ぎ

乗場の位置や時刻表等の分かりやすさ

停留所での待合環境（停留所の屋根やベンチ等）

利用方法に関する情報提供

他のバスや鉄道との乗継利用時の運賃

その他

回答者割合

N=172
n=81

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

※複数回答 
※複数回答 
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西部地域乗合タクシーの事業効果について 

 西部地域乗合タクシーの運行による生活環境の変化は、「何も変わらない」が最も多く、

次いで「新しい移動手段を利用できる環境が確保されて、「便利」になったと思う」、「分

からない」、「安全に移動できる環境が確保されて、「安心感」を持つことができたと思

う」の順である）。 
 西部地域乗合タクシーの運行による外出機会の変化は、「変わらない」が約 82％以上と最

も多く、次いで「分からない」が約 14％、「外出する機会が増えた」が約 3％である（※

第 2 回と同じ傾向）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の必要性について〔第 1 回～第 3 回共通設問〕 

公共交通の必要性 

 公共交通の必要性は、「公共交通がなくても他の移動手段で対応できる」が最も多く、つ

いで「今は困らないが将来は困る」、「公共交通がないと生活に支障が出る」の順である

（※第 2 回と同じ傾向）。 
 公共交通の必要性を年齢別に見ると、「公共交通がなくても他の移動手段で対応できる」

は 65 歳～74 歳及び 75 歳以上の方で多く、「今は困らないが将来は困る」が 20 歳～54 歳

及び 75 歳以上の方で多い。また、「公共交通がないと生活に支障が出る」は 75 歳以上の

方が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【西部地域乗合タクシーの運行による生活環境の変化】

50.5%

23.1%

21.3%

13.4%

7.4%

0% 20% 40% 60%

何も変わらない

分からない

新しい移動手段を利用できる環境が確保され

て、「便利」になったと思う

安全に移動できる環境が確保されて、「安心

感」を持つことができたと思う

バス交通の利用が不便だった時と比べて、生活

の質が「豊かになった」と思う

回答者割合

N=250

n=216

新しい移動手段を利用できる環境が

確保されて、「便利」になったと思う

安全に移動できる環境が確保されて、

「安心感」を持つことができたと思う

バス交通の利用が不便だった時と比べて、

生活の質が「豊かになった」と思う

分からない

45.1%

23.3%

20.4%

15.6%

11.6%

0% 20% 40% 60%

何も変わらない

新しい移動手段を利用できる環境が確保され

て、「便利」になったと思う

分からない

安全に移動できる環境が確保されて、「安心

感」を持つことができたと思う

バス交通の利用が不便だった時と比べて、生活

の質が「豊かになった」と思う

回答者割合

新しい移動手段を利用できる環境が

確保されて、「便利」になったと思う

安全に移動できる環境が確保されて、

「安心感」を持つことができたと思う

バス交通の利用が不便だった時と比べて、

生活の質が「豊かになった」と思う

分からない

N=319

n=275

【参考】第 2 回 
（令和元年 11～12 月実施）の結果 

【西部地域乗合タクシーの運行による外出機会の変化】

3.9%

3.1%

84.5%

81.5%

9.7%

13.5%

1.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回(n=207)

第3回(n=259)

外出する機会が増えた 変わらない 分からない その他

※複数回答
※複数回答

29%

16%

63%

8%

42%

5% 4% 7%

38%

19%

51%

16%

62%

3% 5% 8%
15%

9%

58%

7%

31%

1% 3% 3%

26%

18%

82%

8%

38%

10%

1%
7%

55%

23%

70%

5%

65%

7% 8% 10%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

公
共
交
通
が
な
い
と

生
活
に
支
障
が
出
る

公
共
交
通
が
な
い
と

外
出
機
会
が
減
る

公
共
交
通
が
な
く
て
も

他
の
移
動
手
段
で
対
応
出
来
る

公
共
交
通
が
な
く
て

も
困
ら
な
い

今
は
困
ら
な
い
が

将
来
は
困
る

家
族
や
知
人
が
利
用
し
て

い
る
の
で
必
要
で
あ
る

地
域
の
公
共
交
通
と
し
て

必
要
で
あ
る

そ
の
他

全体（N=482、n=279） 20歳～54歳（N=75、n=37） 55歳～64歳（N=86、n=67）

65歳～74歳（N=166、n=87） 75歳以上（N=146、n=60）

75 歳以上の方
65 歳～74 歳、

75 歳以上の方 

20 歳～54 歳、

75 歳以上の方 

【公共交通の必要性（年齢別）】

25%

10%

59%

9%

39%

4% 6% 6%

22%

3%

59%

3%

27%

3% 0%
5%

15%
7%

51%

6%

25%

1% 3% 3%

22%

9%

59%

9%

46%

5% 6% 3%

37%

15%

52%

12%

40%

5%
10% 10%

0%

20%

40%

60%

80%

公
共
交
通
が
な
い
と

生
活
に
支
障
が
出
る

公
共
交
通
が
な
い
と

外
出
機
会
が
減
る

公
共
交
通
が
な
く
て
も

他
の
移
動
手
段
で
対
応
出
来
る

公
共
交
通
が
な
く
て

も
困
ら
な
い

今
は
困
ら
な
い
が

将
来
は
困
る

家
族
や
知
人
が
利
用
し
て

い
る
の
で
必
要
で
あ
る

地
域
の
公
共
交
通
と
し
て

必
要
で
あ
る

そ
の
他

全体（N=367、n=234） 20～54歳（N=45、n=37） 55歳～64歳（N=75、n=67）

65歳～74歳（N=138、n=87） 75歳以上（N=108、n=60）

75 歳以上の方

全ての世代の方 65～74 歳、

75 歳以上の方

【参考】第 2 回（令和元年 11～12 月実施）の結果 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

※複数回答（公共交通の必要性）

※複数回答（公共交通の必要性）
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公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること 

 公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできることを住まいの地区別に見る

と、「自ら積極的に公共交通を利用するように心がける」は、走井地区が最も多く、次い

で利倉地区、利倉西地区、走井地区の順である。 
 「自治会等による地域での意識啓発活動」は、勝部地区が最も多く、次いで走井地区、利

倉西地区、利倉地区の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通を維持・確保することの必要性 

 公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由は、「社会状況の変化(人
口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よりも充実させて、利用促進

を図るべき」と「社会状況の変化はあるが、現状の公共交通を維持していくべき」の割合

が約 8 割を占める（※第 8 回と同じ傾向）。 
 公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由を地域別に見ると、「社会

状況の変化はあるが、現状の公共交通を維持していくべき」は、勝部地区（約 38％）が

最も多く、次いで走井地区（約 35）、利倉地区（約 33％）、利倉西地区（約 30％）の順で

ある。「社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よ

りも充実させて、利用促進を図るべき」は、利倉地区（約 48％）が最も多く、次いで利

倉西地区（約 47％）、勝部地区（約 44％）、走井地区（約 44％）の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること（住まいの地区別）】 
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【参考】第 2 回（令和元年 11～12 月実施）の結果
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隣接地区（N=9、n=8） 利倉西地区（N=140、n=116） 利倉地区（N=44、n=36）

隣接地区（N=11、n=9）

※複数回答（公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること） 

※複数回答（公共交通の持続可能な運行を図るために地元や個人でできること）

※隣接地区（西部地域北路線及び西部地域南路線）はサンプル数が少ないため参考扱い 
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社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よりも充実させて、利用促進を図るべき
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【公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由】 

【公共交通(路線バス等)を維持・確保することは必要だと思う理由（地域別）】

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

人口減少等の社会状況の変化により、公共交通(路線バス等)が縮小していくのはやむを得ない

社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)はあるが、現状の公共交通(路線バス等)を維持していくべき

社会状況の変化(人口減少や少子高齢化)に対応し、公共交通(路線バス等)を現状よりも充実させて、利用促進を図るべき

その他
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西部地域乗合タクシー利用者アンケート 

目的 

 令和元年（2019 年）10 月より運行している西部地域乗合タクシーの利用者を対象に、利

用状況の把握及び公共交通改善実施計画（交通不便地域改善施策・西部地域編）の運行評

価指標及び運行改善参考指標として、活用するためのアンケート調査を実施する。 

 

アンケート調査実施概要 

調査方法 

 対面式の聞き取り調査形式（※成人対象） 
 西部地域乗合タクシー利用者の方を対象として、直接聞き取り調査を行う。 

 

調査時期 

 令和 2 年（2020 年）11 月 1 日（日）、5 日（木）10 日（火）の 3 日間（平日 2 日、休日

1 日） 

 

調査対象 

 西部地域乗合タクシー西部北路線及び西部南路線の 2 路線 
 対象期間の西部地域乗合タクシー運行便の全利用者 

※往復利用の方は、どちらかの利用時を対象とする 

 

調査項目 
 

①今回の外出目的と利用した交通手段について 

②西部地域乗合タクシーの利用状況 

③西部地域乗合タクシーダイヤ改正の認知状況 

④西部地域乗合タクシーの利用意向 

⑤属性 

 
回答状況 

 
・回答者数：21 人（3 日間合計） 

※復路便利用者及び複数日利用者の回答は含まない 

【参考】利用者数：大人 26 人（３日間合計） 

復路便利用者数：12 人（３日間合計） 

複数日利用者数：3 人（３日間合計） 

 

回答者属性 

 性別は、「女性」が約 71％、「男性」が約 29％である。 
 年齢は、「75 歳以上」の方が約 67％と最も多く、次いで「55 歳～64 歳」が約 10％であ

り、65 歳以上の方が約 76％を占めている。 
 住まいの地域は、回答者の全ての方が「乗合タクシー沿線地域」である。 
 運転免許証の保有状況は、「持っていない」と「運転免許証を返納した」がともに約 38％

と最も多く、次いで「持っている」が約 24％を占め、運転免許証を持っていない方が約

76％を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
うち 

25.0%

23.8%

20.0%

38.1%

55.0%

38.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回（n=20）

今回（n=21）

持っている 運転免許証を返納した 持っていない

【性別】

25.0%

28.6%

75.0%

71.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（n=20）

今回

（n=21）

男性 女性 その他

【年齢】

5.0%

10.0%

9.5%

4.8%

5.0%

9.5%

5.0%

4.8%

5.0%

4.8%

70.0%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（n=20）

今回

（n=21）

24歳以下 25歳～34歳 35歳～44歳 45歳～54歳

55歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳以上

75.0%

100.0%

5.0% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回（n=20）

今回（n=21）

乗合タクシー沿線地域 乗合タクシー沿線地域以外の豊中市内 豊中市外

【住まいの地域】

【運転免許証の保有状況】

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

65 歳以上

76％ 

乗合タクシー

沿線地域 

100％ 

運転免許証

非保有者 

76％ 
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今回の外出目的と利用した交通手段 

 今回の外出目的は、「通院」が約 52％最も多く、次いで「買い物」が約 33％、「娯楽・レ

ジャー」が約 10％である。 
 今回の外出時に利用した行きの交通手段は、「西部地域乗合タクシー」が約 86％と最も多

く、次いで「徒歩」が約 10％である。 
 今回の外出時に利用した帰りの交通手段は、「西部地域乗合タクシー」が約 71％と最も多

く、次いで「一般のタクシー」が約 15％、である。 
 今回の外出時に利用した西部地域乗合タクシーの利用状況を見ると、「往復（行きと帰

り）ともに利用」が約 57％と半数以上を占め、「往路（行き）のみ利用」が約 29％、「復

路（帰り）のみ利用」が約 14％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地域乗合タクシーの利用状況 

利用開始時期と利用頻度 

 西部地域乗合タクシーの利用を開始した時期は、「令和元年 10 月頃～（運行開始から）」

が約 81％と最も多く、次いで「令和 2 年 10 月頃～（最近から）」が約 10％である。 
 利用頻度は、「ほぼ毎日」が約 24％と最も多く、次いで「週に 1 回」と「1 ヵ月に 2～3

日」がともに約 19％、「週に 2～3 日」が約 14％の順である。週に 1 回以上の利用は全体

の約 7 割を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乗合タクシーの利用による外出頻度の変化と利用する前の移動手段 

 乗合タクシーの利用によるの外出頻度の変化は、「増えた」が約 52％と最も多く、次いで

「変わらない」が約 43％である。 
 乗合タクシーを利用する前の移動手段は、「自転車」が最も多く、次いで「徒歩」、「一般

のタクシー」の順である。 
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通勤 通学 買い物 通院 娯楽・レジャー その他

【今回の外出目的】 

【今回の外出時に利用した交通手段（行きと帰り）】
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71.4%
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帰り

（n=21）

西部地域乗合タクシー 家族・知人の送迎 一般のタクシー 徒歩 その他

帰りの交通手段『その他』の回答内容 回答者数(n=2)

未定 2

【参考】前回（令和元年 12 月実施）の結果

85.0%

50.0% 5.0% 25.0%

10.0%

10.0%

5.0%
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西部地域乗合タクシー 家族・知人の送迎 一般のタクシー 徒歩 その他

◆今回の外出時に利用した西部地域乗合タクシーの利用状況◆ 
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28.6%

15.0%

14.3%

35.0%

57.1%
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前回（n=20）
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往復ともに利用 
57％ 
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（運行開始から）

81.0%
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4.8%
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4.8%

令和2年7月頃～

（夏頃から）

0.0%

令和2年10月頃～

（最近から）

9.5%

n=21

【利用開始時期】 【利用頻度】 

ほぼ毎日

23.8%
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14.3%
週に1日
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1ヵ月に2～3日

19.0%

1ヵ月に1日

4.8%

1ヵ月1日未満

9.5%

n=21

週に 1 回以上

67％ 

増えた

52.4%

変わらない

42.9%

減った

4.8%

n=21

【乗合タクシーの利用による外出頻度の変化】 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

【乗合タクシーを利用する前の移動手段】

33.3%

28.6%

23.8%

14.3%

14.3%

0% 20% 40% 60%

自転車

徒歩

一般のタクシー
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バス

回答者割合

Ｎ=24
n=21 ※複数回答 
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西部地域乗合タクシーダイヤ改正の認知状況 

 令和 2 年（2020 年）10 月に実施した西部地域乗合タクシーダイヤ改正の認知度は、全て

の方が「知っている」と回答している。 
 ダイヤ改正を知った方法は、「広報「とよなか」」が約 65％と最も高く、次いで「町会か

らの配布物・回覧板」が約 15％、「知人・友人・ご近所の方から教えてもらった」が約

10％の順である。 
 お知らせチラシに添付していた『無料乗車券』の認知状況は、「知っている」が約 30％で

ある。本調査の回答者も 65 歳以上が 7 割以上を占めていることから、西部地域住民アン

ケート結果と同様の傾向があると考えられる（※住民アンケート結果では、高齢者の認知

度がやや低い傾向にある）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西部地域乗合タクシーの利用意向 

 西部地域乗合タクシーを利用して良かったところは、「鉄道駅や目的施設までの移動手段

ができてよくなった」が約 43％と最も多く、次いで「外出がしやすくなった」が約 29％

の順である。 
 今後の利用意向は、全ての回答者が「利用する」と回答している。 
 西部地域乗合タクシーの満足度は、「満足（満足＋やや満足）」が約 81％を占めている。

また、「不満（やや不満＋不満）」は約 10％と前回と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ダイヤ改正の認知状況】

【ダイヤ改正を知った方法】
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知っている

89.8%

知らない

10.2%

n=147

【参考】西部地域住民アンケート結果

【参考】西部地域住民アンケート結果

【参考】西部地域住民アンケート結果

75.0%

42.9%
4.8%

5.0%

4.8%

5.0%

28.6%

10.0%

9.5%

5.0%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（n=20）

今回

（n=21）

鉄道駅や目的施設までの移動手段ができてよくなった

家族や知人に送迎を頼まなくてよくなった

目的地まで早く行けるようになった

外出がしやすくなった

特にない

その他

75.0%

100.0%

10.0% 15.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（n=20）

今回

（n=21）

利用する 利用しない わからない

80.0%

71.4%

10.0%

9.5% 9.5%

10.0%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回

（n=20）

今回

（n=21）

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満

不満・やや不満の理由 回答者数(n=2)

便数が少ない、予約が不便 1

朝に予約したい 1

【西部地域乗合タクシーを利用して良かったところ】 

【今後の利用意向】

【西部地域乗合タクシーの満足度】

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

満足 
（満足＋やや満足） 

不満 
（やや不満＋不満）
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９月 1 日（火）～30 日（水） ：広報とよなか及び市 HP にて愛称公募開始 

～11 月 ：協議、検討、愛称決定（市にて決定） 

12 月 3 日（木） ：地域公共交通協議会や市ホームページ等にて愛称公表 

令和 3 年（2021 年）4 月～ ：愛称運用開始 

豊中市乗合タクシーの愛称決定について 

経緯 

 豊中市乗合タクシー事業は、広く市民が利用する交通手段であり、広く市民の方々に知っ

ていただき、親しみを持ってもらうことが必要です。そこで、豊中市乗合タクシーに愛称

を定めることとし、これを決めるにあたっては、広く市民を対象に公募を実施し、愛称選

考委員会による審査を経て、愛称を決定した。 

 
 
 
 
 
 

愛称公募の実施状況 

広報とよなか（2020 年 9 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市ホームページ 

■トップページ ■愛称募集概要ページ 
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Mina Notte（ミナノッテ） 

・愛称の理由：みんなに乗ってほしいから。イタリア語風？おしゃれな感じで。 

・応募者：61 歳（長興寺南在住） 

愛称募集チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市乗合タクシーの愛称決定 

 合計 30 名（市民 24 名、市職員 6 名）・47 件の応募があり、市民の皆様に親しまれ、多く

の方にご利用いただきたいとの思いで選考した結果、下記の愛称に決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 愛称募集の選考結果 

結果 愛称 
応募者 

選考理由 
年齢 住所 

採用作品
Mina Notte 

（ミナノッテ） 
61 歳 長興寺南 

斬新で、乗り物を一言で表せてい

る。響きが可愛い。 

入賞 マチカネタクシー 91 歳 豊南町東 
豊中市の施策であるとわかりやす

く、覚えやすい。 

入賞 マチカゴ - 庁内 
マチカネくんのイラストが目に浮

かびそう。通称の響きが良い。 

入賞 とよなカー 23 歳 上野西 音が爽やかで、親しみやすい。 

入賞 ノリッコ 78 歳 北桜塚 
言いやすく、乗合っぽさが出てい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 裏面 

■ 表面 
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豊中市乗合タクシー事業の実施状況について 

 

【運行状況】 

利用状況（R 元.10～R2.9 の 1 年間） 

運行状況 

 令和元年（2019年）10月～令和 2年(2020年)9月の 1年間の稼働日割合（実際に運行し

た日の割合）は、全体で 94.6％（西部地域北路線：83.7％、西部地域南路線：74.1％であ

る。 
 配車割合（設定ダイヤに対して実際に運行した便の割合）は、全体で 47.1％（西部地域

北路線：50.5％、西部地域南路線：43.7％）である。 

 

 

 

 

 

 

 
 

利用状況 

 令和元年（2019年）10月～令和 2年(2020年)9月の 1年間における利用者数は全体で

2,804人、西部地域北路線が 1,553人、西部地域南路線が 1,251人である。 
 コロナ禍にあっても、８割～９割利用が減少した路線バスに比べ、約半減程度と影響が少

なかった。これは、エッセンシャルな移動に使われている証左であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月度運行内容見直しの効果について 

実施内容 

 令和２年 10月に以下の通りの見直しを行った。 

 

 

 

 

 

利用状況への影響(効果) 

 10月の利用者数は全体で 347人、北路線が 171人、南路線が 176人である。 
見直し前は、コロナ禍を除き、250～300人/月程度で推移しており、約 25％利用者増。 
⇒(1)停留所の増設と、(2)予約受付の拡充が功を奏したと思われる。 

 定期運行化した第４便については、直近で 25人/月程度の利用が、47人/月に倍増。 
⇒定期運行は、一定の効果があるものと思われる。 

 始発時間を繰上げた第１便の利用者は 22人/月。第２便は 81人/月で合計 103人/月。従

来の第一便は直近で 50人/月程度、第２便は 35人/月程度の合計 85人/月程度の利用。 
⇒既存のニーズに応えながら、早朝利用のニーズに応えられていると思われる。 
⇒早朝便の需要については、継続的に確認が必要。 

 令和 2年（2020年）10月のダイヤ改正のお知らせチラシに添付していた『無料乗車券』

の利用件数は 29件/月である（※令和 2年（2020年）10月の 1ヵ月間）。 

 

 

 

 

 

月合計 平日 土日祝日 月合計 平日 土日祝日

94.6% 99.6% 84.8% 47.1% 52.3% 32.1%

83.7% 90.1% 71.2% 50.5% 54.5% 39.0%

74.1% 85.1% 52.8% 43.7% 50.1% 25.2%西部地域南路線

稼働日割合
（％）

配車割合
（％）

全体

西部地域北路線

【利用状況】 

合計
西部地域
北路線

西部地域
南路線

全日 2,804 1,553 1,251

平日 2,327 1,259 1,068

休日 477 294 183

全日 91.7 4.2 3.1

平日 115.2 5.2 4.0

休日 45.5 2.4 1.4

全日 1.52 1.58 1.47

平日 1.53 1.59 1.47

休日 1.49 1.51 1.45

7,285 2,076 5,209

※沿線人口は令和2年（2020年）10月1日現在

1台あたり
平均利用者数

（人/台）

1日あたり
平均利用者数

（人/日）

利用者数
（人）

【参考】
沿線人口 （人）
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の
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【利用者数の推移（月単位）】 

【運行便別利用者数】 

（1） ルートの改変および停留所の増設・移設 

北路線・南路線各３か所の停留所を増設（１か所移設） 

（2）予約受付の拡充 

AM は前日迄、PM は当日正午迄受付であったものを、原則 2 時間前までの受付に拡充 

（3）路線定期運行の実証実験 

平日第４便（午後１番の便）について実験的に定期運行を実施 

（4）平日始発時間の繰り上げ 

北路線が９時、南路線が９時半であった始発時間を、両路線朝８時に繰り上げ 
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第1便

北 8:00発

南 8:00発

第2便

北 9:30発

南 10:00発

第3便

北 11:30発

南 12:00発

第4便

北 13:30発

南 13:56発

第5便

北 15:00発

南 15:30発

第6便

北 16:30発

南 17:00発

第1便

北 9:00発

南 9:30発

第2便

北 11:00発

南 11:30発

第3便

北 13:30発

南 14:00発

第4便

北 16:00発

南 16:30発

【 平日 】 【 土日祝日 】

西部地域北路線 西部地域南路線

運
行
便
別
利
用
者
数
（
人

/月
）

定期運行便
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資料３ 南部地域乗合タクシー事業について【道路運送法同意決議】 

運行事業者の決定報告 

豊中市南部地域乗合タクシー運営業務委託プロポーザル審査の経緯 

 運行業務委託事業者は次に示す経過より決定しています。 

表 1 公募開始から運行開始までのスケジュール 

実施内容 時期 備考 

①募集要項等の公表 9 月 1 日（火） 市ホームページに掲載 

②参加表明書および質問事項の提出期限 9 月 16 日（水） 提出者：計 3 者 

③質問事項への回答 9 月 23 日（水） 市ホームページに掲載 

④応募書類提出期限 10 月 6 日（火） 提出者：計２者 

⑤第一次審査（書類審査）の実施 10 月 8 日（木）  

⑥第二次審査（プレゼン審査）の実施 10 月 20 日（火）  

⑦結果通知の発送・公表 10 月 23 日（金） 市ホームページに掲載 

 

運行事業者の選定結果  

 申込者 2 者のうち、選定された事業者の名称と所在地を以下に示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の検討状況 

事業概要 

 別紙「資料 4 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・南部地域編】（案）」

のとおりです。 

 

運行開始までのスケジュール 

 運行開始までのスケジュールは、以下のとおり予定しています。 

表 2 運行開始までのスケジュール 

実施内容 時期 備考 

①運行事業者との委託契約の締結 １２月中旬（予定）  

②地域公共交通協議会における 

道路運送法第 4 条同意決議 
12 月 3 日（木） ※ 本日の協議会 

③運輸局申請書類の提出 令和 3 年 1 月上旬 ※ 標準処理期間約 1 カ月

④運行説明会の実施 
令和 3 年 

3 月中旬～下旬 
※ 沿線地域で実施 

⑤試乗会の実施  ※ 沿線地域で実施 

⑥実験運行開始 4 月 1 日（木）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・事業者名：阪急タクシー株式会社 

・所 在 地：大阪府豊中市服部南町 3 丁目 5 番 12 号 

・優秀提案事業者の選定理由（※講評ポイント）： 

当市西部地域での実績において、その取組みは真摯であり、経験を生かした業務

実施が期待できる。また、阪急グループの広報誌の活用など、事業者独自の利点が

見られる。豊中市内の交通状況にも精通しており、運営面、費用面の両面から適切

な運営が期待できる。 

乗合タクシーを利用する際に必要な予約の方法、停留所

で乗車する時や降車時の料金支払い方法等を実際に体験

できる『試乗会』を運行事業者の阪急タクシーの協力の

もと、3 月に開催する予定だワニ☆ 

豊中市キャラクター 
「マチカネくん」 

阪急タクシー 
イメージキャラクター 

「タクロー君」 

皆様に利用していただける『南部地

域乗合タクシー』を目指して、一緒に

頑張ります  
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南部地域乗合タクシーの運行に係る地域公共交通協議会への協議 

経緯 

 平成 31 年（2019 年）2 月に策定した豊中市地域公共交通改善計画の取り組むべき施

策のうち、「交通不便地の改善」の施策実施にあたり、地域における利用ニーズを把握す

るため、実験運行を行う予定である。 

 実験運行については、プロポーザルで選定したタクシー事業者により、道路運送法第 4

条の許可（以下「4 条許可」という。）を受け実施する。なお、4 条許可の申請に先立

ち、地域公共交通協議会において、実験運行の内容について協議する。 

地域公共交通協議会に協議する事項 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協議後の流れ 

 地域公共交通協議会の合意が取れた後に、運行事業者に対し、「協議が調っていることの

証明書」を交付し、運輸局へ各種申請を行う （標準処理期間は、概ね 1 ヵ月程度）。 

 

道路運送法第 4 条の許可のもとデマンド型運行に係る協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路運送法（抜粋） 

（許可申請） 

第五条 一般旅客自動車運送事業の許可を受けようとする者は、次に掲げる事項を記載した申請書を国土交

通大臣に提出しなければならない。 

一 氏名又は名称及び住所並びに法人にあつては、その代表者の氏名 

二 経営しようとする一般旅客自動車運送事業の種別 

三 路線又は営業区域、営業所の名称及び位置、営業所ごとに配置する事業用自動車の数その他の一般

旅客自動車運送事業の種別（一般乗合旅客自動車運送事業にあつては、路線定期運行（路線を定め

て定期に運行する自動車による乗合旅客の運送をいう。以下同じ。）その他の国土交通省令で定め

る運行の態様の別を含む。）ごとに国土交通省令で定める事項に関する事業計画 

（一般乗合旅客自動車運送事業の運賃及び料金） 

第九条 ４ 一般乗合旅客自動車運送事業者が、地域における需要に応じ当該地域の住民の生活に必要な旅

客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために乗合旅客の運送を行う場合において、国土交通省令

で定めるところにより、地方公共団体、一般乗合旅客自動車運送事業者、住民その他の国土交通省令で定

める関係者が当該運送に係る運賃等について合意しているときは、当該一般乗合旅客自動車運送事業者

は、第一項及び前項の規定にかかわらず、あらかじめ、その旨を国土交通大臣に届け出ることをもつて足

りる。これを変更しようとするときも同様とする。 

①区域運行に係る事業計画等に関すること（道路運送法第５条関係） 

・営業区域 ・運行系統及び運送の区間 等 

②運賃に関すること（道路運送法第９条関係） 

③使用車両の移動円滑化基準適用除外認定に関すること 



 

3 

 

使用車両の移動円滑化基準適用除外認定について 

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成 18 年法律第 91 号）に

より、原則、乗合事業で使用する車両は、移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車

両等の構造及び設備に関する基準を定める省令（移動円滑化基準）に適合しなければな

らないが、移動円滑化基準適用除外自動車の認定要領の第 3 条第 4 項において、「車両

総重量 5ｔ以下であって乗車定員が 23 人以下の自動車」は移動円滑化基準適用除外の

認定を申請することができるとしている。 

 南部地域乗合タクシーは、一般乗用旅客自動車運送事業に使用する車両で運行するた

め、移動円滑化基準適用除外の車両で運行することについて、合意を図るものである。 

 
【使用車両】 

・車  種 ：一般乗用旅客自動車運送事業に使用する車両と兼用 

（代表車種：トヨタ クラウンセダン） 

・乗客定員 ：セダン型車両４名（乗務員含めた定員は 5 名） 

・使用車両数：セダン型車両 75 両 

※ 車両については、「移動等円滑化のために必要な旅客施設又は車両等の構造及び設備に

関する基準を定める省令」の適用除外とする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

豊中市公共交通改善実施計画 
 

 

 

【交通不便地改善施策・南部地域編】 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年（2020 年）12 月 

豊 中 市  
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1. 計画概要 
1.1 背景と目的 

本市は、大阪国際空港や、高速道路・幹線道路などの広域交通に加え、阪急電鉄宝塚

線・神戸線、北大阪急行電鉄南北線、大阪モノレールといった鉄道と、路線バスなどの地

域交通の整備により、交通利便性が高いまちと評価されています。しかしながら、市域に

は、鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた、いわゆる交通不便地が存在し、その解消が求

められていること、また、都市構造上南北方向に比べ、東西の結びつきが脆弱で、その流

動が少ないことなどの課題があります。さらに、将来的には、バス路線網が充実している

地域においても、人口減少とともにバス利用者が減少し、路線の縮小が懸念されること、

自動車に頼って生活している地域においては、高齢化により、その運転が困難となり、新

たな移動手段が求められることが想定されます。 

このような状況を踏まえ、豊中市の公共交通等の改善の考え方と実施する施策をまとめ

た「豊中市公共交通改善計画」を平成31年（2019年）2月に策定いたしました。 

本計画はこれを受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画として、特に交通不便

地が広く分布する南部地域を対象とした交通不便地の改善に資する施策として定めるもの

です。 

 

1.2 計画区域 
本計画の対象とする区域は、豊中市域

のうち、都市計画マスタープランにおけ

る地域区分による南部地域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：第 2 次豊中市都市計画マスタープラン 

（平成 30 年（2018 年）4 月 豊中市） 

図 1.1 計画の区域  

南部地域 
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1.3 計画の位置付け 
  本計画は「豊中市公共交通改善計画」を受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画

として、定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・南部地域編】の位置付け 

 

 

  

豊中市公共交通改善計画

 

第 3 次豊中市環境基本計画

 
第４次豊中市総合計画 
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豊中市 
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東西軸の強化施策・東西軸路線編

交通不便地改善施策・西部地域編

交通不便地改善施策・南部地域編
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豊中市公共交通改善計画では、「基本理念」、実現するために必要な 3 つの「基本方針」

及び「取り組むべき施策」を以下のように定めており、本計画は取り組むべき施策のうち

「②交通不便地の改善」及び「⑩バス運行補助事業の見直し」に基づく施策となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3 豊中市公共交通改善計画における施策体系 

 

 

 

  

基本方針 1 

公共交通 

ネットワークの充実 

基本方針２ 
誰もが利用しやすい

公共交通環境づくり

基本方針３ 
公共交通サービスの 
持続的な提供 

【基本方針】 【取り組むべき施策】 

 

 

 

④交通結節点の改善 

⑤乗継利便性の向上 

⑥バリアフリー化の推進 

⑦バス利用環境の改善 

⑧自転車利用環境の改善 

①東西軸の強化 

③大阪の南北軸強化と公共交通網の見直し 

②交通不便地の改善 

⑩バス運行補助事業の見直し 

⑨モビリティ・マネジメントの推進 

【
基
本
理
念
】 

マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
な
く
て
も
移
動
で
き
る
交
通
体
系
の
整
備 
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2. 施策の方向性 
2.1 南部地域の状況 

南部地域は、平坦な地形であるため歩きやすく、その多くが庄内駅をはじめ三国駅、

神崎川駅徒歩圏にあります。 

しかし、庄本地区周辺はバス停が少なく交通不便地が存在しています。 

南部地域の外縁部を運行している市立豊中病院線は、加島駅と柴原駅を結んでいます

が、市域の最寄り鉄道駅である庄内駅にはアクセスしていません。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 南部地域における交通空白地と交通不便地域の状況 
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2.2 市立豊中病院線の状況 
2.2.1 運行状況 

豊中市では、平成 9 年（1997 年）の市立豊中病院の移転（岡上の町 2 丁目⇒柴原町）

に伴い、南部地域から市立豊中病院へのアクセス確保を目的に、市立豊中病院線を運行開

始し、当該路線への補助金交付を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 バス運行補助事業路線 

 

  

■ 加島駅前と柴原駅を結ぶ 

市立豊中病院線 64 系統

  

※阪急バス時刻表をもとに作成
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通院

12%

病院へ通勤

2%

お見舞い

3%

病院その他

4%

通勤

26%
通学

2%

その他

36%

不明

16%

6691

40 30

6 7

11

5

合計

256人

2.2.2 市立豊中病院線（64 系統）の現状と課題 
７往復/日を平日のみ運行しており、年間約 1,700 万円の補助を実施しています。 

営業距離が長く、一部は鉄道と路線が重複しています。また、市立豊中病院線の本来目

的である病院利用者が全体の２割に留まっており、その目的を果たしているとは言い難い

状況にあります。 

南部地域から直接柴原駅へ向かう利用は非常に少ない状況（1 便あたり 0.8 人）にあり、

当該路線を維持する必要性に欠け、令和 3 年（2021 年）3 月末を持って廃止します。 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 26 年（2014 年）阪急バス乗降調査 

図 2.3 市立豊中病院線（64系統）における利用者の利用目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 市立豊中病院線（64 系統）におけるバス停別乗降者数 
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2.3 施策実現の考え方 
交通利便性が高い本市においても、一部には交通空白地や交通不便地が存在し、超高齢

化社会が進展する中、その対策が求められています。 

南部地域においては、庄本町、二葉町、大島町、島江町、大黒町などに広く交通不便地が

存在しています。また、これらの地域には市立豊中病院線の廃止に伴い、交通空白地が発

生します。 

特に、高齢者の買い物や通院における移動手段のニーズは高く、自動車等に移動を頼っ

ていた地域においては、対策が急がれています。その対策は重要であるものの、鉄道やバ

ス路線で対応するほどのニーズはなく、持続可能で適正な規模の公共交通システムが必要

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.5 市立豊中病院線廃止に伴う交通空白地と交通不便地の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■新たな公共交通システム導入の考え方 

①交通不便地における移動手段の確保 
交通不便地に居住する市民の日常生活を支援するため、移動手段を確保します。

②鉄道駅等の都市拠点・地域拠点へのアクセス確保 
日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅へのア

クセスを図り、交通弱者の買い物や通院等における移動を支援します。 

③民間バス路線との競合の回避 
地域全体の公共交通を総合的にとらえ、公的支援のあるサービスは民間サービス

を補完するものとして位置付けます。 

④適正な手段の選択 
ニーズに応じた適正な規模で、持続可能な公共交通とするため、路線バスの運行

形態を基本に、車両の大きさや運行方法を選択します。 

⑤適正な料金の徴収 
安易な無料化や安価な運賃は公平性や採算性に欠けるため、既存のバス路線の料

金とのバランスを図ります。 
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2.4 新たな交通システムの検討 
2.4.1 交通モード 

一般に一度に輸送する人数が概ね 10 名以上となる場合は、バスによる対応が基本とな

っており、大型バスからマイクロバスまで様々な大きさや形状があります。一度に輸送す

る人数が 5～9 人、もしくはそれ以下の場合は、ジャンボタクシーまたはセダン型タクシ

ーによる対応となることが多くなっています。 

また、その運用方法もコミュニティバスやデマンド型乗合タクシーなどがあり、輸送規

模やニーズに応じて適正な交通モードを選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域公共交通確保・維持・改善に向けた取組マニュアル（平成 24 年（2012 年）3月 国土交通省） 

図 2.6 利用形態による運行イメージ 

 

【デマンド型交通とは】 

デマンド型交通は、DRT(Demand Responsive Transport:需要応答型交通システム)と呼ばれ、

「デマンド」とは要望のことで、乗客から事前に連絡（予約）を受けて運行したり、基本となる路線

以外の停留所に立ち寄るなど、乗客の要望を運行に反映できる運行形態をいう。運行方式や運行ダイ

ヤ、さらには発着地(OD)の自由度の組み合わせにより、多様な運行形態が存在する。平成 18 年

（2006 年）の道路運送法の改正により、デマンド型交通も道路運送法に基づく乗合事業に位置づけ

られ、一般的には地域公共交通会議で協議が調うことが運行許可の条件となっている。 

出典：デマンド型交通の手引き（国土交通省 中部運輸局 平成 25 年（2013 年）3 月）、なるほど！！

 公共交通の勘どころ平成 27 年度版（国土交通省 九州運輸局 平成 28 年（2016 年）3月） 

  

利用者が多い

利用者が少ない

【ニーズ】
高齢者の利用

【ニーズ】
通勤・通学の

利用

輸送人員に余裕

輸送人員に余裕

運送事業者が不在等
運送事業者では対

応不可能

輸送密度10人以上

輸送密度4人以上

輸送密度4人未満

輸送人員僅少

コミュニティバス
（バス、マイクロバス）

スクールバス

混乗型

福祉バス

活用型

乗合タクシー
（ジャンボタクシー等）

乗合タクシー
（セダン型）

ＮＰＯ等による

福祉有償運送

ＮＰＯ等による

過疎地有償運送

デマンド型
乗合タクシー
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交通モードは 

『乗合タクシー（車両はセダン型）』 

⇒ １台の乗車定員を超える予約がある場合は増車により対応し、需要に応じ

て将来的にはワゴン車やバスへの変更も視野に入れる 

導入地域： 南部地域 

利 用 者： 僅少と想定 

利用目的： 高齢者等の買い物・通院等の日常利用を想定 

導入を検討する新たな交通システムにおいて導入が想定される路線バス、コミュニティ

バス、乗合タクシーについて、下表に整理します。 

 

表 2.1 各交通モードの整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

導入する交通システムについて、上図と上表を参考に交通モードを選択します。 

対象は、市立豊中病院線の運行地域を中心とする南部地域とし、当該路線の利用状況を

踏まえ、利用者は僅少と想定し、利用目的は高齢者等の買い物・通院等の日常利用を想定

するものとします。 
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乗合タクシーの運行形態は、需要が少ないことが想定されるため、 

効率的で持続可能な公共交通の確保に向け、『デマンド交通』で運行 
⇒ 予め設定されている便数に対し、実際に運行された便数の割合が高い場合は、 

定時定路線への変更も検討 

2.4.2 運行形態 
(1) 定時定路線とデマンド交通 

道路運送法４条の規定に基づく「一般乗合旅客自動車運送事業」で運行可能な形態であ

る「路線定期運行」にあたる定時定路線と「区域運行・フルデマンド」にあたるデマンド交

通があり、各運行形態の概要とメリット・デメリットを以下に整理します。 

 

表 2.2 路線定期型交通とデマンド型交通の一般的な特徴 

定時定路線 デマンド交通 
利用者の有無にかかわらず、予め定められたル

ートを定められた時刻に運行し、利用者は運行

ルート上に設置されたバス停で乗降する。 

予約があった時のみ運行する方式で、運行方

式、運行ダイヤ、発着地(OD)の自由度の組み合

わせにより、多様な運行形態が存在する。 
 

表 2.3 運行形態別のメリット・デメリット 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

定時定路線の場合、需要がなくても運行する必要があり、需要が少ない場合は非効率と

なります。 

そこで、持続可能な公共交通として、長く地元の方々の移動を支え続ける必要があるた

め、効率的な運行をめざして定時定路線ではなく、利用者から予約があった際に運行する

『デマンド交通』とします。 

 

 

 

 

 

 

  

形態 導入に適した地域 メリット デメリット

定
時
定
路
線

路線を定めて運行するもの
であり、設定する運行系統
の起終点及び停留所の時刻
設定が定時である運行の形
態。

利用者がある程度まとまっ
ている地域での導入に適し
ている（集落や団地などが
点在している地域）。

○ 様々な交通機関をつなぎ
合わせる役割を担うことが
できる。
○ 予約がいらない。
○ バス停まで行けば必ず運
行している。

○ 利用者がいなくても運行
するので、運行経費が必
要。

デ
マ
ン
ド
交
通

デマンド交通とは、定時・
定路線のバス運行に対し
て、電話予約など利用者
ニーズに応じて柔軟な運行
を行う公共交通の一つ。

利用者が広く点在している
地域等、路線バスやコミュ
ニティバス等による運行が
困難な地域の導入に適して
いる。

○ 事前予約により、利用者
がいる場合のみ運行するた
め、経費を抑えることが期
待できる。
○ バス車両の通れない地域
へも入り込みやすく、自宅
近くに停留所の設置が可能
となる。

○ 利用者にとって予約が必
要である。
○ 車両が小さいことから、
一度に乗車できる人数が制
限される。
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(2) デマンド交通の運行方式 
デマンド型乗合タクシーは、路線バスと同様に公共交通網を構築するものであるため、

路線バスのようにあらかじめルートやバス停を設定する『定路線型』とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

デマンド型乗合タクシーの運行形態は、 
あらかじめルートやバス停を設定し、 

利用者からの予約があった場合に停留所間を運行する 
『定路線型』で運行 

・ 運行ルートを分かりやすくすることで、利用しやすい交通モードになると考えま

す。 

・ また、デマンド型乗合タクシーが、既存のタクシーから利用者を奪うことになれ

ば、タクシー運行の維持を妨げることになり、競合しない運行形態が望まれます。

・ さらに、需要が増加することにより、定時定路線による運行へのスムーズな移行

が出来ることも見据える必要があります。 



12 

3. 事業内容 
3.1 交通システム 

前述の 2.3 の検討により、導入する交通システムは以下の通りとします。 

 
 
 
 
 
3.2 運行区域 

運行区域は、南部地域全体と南部地域の鉄道駅周辺（庄内駅周辺）及び施設等を結ぶエ

リアを対象とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.1 運行区域 

3.3 運行ルート 
運行ルートは、南部地域等の交通不便地の改善を図ることを目的として、阪急庄内駅及

び主要な公共施設と各地区を結ぶ東西に分割した 2 路線とします。 

 

 

 

 

 

 

〇 阪急庄内駅及び主要な公共施設である庄内出張所、市立庄内文化センター（市立庄内

図書館・庄内介護予防センター（旧庄内老人福祉センター）・庄内公民館併設）、庄内

ローズ文化ホール（市立庄内体育館併設）と各地区を結ぶルートとします。 

〇 既存の公共交通（路線バス）と並行する区間は、競合することなく、持続可能な公共

交通の実現を考慮し、乗合タクシーでの利用はできないものとします。 

〇 停留所は、上記施設及び交通不便地内の住宅地に設置します。 

・交通モード：乗合タクシー（車両はセダン型） 

・運行形態 ：デマンド型交通 

・運行方式 ：定時定路線型 
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3.3.1 南部地域東路線 
南部地域東路線の運行ルートは、庄内駅及びその周辺施設と豊南地区を結ぶルートとし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 南部地域路線西側ルートイメージ 

 

豊南地区内の停留所位置は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3 デマンド型乗合タクシー路線図【南部地域路線西側ルート】

庄内文化センター前から豊南地区を経て庄内体育館・ローズ文化ホール前まで 9.1km 

※停留所間の数値は距離を示す。（単位：km）

※停留所間距離は、地図上での計測による。 
       ：系統起終点停留所 

0.43 

⑤
豊
南
小
学
校
前 

③
阪
急
庄
内
駅
西
口
北 

①
庄
内
文
化
セ
ン
タ
ー
前 

④
庄
内
体
育
館
・
ロ
ー
ズ
文
化
ホ
ー
ル
前 

②
庄
内
出
張
所
東 

⑥
豊
南
町
東
四
丁
目 

⑦
豊
南
町
南 

⑧
府
営
豊
中
豊
南
住
宅
前 

⑨
豊
南
町
南
二
丁
目 

1.00 0.98 1.54 0.21 0.48 0.73 0.43 0.61 
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図 3.4 南部地域路線東側ルート案（令和 3年（2021 年）4 月運行開始予定ルート案）

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口北 

④庄内体育館・ローズ文化ホール前 

⑤豊南小学校前 

⑥豊南町東四丁目 

⑦豊南町南 

⑧府営豊中豊南住宅前 

⑨豊南町南二丁目 

⑩三和町 

①庄内文化センター前 

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口北 

④庄内体育館・ローズ文化ホール前 

①庄内文化センター前 

ルート延長：約 9.1km 

所要時間：一周約 35 分 
（途中停車なし・渋滞なし） 

令和 3 年（2021 年）4 月 

運行開始予定ルート案 

南部地域路線 ルート案 

東側ルート 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。
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図 3.5 南部地域路線東側ルート案（南部コラボセンター完成後ルート案）

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口北 

③庄内体育館・ローズ文化ホール前

④豊南小学校前 

⑤豊南町東四丁目 

⑥豊南町南 

⑦府営豊中豊南住宅前 

⑧豊南町南二丁目 

⑨三和町 

⑩旧庄内文化センター 

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口北 

③庄内体育館・ローズ文化ホール前

南部コラボセンター完成後

ルート案 

南部地域路線 ルート案 

東側ルート 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。
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庄内文化センター 
庄内図書館 

庄内公民館 

庄内社会介護予防センター 

豊南地区より

庄内文化センター前 

庄内文化センター前停留所 

標柱設置

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

一方通行
(歩道有り)

市道 3.0m - 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

西側ルート『①庄内文化セン
ター前』と併用

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考

阪急庄内駅西口北へ

：豊南地区から阪急庄内駅西口北への運行便のルート 

：庄内文化センター前を起点とする運行便のルート 
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庄内出張所東 

庄内出張所東停留所 
阪急庄内駅西口北へ 

豊中市役所庄内出張所 

庄内市民センター 

標柱設置

豊南地区より 

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 3.0m 3.5m - 標柱
豊中市
（市道）

西側ルート『②庄内出張所
東』と併用

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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阪急庄内駅西口北停留所 

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前へ

阪急庄内駅西口北 

庄内出張所東より 

標柱設置

阪急庄内駅 

標柱設置

阪急庄内駅西口

三井住友銀行 

庄内支店 

阪急庄内駅西口停留所 

～阪急庄内駅西口間 

約 140ｍ 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 - - 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

西側ルート『③阪急庄内駅西
口北』と併用

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考
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ローズ文化ホール前』と併用

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考
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豊南小学校前停留所 

ミリオンタウン 

（万代豊中豊南店）

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より 

豊南小学校前 

標柱設置 

庄内文化センター前へ 

標柱設置 

豊南町東１南 
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種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 4.0m 5.5m - 標柱
豊中市
（市道）

廃止予定の阪急バス市立豊
中病院線の停留所を活用

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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豊南町東四丁目 

豊南町東四丁目停留所 

標柱設置
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備考道路状況
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豊南町南 

標柱設置

標柱設置 

豊南町南停留所 
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中病院線の停留所を活用

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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府営豊中豊南住宅前 

府営豊中豊南住宅前停留所 

標柱設置 

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 - - 6.0m 標柱
大阪府

（府営住宅）
―

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考

庄内文化センター前へ

庄内体育館 
・ローズ文化ホール前より
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豊南町南二丁目 

豊南町南二丁目停留所 

標柱設置 

庄内体育館 
・ローズ文化ホール前より 

庄内文化センター前へ 

標柱設置 
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車道
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車道

（全幅）
種別 占用先
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―
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標示種別
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三和町 

三和町停留所 

標柱設置 

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より

庄内文化センター前へ

標柱設置 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

一方通行
（歩道有り）

市道 5.4m - 6.0m
(ゼブラ2.5m含）

標柱
豊中市
（市道）

廃止予定の阪急バス市立豊
中病院線の停留所を活用

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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3.3.2 南部地域西路線 
南部地域西路線の運行ルートは、庄内駅及びその周辺施設と千成・庄本地区を結ぶルー

トとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.6 南部地域路線西側ルートイメージ 
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千成・庄本地区内の停留所位置は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7 デマンド型乗合タクシー路線図【南部地域路線西側ルート】
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※停留所間距離は、地図上での計測による。 
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図 3.8 南部地域路線西側ルート案（令和 3年（2021 年）4 月運行開始予定ルート案） 

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口北 

④庄内体育館・ローズ文化ホール前

⑤千成小学校前 

⑥大島町 2 丁目公園前 

⑦シティコート豊中二葉町前 

⑧淳風とよなか前 

⑨庄本センター前 

⑩光國寺前 

⑪島江町西児童遊園前 

⑫島江北公園前 

①庄内文化センター前 

①庄内文化センター前 

②庄内出張所東 

③阪急庄内駅西口北 

④庄内体育館・ローズ文化ホール前

令和 3 年（2021 年）4 月 

運行開始予定ルート案 

南部地域路線 ルート案 

西側ルート 

ルート延長：約 11.6km 

所要時間：一周約 45 分 
（途中停車なし・渋滞なし） 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。 
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図 3.9 南部地域路線西側ルート案（南部コラボセンター完成後ルート案）

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口北 

③庄内体育館・ローズ文化ホール前 

④千成小学校前 

⑤大島町 2 丁目公園前 

⑥シティコート豊中二葉町前 

⑦淳風とよなか前 

⑧庄本センター前 

⑨光國寺前 

⑩島江町西児童遊園前 

⑪島江北公園前 

①（仮）南部コラボセンター前 

②阪急庄内駅西口北 

③庄内体育館・ローズ文化ホール前 

   利用可能な区間は、 

   ⇔    

または   ⇔   に限る。 

南部コラボセンター完成後

ルート案 

南部地域路線 ルート案 

西側ルート 
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ター前』と併用
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標示種別

備考

    

庄内文化センター 
庄内図書館 

庄内公民館 

庄内社会介護予防センター 

千成地区・ 

庄本地区より

庄内文化センター前 

庄内文化センター前停留所 

標柱設置

阪急庄内駅西口北へ

標柱設置

：豊南地区から阪急庄内駅西口北への運行便のルート 

：庄内文化センター前を起点とする運行便のルート 
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庄内出張所東 

庄内出張所東停留所 
阪急庄内駅西口北へ 

豊中市役所庄内出張所 

庄内市民センター 

標柱設置

庄内文化センター前より 

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 3.0m 3.5m - 標柱
豊中市
（市道）

東側ルート『②庄内出張所
東』と併用

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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阪急庄内駅西口北停留所 

庄内体育館・ 

ローズ文化ホール前へ

阪急庄内駅西口北 

庄内出張所東より 

標柱設置 

阪急庄内駅 

標柱設置

阪急庄内駅西口

三井住友銀行 

庄内支店 

阪急庄内駅西口停留所 

～阪急庄内駅西口間 

約 140ｍ 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 - - 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

東側ルート『③阪急庄内駅西
口北』と併用

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考
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庄内体育館・ローズ文化ホール前停留所 

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前 

標柱設置 

千成地区・庄本地区へ

阪急庄内駅 

西口北より 

標柱設置 

庄内体育館 

庄内ローズ文化ホール 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし）
（西側歩道有り）

市道 2.0m - 6.0m 標柱
豊中市
（市道）

東側ルート『④庄内体育館・
ローズ文化ホール前』と併用

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考
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豊中市立千成小学校

千成小学校前 

千成小学校前停留所 
庄内体育館・ローズ文化ホール前より

標柱設置 

標柱設置 

庄本地区 

・庄内文化センター前へ

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 4.5m 3.5m - 標柱
豊中市
（市道）

―

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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大島町２丁目公園前 

庄本地区 

・庄内文化センター前へ

大島町 2 丁目公園前停留所 

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より

標柱設置 

 

大島町 

二丁目公園

大島町交番

標柱設置 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
(西側歩道有り)

市道 2.3m 2.8m - 標柱
豊中市
（市道）

―

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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シティコート豊中二葉町前停留所 

シティコート 

豊中二葉町前 

庄本地区 

・庄内文化センター前へ

シティコート豊中二葉町前

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より

標柱設置

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
(歩道有り)

市道 4.5m 3.5m - 標柱
豊中市
（市道）

―

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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歩道
車道

（片側）

車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行

（歩道なし）
市道

1.5m

(路肩)
2.5m - 標柱 淳風とよなか ―

道路状況
幅員

情報案内

標示種別 備考

淳風とよなか前 

淳風とよなか前停留所 

標柱設置 

標柱設置

庄内地域包括支援センター 

特別養護老人ホーム淳風とよなか

庄本地区・庄内文化センター前へ 

庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より
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庄内文化センター前へ 

庄本センター前停留所 

標柱設置 

庄本センター

庄本老人 

デイサービスセンター

標柱設置 

庄本センター前 

千成地区 

・庄内体育館・ローズ文化ホール前より 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし）
（西側歩道有り）

市道 1.5m - 6.5m 標柱
豊中市

（庄本センター）
―

道路状況
幅員

情報案内
標示種別

備考
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光國寺 

光国寺前停留所 

光國寺前 

庄内文化センター前へ

標柱設置 

千成地区 
・庄内体育館・ローズ文化ホール前より

標柱設置

歩道
車道

（片側）

車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし） 市道 - - 6.8m 標柱
豊中市

（市道）

10月13日・14日は

祭事のため利用不可

道路状況
幅員

情報案内

標示種別 備考
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島江町西児童遊園 

（高架下） 

島江町西児童遊園前停留所 

島江町西児童遊園前 

庄内文化センター前へ

標柱設置

千成地区 

・庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より

阪神高速道路 11 号池田線 

主要地方道大阪池田線  

（高架） 

標柱設置

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行（中央線なし）
（歩道有り）

市道 1.7m - 6.5m 標柱
豊中市
（市道）

―

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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島江北公園前停留所 

標柱設置

島江北公園前 

庄内文化センター前へ

千成地区 
・庄内体育館 

・ローズ文化ホール前より

島江北公園

標柱設置 

大島町２ 

歩道
車道

（片側）
車道

（全幅）
種別 占用先

対面通行
（歩道なし）

市道 2.0m - 6.5m 標柱
豊中市
（市道）

―

備考道路状況
幅員

情報案内
標示種別
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● デマンド型乗合タクシーの運行時間帯と運行本数 

3.4 運行概要 
3.4.1 運行日、運行時間帯及び運行本数 

運行日は、平日のみとします。 

運行時間帯の設定は、買い物や通院等の自由目的による移動を考慮し、平日の概ね 9 時

台から 16 時台とします。また、運行間隔は、概ね 1 本/時とします。 

 

 
 

運行時間帯 平日のみ： 9 時台から 16 時台 

運行間隔 概ね 1 本/時 

 

3.4.2 ダイヤの設定 
ダイヤの設定は、現地試走結果をもとに、予約がない停留所はとばして近道することも

踏まえたダイヤとします。 

利用のしやすさなどを考慮し、パターンダイヤとします。 
 

● 南部地域路線ダイヤ（西側ルート・東側ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※表中の 00：00（太文字下線ありの時刻）は、南部地域路線東側ルート及び南部地域路線東側ルー

トにおける起点停留所の発車時刻を示す。 

  

第2便 第3便 第4便 第5便 第6便 第１便 第２便 第３便 第４便

①庄内文化センター前 - 8:00 - 9:30 11:00 13:00 15:00 16:30 10:00 12:00 14:30 16:30

②庄内出張所東 1 8:01 - 9:31 11:01 13:01 15:01 16:31 10:01 12:01 14:31 16:31

③阪急庄内駅西口北 4 8:05 - 9:35 11:05 13:05 15:05 16:35 10:05 12:05 14:35 16:35

④庄内体育館・ローズ文化ホール前 3 8:08 - 9:38 11:08 13:08 15:08 16:38 10:08 12:08 14:38 16:38

⑤豊南小学校前 5 8:13 - 9:43 11:13 13:13 15:13 16:43 10:13 12:13 14:43 16:43

⑥豊南町東四丁目 1 8:14 - 9:44 11:14 13:14 15:14 16:44 10:14 12:14 14:44 16:44

⑦豊南町南 2 8:16 - 9:46 11:16 13:16 15:16 16:46 10:16 12:16 14:46 16:46

⑧府営豊中豊南住宅前 3 8:19 - 9:49 11:19 13:19 15:19 16:49 10:19 12:19 14:49 16:49

⑨豊南町南二丁目 2 8:21 - 9:51 11:21 13:21 15:21 16:51 10:21 12:21 14:51 16:51

⑩三和町 2 8:23 - 9:53 11:23 13:23 15:23 16:53 10:23 12:23 14:53 16:53

①庄内文化センター前 3 8:26 8:00 9:56 11:26 13:26 15:26 16:56 10:26 12:26 14:56 16:56

②庄内出張所東 1 8:27 8:01 9:57 11:27 13:27 15:27 16:57 10:27 12:27 14:57 16:57

③阪急庄内駅西口北 4 8:31 8:05 10:01 11:31 13:31 15:31 17:01 10:31 12:31 15:01 17:01

④庄内体育館・ローズ文化ホール前 3 8:34 8:08 10:04 11:34 13:34 15:34 17:04 10:34 12:34 15:04 17:04

⑤千成小学校前 9 - 8:15 10:11 11:41 13:41 15:41 17:11 10:41 12:41 15:11 17:11

⑥大島町２丁目公園前 3 - 8:18 10:14 11:44 13:44 15:44 17:14 10:44 12:44 15:14 17:14

⑦シティコート豊中二葉町前 2 - 8:20 10:16 11:46 13:46 15:46 17:16 10:46 12:46 15:16 17:16

⑧淳風とよなか前 1 - 8:21 10:17 11:47 13:47 15:47 17:17 10:47 12:47 15:17 17:17

⑨庄本センター前 2 - 8:23 10:19 11:49 13:49 15:49 17:19 10:49 12:49 15:19 17:19

⑩光國寺前 2 - 8:25 10:21 11:51 13:51 15:51 17:21 10:51 12:51 15:21 17:21

⑪島江町西児童遊園前 2 - 8:27 10:23 11:53 13:53 15:53 17:23 10:53 12:53 15:23 17:23

⑫島江北公園前 2 - 8:29 10:25 11:55 13:55 15:55 17:25 10:55 12:55 15:25 17:25

①庄内文化センター前 5 - 8:34 10:30 12:00 14:00 16:00 17:30 11:00 13:00 15:30 17:30

②庄内出張所東 1 - 8:35 10:31 12:01 14:01 16:01 17:31 11:01 13:01 15:31 17:31

③阪急庄内駅西口北 4 - 8:39 10:35 12:05 14:05 16:05 17:35 11:05 13:05 15:35 17:35

④庄内体育館・ローズ文化ホール前 3 - 8:42 10:38 12:08 14:08 16:08 17:38 11:08 13:08 15:38 17:38

南
部
地
域
路
線
東
側
ル
ー

ト

兼
用
区
間

南
部
地
域
路
線
西
側
ル
ー

ト

停留所名称
停留所間

所要時間（分）

平日 休日

第1便
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3.4.3 運賃 
運賃は、当該地域を運行している既存バス路線の運賃を考慮し、均一料金による料金体

系とし、路線バスの初乗り料金と同程度とします。 

 

● デマンド型乗合タクシーの運賃 

・運賃は、「均一料金制」を基本とし、路線バスの初乗り料金と同程度の 220 円とす

る。 

・小人（小学生以下）は１１０円とする（※１歳未満の乳児は無料。また、大人が同伴

の場合、大人１人につき小学生未満の幼児１人を無料とする。）。 

・11 枚つづり回数券（ 220 円×11 枚＝2200 円）を販売する。 

・次のいずれかに該当する者並びにその介護人及び付添人のうち必要と認められた者に

ついては、大人１１０円、小人５０円とする。 

①身体障害者福祉法(昭和２４年法律第２８３号)第１５条第４項の規定に基づく身体

障害者手帳の交付を受けている者    

②都道府県知事（政令指定都市にあっては市長）の発行する知的障害者の療育手帳の

交付を受けている者    

③児童福祉法(昭和２２年法律第１６４号)第１２条の４及び第４１条から第４４条ま

でに規定する諸施設により養護等を受けている者であって、保護施設の長が発行す

る所定の運賃割引証を提出した者    

④精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和２５年法律第１２３号)第４５条の

規定に基づく精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者    

 

 

4. 運営方法 
4.1 事業主体 

事業主体は、交通不便地の改善を主体的に取り組み、事業の収益性に左右されることな

く継続的に行う必要があることから、豊中市とします。 

 

4.2 運行主体 
安全性確保等の観点から、道路運送法第４条で規定される一般旅客自動車運送事業者（タ

クシー事業者等）による運行を想定します。 
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5. 収支予測と市の負担 
5.1 予測の考え方 
5.1.1 １日あたり利用者数の算出方法 

１日あたり利用者数は、下記の考え方に基づき算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.2 年間運行経費の算出方法 
年間運行経費は、下記の考え方に基づき算出しています。 

 

 

 

 

 

 
 
5.1.3 年間収入金額 

年間収入金額は、下記の考え方に基づき算出しています。 

 

 
 

5.2 需要予測と収支予測 
年間運行経費に対する収入金額は、以下のとおりと予測します。 

1 日あたり利用者数 約 20 人／日 

年間運行経費 約 10,000 千円／年   

年間収入金額 約 1,000 千円／年   

年間収支金額 △約 9,000 千円／年   
 

5.3 市の負担 
年間運行経費から年間収入金額を差し引いた赤字相当額については、市が負担するもの

とします。  

ビッグデータによる時間帯別バス停勢圏内人口から移動人口を算出 

PT 調査による地域間流動をもとに、南部地域乗合タクシーに関わる移動人口を算出 

既存バス停における獲得率（路線バス利用者数÷バス停勢圏内人口）から 
各バス停の乗降者数を算出 

上記に既存路線バスの乗降者数を加え、南部地域乗合タクシーの利用者とする。 

※特定施設に対する需要は考慮していない。 

・ 年間収入金額は、需要予測による利用者数と予定する運賃より算出。 

・ 年間運行経費は、大阪府地区における中型車タクシーの時間制運賃（上限料金を

適用）より算出。 

・ 車両等の新規購入費は考慮していない。 

・ １日あたりの実際に運行する割合となる稼働率は、1 日あたり利用者数を１便あ

たり利用者数（堺市乗合タクシーの利用実績値（平成 29 年（2017 年）度実

績））と１日あたり運行便数で除して算出。 
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●道路運送法 

道路運送法には、路線バスやタクシーなどの“他人の需要に応じ、有償で、自動車

を使用して旅客を運送する事業”である『旅客自動車運送事業』について規定してお

り、公共交通を運行する場合に守るべき基本的な法律の 1 つになります。 

公共交通は、運賃等（対価）をもらって運行することが基本となるため、原則とし

て「緑ナンバー（事業用）」の車両を使用することになります。 

ただし、例外的に「白ナンバー（自家用）」の車両を使用できる場合があり、白ナン

バーで運行する公共交通を『自家用有償旅客運送』、緑ナンバーで運行する公共交通を

『一般旅客自動車運送事業』といいます。 

 
● 一般旅客自動車運送事業の種類 

※国土交通省資料をもとに作成

6. 期待される事業の効果 
乗合タクシーが運行することにより期待される効果を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 事業実施予定期間 
実施開始予定日：令和 3 年（2021 年）4 月 1 日 

事業終了予定日：事業の終了は予定しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●期待される主な効果 

・ 交通不便地における移動手段の確保 

・ 日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅への

アクセス確保 

・ 高齢者等の外出機会の増加 

・ 乗り合い利用による住民同士の交流機会の増加 

・ 外出機会及び交流機会の増加による地域活性化 
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8. 事業評価 
8.1 運行評価方法 

利用者、交通事業者及び市が各役割を担い、持続的な運行を行うためには、明確な評価

指標を設け、定期的に検証を行う必要があります。 

評価指標の目標が達成されない場合は、改善策の検討・実施を行い、目標が達成された

場合でも利便性向上に向けた改善策の検討・実施を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.1 運行評価方法のイメージ 
 

8.2 評価スケジュール 
評価については、令和 3 年度（2021 年度）内の運行に関する評価と、それに基づく改

善を令和 4 年度（2022年度）の道路運送法４条に基づく運行開始時に反映していきます。

それ以後は、年度ごとの運行結果を評価し翌々年度の運行に反映していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8.2 評価スケジュール 

評価指標の 
目標値に基づいた 

評価の実施 
改善策の検討 

運行継続 

改善策の実施 

目標値

達成 

目標値 
未達成 

目標値が達成された場合でも、利便性向上に向けた改善策の

検討・実施等を行います。 

（例：増便、定時定路線への変更、ワゴン車への変更等） 

目標値達成に向けた改善策を 
検討します。 

（例：ルート変更、利用促進策の推進等）

デマンド型 
乗合タクシーの運行 

豊中市地域公共交通

協議会にて評価実施

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

令和7年度
（2025年度）

評価・軽微な

変更

評価・見直し

評価・見直し

本計画に基づく

運行

令和3年の評価・見直

しを反映した運行

令和4年の評価・見直

しを反映した運行

令和5年の評価・見直

しを反映した運行

評価・見直し

本計画に基づく運行
（評価・軽微な変更を反映）
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8.3 運行評価指標と運行改善参考指標 
施策評価指標は、運行継続・運行内容の見直しの判定をする「運行評価指標」と、見直し

の参考とする「運行改善参考指標」とに分けて検討を行い、評価していきます。 

考え方は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3.1 運行評価指標 
(1) 運行評価指標の設定 

運行評価指標は以下のように定め、これらの項目を評価することで、事業としての方向

性を検討します。 

①利用状況：一日当たりの利用者数 

利用状況を評価するため、「一日当たりの利用者数」を調査します。一日当たりの利用者

数の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 

表 8.1 運行評価指標「一日当たりの利用者数」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（利用状況） 

一日当たりの 

利用者数 

需要予測結果による

『20 人/日』とする 

運行目標値の 50％で

ある『10 人/日』とす

る 

改善基準値の 50％で

ある『5 人/日』とする

②認知状況：認知度 

乗合タクシー事業が地域の移動手段の選択肢として、住民の方々に認知されることが必

要であると考えるため、「認知度」を調査します。 

乗合タクシー事業の認知状況を確認するためには、地域住民を対象にアンケート調査を

実施します。また、経年変化の要素が大きくなると思われるため、毎年、改善基準値、見直

し基準値を検討するものとします。 

認知度の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 

表 8.2 運行評価指標「認知度」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 

運行評価指

標 
運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（認知状

況） 

認知率 

周辺自治体のコミュニ

ティバス等の認知度等

を参考に『80％』とする

初年度は、沿線地区の高

齢化率を参考に『30％』

とする 

初年度は、改善基準値の

50％である『15％』と

する 

① 「運行評価指標」は、乗合タクシー事業の目標を明示する「運行目標値」、改善の必

要性を判断する「改善基準値」、事業の廃止を含めた継続可否の判断をする「見直

し基準値」を設定します。 

② 「運行改善参考指標」は、目標値を設定せず、運行計画内容の見直しを行う際の参

考とします。その内容は今後検討します。 

③ 「運行評価指標」及び「運行改善参考指標」は、基本的に公表しますが、運行運営

事業者の経営に関するデータは、非公表とします。 

（現時点での内容は西部地域実施計画と同様、今後精査します。）
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③運行経費：市支出金額 

乗合タクシー事業を継続するためには、財政負担により賄われる運行経費も考慮する必

要があるため、「市支出金額」を指標とします。 

市支出金額は、乗合タクシーの運行形態がデマンド型であり、運行便数の増加によって

市支出金額が増加傾向になるため、見直し基準値は設定しません。 

なお、乗合タクシー事業が効率的に行われているのかという評価は必要であると考え、

運行経費の「運行目標値」、「改善基準値」を以下に示します。 
 

表 8.3 運行評価指標「運行経費」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（運行経費） 

市支出金額 

収支予測結果を踏ま

え、『900 万円/年』と

する 

運行目標値の約 1.5 倍

である『1,350 万円/

年』とする 

運行形態がデマンド型

であるため設定しない

 

表 8.4 運行評価指標の概要一覧 

大項目 小項目 指標の定義 指標の計測方法 取得方法 
取得 

時期 
考え方

利用 

状況 
利用者数 利用者数の実数 路線全体の乗降客数 事業者報告 毎月 増加 

認知 

状況 
認知率 

住民における事

業の認知割合 

住民向けアンケート

調査により、認知率

を確認 

郵送 

アンケート 
毎年度 増加 

運行 

経費 

市支出 

金額 

財政負担により

賄われる金額 
総運行経費-総収入額 事業者報告 毎月 減少 

 

表 8.5 各運行評価指標の運行目標値・改善基準値・見直し基準値一覧 

大項目 小項目 

運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

事業実施に当たっての目標

値とする。 

計画期間中の目標として定

め、短期での目標達成は求

めないものとする。 

事業実施に当たって、

短期で達成されるべき

目標値とする。 

この目標値を下回る場

合は、具体的な対策を

実施する。 

事業実施に当たって、

最低限達成すべき基準

値とする。 

この目標値を下回る場

合は、事業継続につい

て検討を行う。 

利用 

状況 
利用者数 20 人/日 10 人/日 5 人/日 

認知 

状況 
認知率 80％ 30％ 15％ 

運行 

経費 

市支出 

金額 
900 万円/年 1,350 万円/年 

現時点では、 

設定しません。 
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(2) 運行評価の実施 
乗合タクシー事業は、前述の運行評価指標を基に、乗合タクシー事業のあり方について

検討します。 

運行目標値、改善基準値及び見直し基準値に対して、その対応を以下に示します。 

【運行目標値】 

・運行目標値は、計画期間中の目標として定めるため、短期での達成状況に応じた改

善策を示しません。 

【改善基準値】 

・改善基準値を下回る場合には、改善策を検討し、協議会に提示するものとします。 

【見直し基準値】 

・運行見直し基準値を下回る場合には、事業改善について、より積極的に改善策の検

討実施を行うものとします。 

・改善策を実施したうえで、３年以上連続で基準値を下回る場合には、市は事業の継

続について判断するものとします。 

 

運行評価の結果は、協議会に報告のうえ、乗合タクシー事業のあり方について協議を行

い、市としての結論を得るものとします。 

なお、市支出金額が一定額以下であれば、利用者数が少ないという理由で安易に乗合タ

クシー事業を終了するのではなく、適切な改善策を実施するとともに、セーフティネット

としての交通に対する考え方で事業を存続するなど、慎重な判断を行うものとします。 
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資料５ 東西軸路線バスについて 

検討の経緯 

東西軸の現状と問題点 

 本市は南北方向に阪急電鉄宝塚線、阪急電鉄神戸線及び北大阪急行電鉄が、市域北側の東

西方向には大阪モノレールに加え、豊中駅、千里中央駅及び桃山台駅の各駅間を結ぶバス

路線網が整備されているが、市域南側においては、鉄道駅間を結ぶフィーダー路線のネッ

トワークが粗く、東西方向の公共交通ネットワークが脆弱で交通不便地も存在する。 

 

● 本市における東西方向の公共交通ネットワークの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 

 本市の公共交通ネットワークは、市域南側では市域北側と比べ、東西方向の公共交通ネッ

トワークが脆弱であり、交通空白地や交通不便地もみられます。 
 そこで、市域南側において東西方向に新規バス路線を運行することで、都市軸の構築とネ

ットワークの拡充、交通不便地の改善を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 都市計画マスタープランにおける都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 各地域の連携を強化 

鉄道駅を中心とする拠点を結び、東部地域、中部地域及び西部地域の連携を強化します。 

② 交通不便地の改善 

西部地域や緑地公園周辺のバス路線が脆弱な地域にバスを運行し、交通不便地の改善を図り

ます。 

③ 都市間連携の強化 

隣接市の中心部と豊中市内を直接結ぶことで、新たな流動を創造し、都市間の連携強化を図

ります。 

④ 文化・スポーツ軸の形成 

服部緑地、曽根及び原田にかけては、服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、ふれあい緑

地、スカイランド HARADA 等の施設が分布しており、文化・スポーツ軸の形成が期待されま

す。 

 
 

出典：第 2 次豊中市都市計画マスタープラン概要版（平成 30 年（2018 年）4 月 豊中市） 
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東西軸路線運行の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 東西軸路線の運行ルートイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容 

 令和 3 年（2021 年）4 月 1 日からの運行開始に向けて、バス事業者や関係機関とともに

検討・準備を進めている。 
 具体の事業内容等については、資料 6「(仮称)豊中市公共交通改善実施計画【東西軸路線

バス編】」を参照願いたい。 
 また、東西軸路線の路線図〔緑地公園駅前～阪急曽根～クリーンランド前～イオンモール

伊丹〕と新設停留所については、次ページに示す。なお、新設停留所の工事は、12 月末

からの実施予定である。 

申請手続きについて 

 市から当該路線の運行に係る要望書を阪急バス株式会社に提出のうえ、阪急バスの一般路

線として、運行予定である。 

 

 

出発式イベント等について 
 

 令和 2 年（2021 年）4 月 1 日から東西軸路線バスの運行に先立ち、利用者の獲得を目的

として、潜在利用者への周知、運行内容や本バスの魅力などの発信を予定しており、以下

のような施策の実施について検討を進めている。 

 
3 月下旬に出発式及び東西軸路線バス試乗会の開催に向けて、検討を進めている。 

 

① 東西軸路線バス出発式 

運行開始前に、出発を記念した式典の実施を検討中。 

・日 時：令和2年（2021年）3月下旬 

・場 所：曽根駅周辺 

 ・内 容：主催者挨拶、来賓祝辞等 

② 東西軸路線バス試乗会 

出発式開催時に特別便として阪急曽根～イオンモール伊丹～阪急曽根～緑地公園駅

前間を運行することを検討中（※運行区間は今後運行事業者と協議）。 

③ 東西軸路線バス運行にかかる協定式 

本市と阪急バス㈱との運行にかかる協定についてその締結を機会にPRを実施。 

④ 周辺市、沿線施設、沿線事業所等へのPRおよび共同でのPR 

伊丹市やイオンモール伊丹、履正社高校や緑地公園等沿線施設等と協議のうえ、資

料の配架や先方のPR媒体などを活用した形での広報について取組みを検討中。 

⑤ バスを使った楽しみ方の周知 

ルート、周辺見どころ、ダイヤ、バスの乗り方などをまとめた紙を作成し、前号の

沿線施設等への配架や、可能であれば鉄道駅等への配架、当市広報誌を活用したPR等

を実施予定。 

  

① 東部地域、中部地域及び西部地域の中心地を結びます。 

② 北大阪急行線、阪急宝塚線及び JR 宝塚線（JR 福知山線）の異なる鉄道路

線の駅を結びます。 

③ 西部地域及び服部緑地周辺の交通不便地を通ります。 

④ 服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、クリーンランドを結びます。 

⑤ 利用は通勤・通学目的及び買い物・通院等の自由目的等の多様な移動ニーズ

を対象とします。 

⑥ 新設を必要としない既存道路ネットワークを活用した路線とします。 

⑦ 既存バス路線やバス停を活用した路線とします。 
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● 東西軸路線の路線図〔緑地公園駅前～阪急曽根～クリーンランド前～イオンモール伊丹〕と新設停留所 ※停留所間の数値は距離を示す。（単位：km） 

※停留所間距離は、地図上での計測による 
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1. 計画概要 1 

1.1 背景と目的 2 

本市は、大阪国際空港や、高速道路・幹線道路などの広域交通に加え、阪急電鉄宝塚3 

線・神戸線、北大阪急行電鉄南北線、大阪モノレールといった鉄道と、路線バスなどの地4 

域交通の整備により、交通利便性が高いまちと評価されています。しかしながら、市域に5 

は、鉄道駅勢圏及びバス停勢圏から外れた、いわゆる交通不便地が存在し、その解消が求6 

められていること、また、都市構造上南北方向に比べ、東西の結びつきが脆弱で、その流7 

動が少ないことなどの課題があります。さらに、将来的には、バス路線網が充実している8 

地域においても、人口減少とともにバス利用者が減少し、路線の縮小が懸念されること、9 

自動車に頼って生活している地域においては、高齢化により、その運転が困難となり、新10 

たな移動手段が求められることが想定されます。 11 

このような状況を踏まえ、豊中市の公共交通等の改善の考え方と実施する施策をまとめ12 

た「豊中市公共交通改善計画」を平成31年（2019年）2月に策定いたしました。 13 

本計画はこれを受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画として、市域南側にお14 

ける都市軸の構築とネットワークの拡充、交通不便地の改善に資する施策として、東西方15 

向に新規バス路線の運行に向けた施策として定めるものです。 16 

 17 

 18 

1.2 計画区域 19 

本計画の対象とする区域は、豊中市域20 

のうち、都市計画マスタープランにおけ21 

る地域区分による東部地域、中部地域、西22 

部地域とします。 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 
 36 

出典：第 2 次豊中市都市計画マスタープラン 37 
（平成 30 年（2018 年）4 月 豊中市） 38 

図 1.1 計画の区域  39 

西部地域 

中部地域

東部地域
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1.3 計画の位置付け 1 

  本計画は「豊中市公共交通改善計画」を受けて、具体的な取組みを進めるための下部計画2 

として、定めるものです。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

図 1.2 豊中市公共交通改善実施計画【東西軸の強化施策・東西軸路線編】の位置付け 25 

 26 

 27 

  28 

豊中市公共交通改善計画
（平成 31 年（2019 年）2 月策定） 

 

第 3 次豊中市環境基本計画

 
第４次豊中市総合計画 

【上位計画】 

第２次豊中市道路整備計画 

豊中市都市景観形成マスタープラン 

豊中市企業立地促進計画

豊中市立地適正化計画 

第２次豊中市都市計画マスタープラン 

【関連計画】 

（仮称）豊中市公共交通 

改善実施計画 

 

 

 
 

東西軸の強化施策・東西軸路線編

交通不便地改善施策・西部地域編
（令和元年（2019 年）9 月策定）

交通不便地改善施策・南部地域編
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豊中市公共交通改善計画では、「基本理念」、実現するために必要な 3 つの「基本方針」1 

及び「取り組むべき施策」を以下のように定めており、本計画は取り組むべき施策のうち2 

「①東西軸の強化」に基づく施策となります。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

図 1.3 豊中市公共交通改善計画における施策体系 26 

 27 

 28 

 29 

  30 

基本方針 1 

公共交通 

ネットワークの充実 

基本方針２ 
誰もが利用しやすい

公共交通環境づくり

基本方針３ 
公共交通サービスの 
持続的な提供 

【基本方針】 【取り組むべき施策】 

 

 

④交通結節点の改善 

⑤乗継利便性の向上 

⑥バリアフリー化の推進 

⑦バス利用環境の改善 

⑧自転車利用環境の改善 

①東西軸の強化 

③大阪の南北軸強化と公共交通網の見直し 

②交通不便地の改善 

⑩バス運行補助事業の見直し 

⑨モビリティ・マネジメントの推進 

【
基
本
理
念
】 

マ
イ
カ
ー
に
頼
ら
な
く
て
も
移
動
で
き
る
交
通
体
系
の
整
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2. 施策の方向性 1 

2.1 東西軸の現状 2 

本市は南北方向に阪急電鉄宝塚線、阪急電鉄神戸線及び北大阪急行電鉄が、市域北側の3 

東西方向には大阪モノレールに加え、豊中駅、千里中央駅及び桃山台駅の各駅間を結ぶバ4 

ス路線網が整備されていますが、市域南側においては、鉄道駅間を結ぶフィーダー路線の5 

ネットワークが粗く、東西方向の公共交通ネットワークが脆弱で交通不便地も存在します。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

図 2.1 本市における東西方向の公共交通ネットワークの状況  36 



 

5 

2.2 目的 1 

本市の公共交通ネットワークは、市域南側では市域北側と比べ、東西方向の公共交通ネ2 

ットワークが脆弱であり、交通空白地や交通不便地もみられます。 3 

そこで、市域南側において東西方向に新規バス路線を運行することで、都市軸の構築と4 

ネットワークの拡充、交通不便地の改善を図ります。 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

図 2.2 都市計画マスタープランにおける都市構造図 34 

  35 

① 各地域の連携を強化 

鉄道駅を中心とする拠点を結び、東部地域、中部地域及び西部地域の連携を強化

します。 

② 交通不便地の改善 

西部地域や緑地公園周辺のバス路線が脆弱な地域にバスを運行し、交通不便地

の改善を図ります。 

③ 都市間連携の強化 

隣接市の中心部と豊中市内を直接結ぶことで、新たな流動を創造し、都市間の連

携強化を図ります。 

④ 文化・スポーツ軸の形成 

服部緑地、曽根及び原田にかけては、服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、

ふれあい緑地、スカイランド HARADA 等の施設が分布しており、文化・スポー

ツ軸の形成が期待されます。 

 

出典：第 2 次豊中市都市計画マスタープラン概要版（平成 30 年（2018 年）4 月 豊中市） 
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2.3 東西軸路線運行の考え方 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

図 2.3 東西軸路線の運行ルートイメージ 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

  35 

① 東部地域、中部地域及び西部地域の中心地を結びます。 

② 北大阪急行線、阪急宝塚線及び JR 宝塚線（JR 福知山線）の異なる鉄道路

線の駅を結びます。 

③ 西部地域及び服部緑地周辺の交通不便地を通ります。 

④ 服部緑地、文化芸術センター、豊島公園、クリーンランドを結びます。 

⑤ 利用は通勤・通学目的及び買い物・通院等の自由目的等の多様な移動ニーズ

を対象とします。 

⑥ 新設を必要としない既存道路ネットワークを活用した路線とします。 

⑦ 既存バス路線やバス停を活用した路線とします。 

■ 阪急曽根 ■ 緑地公園前 
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3. 事業内容 1 

3.1 交通システム 2 

前述の 2.3 の検討により、導入する交通システムは以下の通りとします。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

3.2 運行系統 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

図 3.1 東西軸路線の運行系統（案） 24 

 25 

  26 

  運行距離が長い路線であり効率的な運行を図るために、複数の運行系統を組み合わせ

た形態を検討します。 

・交通モード：路線バス 

・運行形態 ：路線定期運行
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3.3 運行ルート 1 

ルートは北大阪急行緑地公園駅から阪急曽根駅を通り、ＪＲ伊丹駅を結ぶ延長約 10 ㎞2 

の路線とします。 3 

停留所は、16 箇所とします。そのうち、（仮）緑地公園西口と（仮）履正社高校前の 24 

箇所は新設とし、残りの 14 か所は、既存の停留所（市立豊中病院線、豊中市内線、クリ5 

ーンランド線、岡町線）を活用します。 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

図 3.2 東西軸路線の路線図（案） 36 

〔緑地公園駅前～阪急曽根～クリーンランド前～イオンモール伊丹〕 37 
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イオンモール伊丹から緑地公園駅前まで 10.1km 
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       ：系統起終点停留所 

       ：新設予定停留所（全 16 個所中２箇所）
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  39 

緑地公園駅前 停留所 

※イオンモール伊丹・阪急曽根方面からの降車扱いも当該のりばにおいて行います。

イオンモール伊丹 
・阪急曽根方面より

阪急曽根

・イオンモール伊丹方面へ 

緑地公園駅前 

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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寺内一丁目 停留所 

寺内一丁目 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

寺内一丁目 

（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面より 

緑地 

公園駅前方面へ 

 

阪急曽根

・イオンモール伊丹方面へ 
阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面より

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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 1 

 2 
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 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

  26 

若北会館前 停留所 

若北会館前 

（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面より

緑地公園 

駅前方面へ
阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面へ 

阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面より 

若北会館前 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

北条小学校東

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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  27 

北条小学校前 停留所 

北条小学校前 

（緑地公園駅前方面） 
緑地公園

駅前方面へ

阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面より 

北条町 2

北条小学校前 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

緑地公園 

駅前方面より

阪急曽根 
・イオンモール

伊丹方面へ 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 



 

14 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

  37 

西願寺橋 停留所 

西願寺橋東

西願寺橋 

（緑地公園駅前方面） 

緑地公園駅前方面へ

阪急曽根

・イオンモール伊丹方面より 

緑地公園駅前方面より

 

 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

西願寺橋
（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ



 

15 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

  37 

服部緑地緑橋 

緑地公園駅前方面へ

イオンモール伊丹

・阪急曽根方面より

阪急曽根 

・イオンモール伊丹方面へ

みどり橋

緑地公園西口 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）

緑地公園西口 

（緑地公園駅前方面）

緑地公園駅前方面より

みどり橋北交差点へ

緑地公園駅前方面より

長興寺地下道

緑地公園駅前方面 

(仮)緑地公園西口 停留所 

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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ファミリーマート

豊中長興寺北店 

緑地公園駅前方面へ

イオンモール伊丹

・阪急曽根方面より

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ

履正社高校前 

履正社高校前 

（緑地公園駅前方面） 

  

  

履正社高等学校

緑地公園駅前方面より

  

緑地公園駅前方面 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

(仮)履正社高校前 停留所 

履正社高校前 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面）
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南桜塚二丁目 停留所 

緑地公園駅前方面  阪急曽根・イオンモール伊丹方面 

緑地公園 

駅前方面へ

イオンモール伊丹

・阪急曽根方面より

南桜塚二丁目 

（緑地公園駅前方面） 

緑地公園 

駅前方面より

曽根 

長興寺南 1

    

阪急曽根 
・イオンモール伊丹方面へ

南桜塚二丁目 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面） 
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曽根東 停留所 

曽根東
（緑地公園駅前方面）

曽根東町 1 丁目

阪急曽根 
・イオンモール 

伊丹方面へ 

緑地公園駅前方面より 

緑地公園駅前方面へ

曽根東 

（阪急曽根・イオンモール伊丹方面） 

緑地公園駅前方面 

イオンモール伊丹

・阪急曽根方面より

 阪急曽根・イオンモール伊丹方面 
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  22 

阪急曽根 停留所 

緑地公園 

駅前方面より

緑地公園 

駅前方面へ

阪急曽根
（緑地公園駅前方面）

イオンモール伊丹方面 

・緑地公園駅前方面より 

阪急曽根 

（イオンモール伊丹方面） 

イオンモール伊丹方面へ 

緑地公園駅前方面 イオンモール伊丹方面 
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  35 

原田元町三丁目 停留所 

緑地公園駅前 

・阪急曽根方面より

阪急曽根 

・緑地公園駅前方面へ

原田元町三丁目 

（阪急曽根・緑地公園駅前方面） 

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 

伊丹方面へ 

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 

原田元町三丁目 

（イオンモール伊丹方面） 
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  35 

原田中一丁目 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ

原田中一丁目 

（阪急曽根・緑地公園駅前方面） 
イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 原田中一丁目 

（イオンモール伊丹方面） 

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 
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 2 
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 9 
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 23 

 24 

 25 

  26 

原田中二丁目 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ

原田中二丁目 

（阪急曽根・緑地公園駅前方面） 

イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田南 1

阪急曽根・緑地公園駅前方面  イオンモール伊丹方面 

原田中二丁目 

（イオンモール伊丹方面） 
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  36 

原田下水処理場前 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へ
原田下水処理場前 

（阪急曽根・緑地公園駅前方面） 
イオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田下水処理場前 

（イオンモール伊丹方面） 

阪急曽根・緑地公園駅前方面 イオンモール伊丹方面 
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  36 

クリーンランド前 停留所 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面より

阪急曽根

・緑地公園駅前方面へイオンモール 
伊丹方面より 

イオンモール 
伊丹方面へ 

原田下水処理場前 

（イオンモール伊丹方面 

阪急曽根・緑地公園駅前方面）

イオンモール伊丹方面 

阪急曽根・緑地公園駅前方面 
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  36 

イオンモール伊丹 

（阪急曽根・緑地公園駅前方面） 

 

緑地公園駅前

・阪急曽根方面へ

阪急曽根 
・緑地公園駅前方面より

阪急曽根・緑地公園駅前方面 

イオンモール伊丹 

イオンモール伊丹 停留所 

エレベーター 
（地上⇔ペデストリアンデッキ） 
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3.4 運行概要 1 

3.4.1 運行日、運行時間帯及び運行便数 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

※東西軸路線の運行時間帯及び運行便数（時間帯別・運行区間別・運行日あたり合計）は、11 

現時点の案であり、今後の協議・調整等により変更することがあります。 12 

 13 
 14 

 運行時間帯（案） 

平日 7 時台から 21 時台 

土休日 7 時台から 20 時台 

 15 

● 東西軸路線の運行便数（案） 16 
 17 

 運行便数（案） 

平日 

7～8 時台 ：2～3 便/時 
9～21 時台 ：1～2 便/時 

・緑地公園駅前発阪急曽根行 ：14 便/日 
・緑地公園駅前発クリーンランド行 ： 4 便/日 
・緑地公園駅前発イオンモール伊丹行 ： 6 便/日 
・合計（緑地公園駅前発） ：24 便/日 

・阪急曽根発緑地公園駅前行 ：13 便/日 
・クリーンランド発緑地公園駅前行 ： 4 便/日 
・イオンモール伊丹発緑地公園駅前行 ： 6 便/日 
・合計（緑地公園駅前行） ：23 便/日 

土日祝日

7～20 時台 ：1～2 便/時 

・緑地公園駅前発阪急曽根行 ：13 便/日 
・緑地公園駅前発イオンモール伊丹行 ： 6 便/日 
・合計（緑地公園駅前発） ：19 便/日 

・阪急曽根発緑地公園駅前行 ：13 便/日 
・イオンモール伊丹発緑地公園駅前行 ： 6 便/日 
・合計（緑地公園駅前行） ：19 便/日 

 18 

 19 

  20 

  東西軸路線は、多様な移動目的で利用できる公共交通として、平日・土休日ともに運

行します。 

  運行時間帯は、現在の路線状況及び需要予測等を踏まえ、平日、土休日の 2 区分と

し、平日が 7 時台から 21 時台、土日祝日が 7 時台から 20 時台とします。 

  運行便数は、平日の通勤・通学時間帯となる 7 時台と 8 時台は 2～3 便/時、他の

時間帯及び土休日は、1～2 便/時とします。 

● 東西軸路線の運行時間帯
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3.4.2 ダイヤの設定 1 

ダイヤ案は、前述（3.4.1）の運行時間帯や運行便数をもとに、以下のとおりとします。 2 

※以下に示すダイヤは現時点のものであり、今後精査を進めます。 3 

   4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

  39 

0:00 ：起点停留所発車時刻

0:00 ：終点停留所到着時刻

緑地
公園駅前

阪急曽根
クリーン
ランド前

イオン
モール伊丹

イオン
モール伊丹

クリーン
ランド前

阪急曽根
緑地

公園駅前

7:40 7:59 8:11 8:25 - - 8:50 9:09

8:20 8:39 - - 8:40 8:54 9:06 9:25

9:00 9:19 9:31 9:45 - - 10:00 10:19

9:30 9:49 - - 10:00 10:14 10:26 10:45

10:00 10:19 10:31 10:45 - - 11:00 11:19

10:30 10:49 - - 11:00 11:14 11:26 11:45

11:30 11:49 - - - - 12:00 12:19

12:00 12:19 12:31 12:45 - - 13:00 13:19

12:30 12:49 - - 13:00 13:14 13:26 13:45

13:30 13:49 - - - - 14:00 14:19

14:00 14:19 14:31 14:45 - - 15:00 15:19

14:30 14:49 - - 15:00 15:14 15:26 15:45

15:30 15:49 - - - - 16:00 16:19

16:00 16:19 16:31 16:45 - - 17:00 17:19

16:30 16:49 - - 17:00 17:14 17:26 17:45

17:35 17:54 - - - - 18:05 18:24

18:15 18:34 - - - - 18:45 19:04

19:05 19:24 - - - - 19:35 19:54

20:00 20:19 - - - - 20:30 20:49

【土休日】阪急曽根・イオンモール伊丹方面 【土休日】阪急曽根・緑地公園駅前方面

緑地
公園駅前

阪急曽根
クリーン
ランド前

イオン
モール伊丹

イオン
モール伊丹

クリーン
ランド前

阪急曽根
緑地

公園駅前

6:15 6:34 6:46 7:00 7:15 11:14 7:41 8:00

7:05 7:24 7:36 - - 7:53 8:05 8:24

7:30 7:49 8:01 - - 8:18 8:30 8:49

7:55 8:14 8:26 - - 8:38 8:50 9:09

8:20 8:39 - - - - 9:10 9:29

8:40 8:59 - - - - 9:55 10:14

9:25 9:44 - - - - 10:55 11:14

10:00 10:19 10:31 10:45 11:00 11:14 11:26 11:45

10:25 10:44 - - - - 11:55 12:14

11:25 11:44 - - - - 12:55 13:14

12:00 12:19 12:31 12:45 13:00 13:14 13:26 13:45

12:25 12:44 - - - - 13:55 14:14

13:25 13:44 - - - - 14:55 15:14

14:00 14:19 14:31 14:45 15:00 15:14 15:26 15:45

14:25 14:44 - - - - 15:55 16:14

15:25 15:44 - - - - 16:55 17:14

16:00 16:19 16:31 16:45 17:00 17:14 17:26 17:45

16:25 16:44 - - - 18:10 18:22 18:41

17:20 17:39 17:51 - - - 19:05 19:24

18:00 18:19 18:31 18:45 19:00 19:14 19:26 19:45

18:35 18:54 - - - - 20:00 20:19

19:30 19:49 - - - - 20:30 20:49

20:00 20:19 - - - - 21:30 21:49

21:00 21:19 - -

【平日】阪急曽根・イオンモール伊丹方面 【平日】阪急曽根・緑地公園駅前方面
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● 東西軸路線の料金（案） 

・ 運賃は、「距離制による料金体系」を基本とする 

3.4.3 運賃 1 

運賃は、当該地域を運行している既存バス路線の運賃を考慮し、距離制による料金体系2 

を基本として、今後検討を進めます。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

図 3.4 東西軸路線の料金（案） 24 

  25 

緑 地
公 園 駅前

寺 内
一 丁 目 220

若 北
会 館 前 220 220

北 条
小 学 校前 220 220 220

西 願 寺橋 220 220 220 220

( 仮 ) 緑 地
公 園 西口 220 220 220 220 220

(仮)履正社
高 校 前 220 220 220 220 220 220

南 桜 塚
二 丁 目 220 220 220 220 220 220 220

曽 根 東 220 220 220 220 220 220 220 220

阪 急 曽根 220 220 220 220 220 220 220 220 220

原 田 元町
三 丁 目 220 220 220 220 220 220 240 240 240 240

原 田 中
一 丁 目 220 220 220 220 220 220 220 240 240 240 240

原 田 中
二 丁 目 220 220 220 220 220 220 220 220 240 240 240 240

原 田 下水
処 理 場前 220 220 220 220 220 220 220 220 220 240 240 240 240

ク リ ーン
ラ ン ド前 220 220 220 220 220 220 220 220 220 220 240 240 240 240

イ オ ンモ
ー ル 伊丹 210 220 220 220 220 220 240 240 240 240 240 240 240 240 240

：210円区間（伊丹市営バス同調区間運賃適用区間）

：220円区間（特殊区間運賃適用区間（一区））

：240円区間（特殊区間運賃適用区間（二区））
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4. 運営方法 1 

4.1 運行主体 2 

東西軸路線における運行主体は、本市の地域連携網を構築するバス路線であり、安全で3 

効率的な運行も求められるため、一般乗合旅客自動車運送事業者が行うことを想定します。 4 

また、地域の状況を熟知し、既存路線バスとのネットワークや利便性を考慮し、市内の5 

路線バスを運行する一般乗合旅客自動車運送事者である阪急バスを想定します。 6 

 7 

4.2 持続可能な運行を目指して 8 

東西軸路線は、一般乗合旅客自動車運送事業者独自の運行が困難であると想定されるた9 

め、市は運行経費に対して、必要な負担を行います。 10 

 11 

5. 収支予測と市の負担 12 

5.1 予測の考え方 13 

5.1.1 １日あたり利用者数の算出方法 14 

１日あたり利用者数は、下記の考え方に基づき算出します。 15 

 16 

 17 

 18 

  19 

ビッグデータによる時間帯別バス停勢圏内人口から 

移動人口を算出 

パーソントリップ調査による地域間流動をもとに、 

東西軸路線に関わる移動人口を算出 

既存バス停における獲得率（路線バス利用者数÷バス停勢圏内人口）から 

各バス停の乗降者数を算出 

上記に既存路線バス路線の乗降者数を加え、 

東西軸路線の利用者とする。 

※特定施設に対する需要は考慮していない。 
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5.1.2 年間運行経費の算出方法 1 

年間運行経費は、下記の考え方に基づき算出しています。 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

5.1.3 年間収入金額 14 

年間収入金額は、下記の考え方に基づき算出しています。 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

5.2 需要予測と収支予測 25 

東西軸路線の需要予測と収支予測を以下に示します。 26 

1 日あたり利用者数 約 310 人／日 

年間運行経費 約 93,000,000 円／年 

年間収入金額 約 18,000,000 円／年 

年間収支金額 △約 75,000,000 円／年 

 27 

5.3 市の負担 28 

年間運行経費から年間収入金額を差し引いた赤字相当額については、市が負担するもの29 

とします。 30 

  31 

・ 年間運行経費は、年間実走行距離と国土交通省による平成 30 年度京阪神ブロッ

ク（平均）の実車走行キロ当たりの原価（579.24 円）より算出。 
※ この原価には、事業者が安全を確保するために必要な適正利潤が含まれておら

ず、事業者が実際に運行する際の運行経費とは、異なる場合がある。 

・ 車両等の新規購入費は考慮していない。 

・ 総走行距離は、前述（3.4.1）において検討した各系統の運行便数とダイヤ案に

基づいた回送を考慮し設定。 

・ 運行経費については、路線として積算されるため、今回の算出値から乖離（かい

り）する事もあるが、今後事業者と協議を進めていく。 

・ 年間収入金額は、需要予測による利用者数（310 人／日）と１人あたり平均支払

金額より算出。 

・ 利用者は、現在の対象地域における流動状況や既存停留所の利用者数から算出して

いるため、東西軸路線の運行によって生じる新たな流動や運行便数の増加による効

果は評価できていない。これらの評価・目標設定は、今後精査を進めていく。 
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6. 期待される事業の効果 1 

東西軸路線が運行することによる期待される効果を以下に示します。 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

7. 事業実施予定期間 13 

実証実験開始予定日：令和 3 年（2021 年）4 月 1 日 14 

実証実験終了予定日：令和 6 年（2025 年）3 月 31 日 15 

※道路運送法第 4 条による運行とする。 16 

・実証実験の結果を踏まえ、本格運行の運行内容を検討する。 17 

 18 

8. 事業評価 19 

8.1 運行評価方法 20 

利用者、交通事業者及び市が各役割を担い、持続的な運行を行うためには、明確な評価21 

指標を設け、定期的に検証を行う必要があります。 22 

評価指標の目標が達成されない場合は、改善策の検討・実施を行い、目標が達成された23 

場合でも利便性向上に向けた改善策の検討・実施を行います。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

図 8.1 東西軸路線事業の評価フロー（イメージ）  38 

●期待される主な効果 

・ 東西軸及び鉄道駅間のフィーダー機能の強化による市内各地及び隣接市との連携強化 

・ 交通不便地における移動手段の確保 

・ 日常生活に必要な医療施設や商業施設などの都市機能が集積した鉄道駅へのアクセス

確保 

・ 外出機会及び交流機会の増加による地域活性化 

・ 文化・スポーツ施設へのアクセス向上による文化・スポーツ活動の活性化 

評価指標の 

目標値に基づいた 

評価の実施 

改善策の検討 

運行継続 

改善策の実施 

目標値 

達成 

目標値 

未達成

目標値が達成した場合でも、利便性向上に向けた改善策の

検討・実施等を行います。 
（例：増便、始発の繰上げ、終発の繰下げへの変更等） 

目標値達成に向けた改善策を 

検討します。 
（例：ルート変更、利用促進策の推進

東西軸路線の運行 
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8.2 評価スケジュール 1 

運行開始から 3 年間を実証実験期間として運行し、東西軸路線の利用実態を把握したう2 

えで、本格運行の可否を判断するものとします。 3 

運行にあたっては、PDCA サイクルの考え方に基づき、客観的な判断ができるよう定量4 

的な目標による評価を行い、達成状況の要因を整理し、さらなる見直しを検討・実施しま5 

す。 6 

評価は、豊中市地域公共交通協議会において毎年実施します。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

図 8.2 ＰＤＣＡサイクルによる東西軸路線事業の推進・評価イメージ 20 

 21 

8.3 運行評価指標 22 

8.3.1 運行評価指標の考え方 23 

施策評価は、「運行評価指標」を定め、運行継続・運行内容の見直しを行うものとします。 24 

考え方は以下のとおりです。 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

8.3.2 運行評価指標の設定 33 

運行評価指標は以下のように定め、これらの項目を評価することで、事業としての方向34 

性を検討します。 35 

①利用状況：一日当たりの利用者数 36 

利用状況を評価するため、「一日当たりの利用者数」を調査します。一日当たりの利用者37 

数の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 38 

① 「運行評価指標」は、東西軸路線事業の目標を明示する「運行目標値」、改善の必要

性を判断する「改善基準値」、事業の廃止を含めた継続可否の判断をする「見直し

基準値」を設定します。 

② 「運行評価指標」は、基本的に公表しますが、運行運営事業者の経営に関するデー

タは、非公表とします。 
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表 8.1 運行評価指標「一日当たりの利用者数」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定 1 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（利用状況） 

一日当たりの 

利用者数 

バス運行補助事業の補

助金額（2018 年度（平

成 30 年度）実績）相

当の収入金額となる

『1,000 人/日』とする

需要予測結果による

『310 人/日』とする 

既存路線（バス運行補

助事業路線）との重複

区間内停留所の乗降者

数（2014 年度（平成

26 年度）乗降調査結

果）となる『150 人/日』

とする 

②運行経費：市支出金額 2 

東西軸路線事業を継続するためには、財政負担により賄われる運行経費も考慮する必要3 

があるため、「市支出金額」を指標とします。 4 

運行経費の「運行目標値」、「改善基準値」、「見直し基準」を以下に示します。 5 

表 8.2 運行評価指標「運行経費」の運行目標値・改善基準値・見直し基準の設定6 

運行評価指標 運行目標値 改善基準値 見直し基準値 

（運行経費） 

市支出金額 

バス運行補助事業の補

助金額 2018 年度（平

成 30 年度）となる

『3,200 万円/年』とす

る 

収支予測結果を踏ま

え、『7,500 万円/年』

とする 

一日あたりの利用者数

を 150 人/日とした場

合における収支予測結

果となる『8,400 万円/

年』とする。 

③市内の公共交通の満足度等 7 

東西軸路線の運行による市域全体への効果を検証するため、「公共交通の利便性に対する8 

満足度」等の指標を検討します。 9 

 10 
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資料７ シェアサイクルについて 

豊中市シェアサイクル実証実験の概要 

目的 

 シェアサイクルは、都市内に複数のポート（自転車の貸し出し・返却場所）を配置し、い

つでもどのポートでも自転車の貸し出し・返却が可能な、短時間・短距離の移動を目的と

した新しい都市交通システムである。加えて、まちの活性化及び健康増進等の効果が期待

され、豊中市では、公共交通網の弱い市域中南部において、南北の鉄道路線から東西への

移動を補強する役割が期待できる。 
 このため、シェアサイクルの本格導入を見据え、その有効性及び課題を明らかにすること

を目的に実証実験を実施している。 

 

実験概要 

 

・実施エリア：岡町駅以南の市域中南部 

・ポート  ：道路、公園、公共施設及び民間施設等を活用し、上記エリア内に当初 27 箇所

（194 ラック）、令和 2 年（2020 年）10 月末現在 45 箇所（317 ラック）

を配置、今後増設予定 

・自転車  ：電動自転車 当初 70 台、現在 170 台 

・利用方法 ：スマートフォン等を利用し、ポート位置・空き情報確認、予約、解錠、返却及

び支払いを行う 

・料金   ：70 円/15 分、1000 円/12 時間 

・実験期間 ：令和元年（2019 年）11 月 1 日～令和 4 年（2022 年）10 月 31 日 

 

実施体制 

 

・実験実施主体   ：豊中市 

・運営事業者    ：OpenStreet 株式会社 

・シェアサイクル名称：HELLO CYCLING 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクルポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【阪急曽根駅東】 【服部緑地西口】【阪急岡町駅東】

番号 名称 所在地 管理区分 ラック台数

1 阪急岡町駅東 中桜塚1丁目 道路 12

2 阪急岡町駅西 岡町北1丁目 道路 10

3 阪急曽根駅東 曽根東町3丁目 道路 19

4 阪急曽根駅高架下 曽根東町3丁目 道路 16

5 阪急服部天神駅北 服部元町1丁目 道路 12

6 阪急庄内駅東 庄内東町1丁目 道路 12

7 北急緑地公園駅西 寺内2丁目 道路 10

8 北急緑地公園駅東 東寺内町 道路 8

9 服部緑地西口 服部緑地 府公園 12

10 服部緑地東口 服部緑地 府公園 8

11 服部緑地南口 服部緑地 府公園 8

12 服部緑地レストハウス前 服部緑地 府公園 8

13 走井学校給食センター 走井3丁目 施設用地 6

14 クリーンランド 原田西町 施設用地 10

15 文化芸術センター 曽根東町3丁目 施設用地 5

16 豊島体育館 服部西町4丁目 水路 5

17 ふれあい緑地南 服部寿町4丁目 水路 4

18 庄内文化センター 三和町3丁目 施設用地 5

19 維持修繕事務所 勝部3丁目 施設用地 5

20 原田大橋 原田中2丁目 道路 4

21 猪名川公園 利倉西2丁目 道路 4

22 勝部寺内線城山町 城山町2丁目 道路 5

23 曽根島江線庄内栄町 庄内栄町5丁目 道路予定地 4

24 神崎刀根山線二葉町 二葉町2丁目 道路 5

25 神崎刀根山線千成町 千成町2丁目 道路 5

26 神崎刀根山線神州町 神州町 道路 5

27 サイクルベースあさひ桜塚店 中桜塚2丁目 民間施設 10

28 サイクルベースあさひ服部店 服部南町1丁目 民間施設 4

29 庄本町歩路 庄本町2丁目 その他行政財産 5

30 神崎刀根山線千成町 2 千成町２丁目 道路 5

31 景観水路名神口 名神口３丁目 水路 3

32 労働会館 三和町１丁目 施設用地 5

33 新豊島川内環状線 上津島３丁目 水路 5

34 新豊島川福井橋 上津島１丁目 水路 5

35 庄内駅北仮設自転車置場 稲津町１丁目 その他行政財産 5

36 URシティコート服部 服部寿町１丁目 UR 6

37 高川小学校前 豊南町東２丁目 道路 4

38 原田南給食センター 原田南２丁目 道路予定地 5

39 新豊島川ほたるの里 原田南１丁目 水路 4

40 服部緑地北条広場 北条町１丁目 府公園 5

41 旧原田給食センター 原田中１丁目 水路 4

42 服部緑地植物園 寺内１丁目 府公園 10

43 URアルビス旭ヶ丘 旭丘 UR 10

44 服部緑地事務所 服部緑地 府公園 10

45 千里園熊野田線 西泉丘３丁目 道路予定地 5

317計
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利用実績 

利用状況の推移 

 利用回数の合計は 33,955 回、令和 2 年（2020 年）10 月の利用回数は 5,032 回であり、

令和元年（2019 年）11 月の開始時点の 4.5 倍に増加し、新型コロナウイルス感染拡大後

も、3 密とならないシェアサイクルの利用は増加傾向にある。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用エリア別利用回数 

 利用エリア別利用回数を見ると、実験エリア内ポート間の利用が約 80％を占めており、

実験エリア内⇔市外ポート間は約 15％である。 
 実験エリア内ポート間の内訳を見ると、同一ポート間（貸出ポートと返却ポートが同一）

が全体の約 19％、実験エリア内別ポート間が約 60％である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※その他市内ポート：実証実験エリア以外の豊中市内のポート 

 

曜日別利用状況 

 曜日別利用状況を見ると、令和 2 年（2020 年）10 月の休日（日曜・祝日・年末）の利用

回数は、平日と比べて多いが、それ以外は大きな差異はない。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
  

利用回数（回） 構成比

27,020 79.6%

同一ポート間 6,521 19.2%

実験エリア内別ポート間 20,499 60.4%

873 2.6%

5,095 15.0%

その他市内ポート間 560 1.6%

その他市内⇔市外ポート間 407 1.2%

33,955 100.0%

利用エリア区分

実験エリア内ポート間

実験エリア内⇔市外ポート間

実験エリア内⇔その他市内ポート間

合計
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【利用回数の概要】 

【曜日別利用回数】

【利用エリア別利用回数】

■1 日平均利用回数 
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時間帯別利用状況 

全体 

 貸出・返却回数を時間帯別に見ると、貸出時間帯は「8 時台」が 3,174 回と最も多く、次

いで「17 時台」が 2,828 回、「7 時台」が 2,523 回、「18 時台」が 2,305 回である。 
 返却時間帯は、「17 時台」が 3,077 回と最も多く、次いで「8 時台」が 2,851 回、「18 時

台」が 2,754 回、「19 時台」が 2,519 回である。 
 貸出時間帯及び返却時間帯ともに、通勤・通学時間帯や帰宅時間帯における利用が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曜日別貸出時間帯 

 貸出時間帯の構成比を曜日別に見ると、平日は「8 時台」が最も多く、次いで「7 時台」、

「17 時台」、「19 時台」、「18 時台」の順である。 
 土曜日は「17 時台」が最も多く、次いで「10 時台」、「11 時台」、「12 時台」と「15 時

台」、「13 時台」の順である。 
 休日（日曜・祝日・年末）は「13 時台」が最も多く、次いで「12 時台」と「14 時台」、

「11 時台」の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

曜日別返却時間帯 

 返却時間帯の構成比を曜日別に見ると、平日は「8 時台」が最も多く、次いで「17 時

台」、「18 時台」、「19 時台」の順である。 
 土曜日は「17 時台」が最も多く、次いで「16 時台」、「18 時台」、「13 時台」の順であ

る。 
 休日（日曜・祝日・年末）は「17 時台」が最も多く、次いで「16 時台」と「15 時台」、

「14 時台」の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

【時間帯別貸出・返却回数】

【曜日別貸出時間帯の構成比】

【曜日別返却時間帯の構成比】
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利用時間の推移 

 利用時間の推移を見ると、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出された 4 月から

緊急事態解除宣言が発出された 5 月にかけて、「15 分以下」の割合が低くなったが、6 月

以降は増加傾向にあり、5 割以上を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用距離の推移 

 利用距離の推移を見ると、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が発出された 4 月から

緊急事態解除宣言が発出された 5 月にかけて、「0km（同一サイクルポート間の利用）」の

割合が高くなったが、6 月以降は減少傾向にあり、約 2 割となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【利用時間の構成比】 
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令
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元
年
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0

1
9

年
)

令
和

2
年

(2
0

2
0

年
)

総
数

15分以下 30分以下 1時間以下 2時間以下 3時間以下 6時間以下 12時間以下 24時間未満 1日以上

【利用時間の構成比】
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ポート別利用状況（実験エリア内ポート対象） 

 実験エリア内に設置しているポートの利用状況を見ると、「北急緑地公園駅西」が最も多

く、次いで「阪急曽根駅高架下」、「阪急服部天神駅北」、「阪急庄内駅東」、「阪服部緑地西

口」の順である。 
 鉄道駅周辺や服部緑地公園内に設置しているポートが上位を占めており、利用回数も多い

状況にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート間利用状況 

実験エリア内ポートを起点とした返却ポートの状況 

 実験エリア内のポートを起点とした返却ポートを見ると、「実験エリア内」での返却が最

も多く、次いで「隣接市区」、「その他市区」、「その他市内ポート」の順である。 
 隣接市区の内訳を見ると、「大阪市淀川区」が最も多く、次いで「尼崎市」、「池田市」の

順である。 
 その他市区の内訳を見ると、「その他大阪市内（大阪市淀川区以外）」が最も多く、次いで

「茨木市」、「吹田市」の順である。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実験エリア内ポートを終点とした貸出ポートの状況 

 実験エリア内のポートを終点とした貸出ポートを見ると、「実験エリア内」での貸出が最

も多く、次いで「隣接市区」、「その他市区」、「その他市内ポート」の順である。 
 隣接市区の内訳を見ると、「大阪市淀川区」が最も多く、次いで「尼崎市」、「池田市」の

順である。 
 その他市区の内訳を見ると、「その他大阪市内（大阪市淀川区以外）」が最も多く、次いで

「茨木市」、「吹田市」及び「摂津市」の順である。 

 
   
 
 
 
 
 
 
 

 

 

利用回数 構成比

実験エリア内 4,015 90.4%

その他市内ポート 71 1.6%

隣接市区 275 6.2%

大阪市淀川区 211 4.8%

尼崎市 39 0.9%

池田市 25 0.6%

その他市区 79 1.8%

その他大阪市内 64 1.4%

茨木市 6 0.1%

吹田市 4 0.1%

西宮市 3 0.1%

その他市区 2 0.0%

総計 4,440 100.0%

返却ポート市区

大阪市北区 33

大阪市中央区 7

大阪市東淀川区 5

大阪市都島区 5

大阪市城東区 2

大阪市西区 2

大阪市 2

大阪市天王寺区 2

大阪市福島区 2

大阪市西淀川区 1

大阪市大正区 1

大阪市此花区 1

大阪市浪速区 1

合計 64

【実験エリア内ポート別利用状況（令和 2 年（2020 年）10 月実績）】 

【実験エリア内ポートを起点とした返却ポート市区の内訳（令和 2 年（2020 年）10 月実績）】

【市内ポートを終点とした貸出ポート市区の内訳（令和 2 年（2020 年）10 月実績）】

〔その他大阪市内の内訳〕

〔その他大阪市内の内訳〕

貸出数 返却数
合計

（貸出数+返却数）

同一
ポート間

市内別
ポート間

その他
ポート間

1 北急緑地公園駅西 駅 10 485 489 974 19.9% 74.3% 5.7% 0.27

2 阪急曽根駅高架下 駅 16 409 403 812 18.7% 78.2% 3.1% 0.14

3 阪急服部天神駅北 駅 12 357 362 719 18.4% 74.5% 7.1% 0.17

4 阪急庄内駅東 駅 12 304 306 610 18.7% 68.4% 13.0% 0.14

5 服部緑地西口 周辺 12 261 260 521 18.4% 77.7% 3.8% 0.12

6 北急緑地公園駅東 駅 8 166 161 327 44.0% 46.2% 9.8% 0.11

7 URアルビス旭ヶ丘 周辺 10 157 156 313 16.6% 79.2% 4.2% 0.09

8 阪急曽根駅東 駅 19 147 152 299 16.1% 79.9% 4.0% 0.04

9 勝部寺内線城山町 周辺 5 144 145 289 13.1% 82.4% 4.5% 0.16

10 神崎刀根山線千成町 周辺 5 120 123 243 12.3% 64.6% 23.0% 0.13

11 服部緑地東口 周辺 8 123 118 241 19.9% 76.8% 3.3% 0.08

12 阪急岡町駅東 駅 12 111 111 222 20.7% 74.8% 4.5% 0.05

13 サイクルベースあさひ桜塚店 周辺 10 103 106 209 23.0% 67.0% 10.0% 0.06

14 新豊島川ほたるの里 周辺 4 101 101 202 4.0% 93.6% 2.5% 0.14

15 阪急岡町駅西 駅 10 102 98 200 24.0% 71.0% 5.0% 0.06

16 服部緑地南口 周辺 8 90 92 182 5.5% 93.4% 1.1% 0.06

17 千里園熊野田線 周辺 5 91 90 181 8.8% 80.7% 10.5% 0.10

18 曽根島江線庄内栄町 周辺 4 90 86 176 8.0% 64.8% 27.3% 0.12

19 高川小学校前 周辺 4 76 80 156 15.4% 60.3% 24.4% 0.11

20 URシティコート服部 周辺 6 68 72 140 20.0% 52.1% 27.9% 0.06

21 クリーンランド 周辺 10 70 69 139 2.9% 91.4% 5.8% 0.04

22 神崎刀根山線神州町 周辺 5 66 63 129 4.7% 53.5% 41.9% 0.07

23 服部緑地植物園 周辺 10 66 62 128 10.9% 78.1% 10.9% 0.04

24 服部緑地レストハウス前 周辺 8 61 60 121 28.1% 68.6% 3.3% 0.04

25 走井学校給食センター 周辺 6 54 54 108 9.3% 24.1% 66.7% 0.05

26 景観水路名神口 周辺 3 48 47 95 0.0% 92.6% 7.4% 0.09

27 庄本町歩路 周辺 5 44 48 92 0.0% 93.5% 6.5% 0.05

28 新豊島川内環状線 周辺 5 46 46 92 19.6% 62.0% 18.5% 0.05

29 神崎刀根山線二葉町 周辺 5 40 40 80 25.0% 62.5% 12.5% 0.04

30 庄内駅北仮設自転車置場 周辺 5 37 43 80 17.5% 62.5% 20.0% 0.04

31 庄内文化センター 周辺 5 40 38 78 12.8% 85.9% 1.3% 0.04

32 原田南給食センター 周辺 5 40 38 78 0.0% 89.7% 10.3% 0.04

33 豊島体育館 周辺 5 35 40 75 18.7% 76.0% 5.3% 0.04

34 旧原田給食センター 周辺 4 37 34 71 5.6% 88.7% 5.6% 0.05

35 服部緑地事務所 周辺 10 33 36 69 17.4% 65.2% 17.4% 0.02

36 サイクルベースあさひ服部店 周辺 4 31 31 62 29.0% 64.5% 6.5% 0.04

37 服部緑地北条広場 周辺 5 31 31 62 16.1% 83.9% 0.0% 0.03

38 新豊島川福井橋 周辺 5 26 26 52 19.2% 71.2% 9.6% 0.03

39 ふれあい緑地南 周辺 4 25 24 49 16.3% 79.6% 4.1% 0.03

40 維持修繕事務所 周辺 5 24 23 47 8.5% 89.4% 2.1% 0.03

41 猪名川公園 周辺 4 20 21 41 24.4% 34.1% 41.5% 0.03

42 原田大橋 周辺 4 19 18 37 10.8% 59.5% 29.7% 0.03

43 労働会館 周辺 5 17 18 35 5.7% 42.9% 51.4% 0.02

44 神崎刀根山線千成町 2 周辺 5 12 16 28 21.4% 50.0% 28.6% 0.02

45 文化芸術センター 周辺 5 13 13 26 23.1% 65.4% 11.5% 0.01

- 総数 - 317 4,440 4,450 8,890 14.7% 57.1% 7.1% 0.08

：利用割合が１番多い

：利用割合が2番目に多い

：利用割合が3番目に多い

1日1ラック
あたり

利用回数

設置
ラック数

総数の内訳利用回数

ポート名称 種別順位

大阪市北区 37

大阪市中央区 7

大阪市住之江区 4

大阪市西区 4

大阪市福島区 4

大阪市浪速区 3

大阪市都島区 2

大阪市 2

大阪市東淀川区 1

大阪市西淀川区 1

大阪市港区 1

大阪市大正区 1

大阪市天王寺区 1

大阪市東住吉区 1

合計 69

利用回数 構成比

実験エリア内 4,015 90.5%

その他市内ポート 67 1.5%

隣接市区 268 6.0%

大阪市淀川区 229 5.2%

尼崎市 39 0.9%

池田市 16 0.4%

その他市区 87 2.0%

その他大阪市内 69 1.6%

茨木市 7 0.2%

吹田市 5 0.1%

摂津市 5 0.1%

西宮市 1 0.0%

総計 4,437 100.0%

貸出ポート市区
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ポート種別利用状況 

 ポート種別利用状況を見ると、「駅⇒周辺」間が最も多く、次いで「駅⇒駅（同一ポート

間）」間、「周辺⇒周辺」間、「周辺⇒市外」間の順である。 
 ポート種別「駅」を起終点とした利用が 7 割以上を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポート間別利用回数 

 ポート間別利用回数を見ると、「北急緑地公園駅西～服部緑地西口」間が最も多く、次

いで「阪急服部天神駅北～勝部寺内線城山町」間、「北急緑地公園駅西～北急緑地公園駅西

（同一ポート間）」間、「阪急庄内駅東～曽根島江線庄内栄町」間、「阪急庄内駅東～阪急庄内

駅東（同一ポート間）」間の順である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ポート種別利用状況（令和 2 年（2020 年）10 月実績）】

ポート種別「駅」を 

起終点とした利用 

73％ 

【ポート間別利用回数：上位 30 位（令和 2 年（2020 年）10 月実績）】 

順位 利用ポート 種別 利用回数

1 北急緑地公園駅西～服部緑地西口 駅～周辺 1,474

2 阪急服部天神駅北～勝部寺内線城山町 駅～周辺 1,037

3 北急緑地公園駅西～北急緑地公園駅西（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 793

4 阪急庄内駅東～曽根島江線庄内栄町 駅～周辺 707

5 阪急庄内駅東～阪急庄内駅東（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 615

6 阪急服部天神駅北～阪急服部天神駅北（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 593

7 阪急庄内駅東～市外 駅～市外 572

8 北急緑地公園駅東～北急緑地公園駅東（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 562

9 阪急曽根駅高架下～阪急曽根駅高架下（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 559

10 阪急曽根駅高架下～クリーンランド 駅～周辺 554

11 阪急曽根駅高架下～服部緑地西口 駅～周辺 480

12 阪急曽根駅高架下～新豊島川ほたるの里 駅～周辺 454

13 神崎刀根山線千成町～市外 周辺～市外 406

13 北急緑地公園駅西～千里園熊野田線 駅～周辺 389

15 神崎刀根山線神州町～市外 周辺～市外 378

15 北急緑地公園駅西～服部緑地南口 駅～周辺 370

15 北急緑地公園駅西～市外 駅～市外 338

15 阪急岡町駅西～維持修繕事務所 駅～周辺 338

15 阪急岡町駅東～UR アルビス旭ヶ丘 駅～周辺 334

20 阪急岡町駅西～阪急岡町駅西（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 328

20 阪急曽根駅高架下～北急緑地公園駅西 駅～駅 314

22 阪急曽根駅東～阪急曽根駅東（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 312

23 阪急曽根駅東～服部緑地西口 駅～周辺 276

23 走井学校給食センター～大阪モノレール　蛍池駅 周辺～駅 274

25 阪急服部天神駅北～市外 駅～市外 267

25 神崎刀根山線千成町～庄本町歩路 周辺～周辺 262

27 神崎刀根山線千成町～神崎刀根山線千成町（同一ポート間） 周辺～周辺（同一ポート間） 255

28 大阪モノレール千里中央駅～大阪モノレール千里中央駅（同一ポート間） 駅～駅（同一ポート間） 242

29 サイクルベースあさひ桜塚店～サイクルベースあさひ桜塚店（同一ポート間） 周辺～周辺（同一ポート間） 237

30 阪急庄内駅東～庄内文化センター 駅～周辺 235
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ヒートマップ（利用実績マップ） 

 自転車の動きを見てみると、北大阪急行緑地公園駅周辺～服部緑地公園～阪急曽根駅周辺

をはじめ、阪急豊中駅周辺、阪急曽岡町駅周辺、豊中市役所周辺、阪急服部天神駅周辺、

阪急庄内駅周辺の鉄道駅周辺等での利用が多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ヒートマップ（利用実績マップ）：令和２年（2020 年）10 月下旬実績】 

服部緑地公園 

阪急岡町駅

阪急豊中駅 

阪急曽根駅 

阪急服部天神駅

阪急庄内駅

豊中市役所

大阪モノレール・

阪急蛍池駅

大阪モノレール・ 
北大阪急行千里中央駅 

北大阪急行 
緑地公園駅

Osaka Metro

東三国駅 

Osaka Metro

江坂駅 

阪急園田駅

※集計期間：令和２年（2020 年）10 月 25 日～31 日／集計対象利用回数：1,494 件
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利用者アンケート 

調査概要 

調査目的 

 豊中市シェアサイクル実証実験における利用者を対象にアンケートを実施し、シェアサイ

クル事業の本格実施に向けた、有効性や課題の検証を目的とする。 

 

調査時期 

 令和 2 年（2020 年）9 月 28 日（月）～10 月 8 日（木）の 11 日間 

 

調査対象 

 調査日以前に豊中市で HELLO CYCLING のシェアサイクルを利用したユーザー 

 

調査項目 
 

①属性（性別、年齢、住まいの地域） 

②シェアサイクルの利用状況（利用目的、利用理由、利用前後での行動変化など） 

③シェアサイクルに対する意見 

（満足度、便利だと思うサイクルポートの設置場所、今後の利用意向、要望など） 

 

 

回答インセンティブ 

 HELLO CYCLING 無料 30 分券（15 分×2 回）〔70 円割引×2 回〕 

※インセンティブの付与は事業者による負担で実施 

回答状況 
 

・配 信 数：1,000 人 

・回答者数：299 人 

・回 答 率：29.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

回答者属性 

 回答者の性別は、「男性」が約 61％、「女性」が約 37％である。 
 年齢は、「30 代」が約 34％と最も多く、次いで「40 代」が約 27％、「20 代」が約

21％、「50 代」が 14％である。 
 住まいの地区は、「豊中市」が約 63％と最も多く、次いで「大阪市」が約 10％、「その他

大阪府」が約 8％である。また、HELLO CYCLING のシェアサイクルサービスエリアであ

る隣接市（大阪市、池田市、吹田市、尼崎市の合計）の方が約 21％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査対象者の方を対象に、 

HELLO CYCLING アプリの「お知らせ・通知」により 

アンケート依頼を行い、ユーザーの皆様から 

アンケートにご回答いただきました。

※画像はイメージです。 

男性

60.5%

女性

36.8%

無回答

2.7%

n=299

10代

0.7%

20代

21.1%

30代

34.4%

40代

27.1%

50代

13.7%

60代

2.0%

70代以上

1.0%

n=299

【性別】 【年齢】 

【住まいの地区】

豊中市

62.5%大阪市

9.7%

その他大阪府

8.0%

尼崎市

4.7%

吹田市

3.7%

池田市

3.0%

その他兵庫県

3.0%

西宮市

1.7%

その他

3.7%

n=299

その他の内訳
福島県 1
埼玉県 1
東京都 5
千葉県 1
滋賀県 1
京都府 1
奈良県 1

合計 11

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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利用状況 

主な利用目的 

 主な利用目的は、「買い物などの日常利用」が最も多く、次いで「通勤」、「観光・レジャ

ー」、「業務」、「飲食」の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な行き先 

 主な行き先は、「店舗」が最も多く、次いで「駅」、「会社」、「公園」、「公共施設（市役

所・図書館等）」の順である。 
 店舗と回答した方の具体的な行先は、「スーパー」が最も多く、次いで「各種小売店」、

「各種飲食店」の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用頻度 

 利用頻度は、全体では「月 1～3 回」及び「月 1 回未満」がともに約 34％と最も多く、次

いで「週 1 回」が約 14％、「週 2～4 回」が約 11％、「ほぼ毎日」が約 3％である。「週 1
回以上（ほぼ毎日＋週 2～4 回＋週 1 回）」の利用は全体の約 3 割である。 

 利用頻度を主な利用目的別で見ると、週 1 回以上（ほぼ毎日＋週 2～4 回＋週 1 回）の割

合は、「通学」が約 67％（※サンプル数が少ないため参考扱い）と最も高く、次いで「通

勤」が約 53％である。また、週 1 日未満（月 1～3 回＋月 1 回未満）の割合は「観光・レ

ジャー」が約 85％と最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通機関の利用頻度の変化 

 公共交通機関の利用頻度の変化は、「利用頻度は変わらない」が約 63％で最も多い。 
 公共交通機関の利用頻度の変化を主な利用目的別で見ると、利用頻度が減った（利用頻度

が減った＋利用頻度が大きく減った）割合は、「運動・健康増進」が約 46％と最も高く、

次いで「通勤」が約 44％、「観光・レジャー」が約 39％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.8%

17.7%

17.2%

10.2%

9.1%

7.3%

2.4%

1.3%

0.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物などの日常利用

通勤

観光・レジャー

業務

飲食

運動・健康増進

通院

通学

習い事

その他

回答者割合

N=453
n=299

【主な利用目的】 

【主な行き先】 

※複数回答 

48.2%

33.4%

23.1%

18.1%

15.7%

9.0%

5.7%

3.3%

0.7%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

店舗

駅

会社

公園

公共施設（市役所・図書館等）

観光地

病院

学校

バス停

その他

回答者割合

N=498

n=299

「店舗」と回答した方 

具体的な行き先の内訳（複数回答可）

69
60
49
27
22
13

銭湯 2
公設市場 1
ハウスメーカー 1
銀行 1
不動産屋 1
書店 1
パン屋 1
居酒屋 1
ドラックストア 1
ホームセンター 1
商業施設 1
コインランドリー 1

240

スーパー

合計

コンビニ
その他

サービス店
各種飲食店
各種小売店

※複数回答 

47.0%

29.3%

27.1%

19.3%

14.9%

11.6%

2.2%

1.7%

0.0%

2.8%

0% 20% 40% 60%

買い物などの日常利用（N=85）

通勤（N=53）

観光・レジャー（N=49）

業務（N=35）

飲食（N=27）

運動・健康増進（N=21）

通院（N=4）

通学（N=3）

習い事（N=0）

その他（N=5）

回答者割合

n=181

47.3%

24.5%

23.6%

12.7%

10.9%

9.1%

6.4%

2.7%

1.8%

5.5%

0% 20% 40% 60%

買い物などの日常利用（N=52）

観光・レジャー（N=27）

通勤（N=26）

飲食（N=14）

運動・健康増進（N=12）

業務（N=10）

通院（N=7）

習い事（N=3）

通学（N=2）

その他（N=6）

回答者割合

n=110

【
主
な
利
用
目
的
（
男
性
）】 

【
主
な
利
用
目
的
（
女
性
）】 

【参考】

4.0%

4.3%

7.5%

33.3%

1.3%

7.3%

2.8%

9.1%

0.0%

33.3%

0.0%

29.1%

28.3%

36.3%

0.0%

37.2%

29.3%

29.4%

36.4%

36.4%

0.0%

41.7%

63.2%

65.2%

50.0%

50.0%

60.3%

63.4%

65.0%

48.5%

63.6%

66.7%

58.3%

3.7%

2.2%

6.3%

16.7%

1.3%

0.0%

2.8%

6.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=299）

業務（N=46）

通勤（N=80）

通学（N=6）

観光・レジャー（N=78）

飲食（N=41）

買い物などの日常利用（N=143）

運動・健康増進（N=33）

通院（N=11）

習い事（N=3）

その他（N=12）

公共交通機関の利用頻度が大きく減った 公共交通機関の利用頻度が減った

公共交通機関の利用頻度は変わらない 公共交通機関の利用頻度が増えた

【公共交通機関の利用頻度の変化（主な利用目的別）】

※複数回答（主な利用目的） 

【公共交通機関の利用頻度の変化】

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある

3.7%

63.2%

29.1%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

公共交通機関の

利用頻度が増えた

公共交通機関の

利用頻度は変わらない

公共交通機関の

利用頻度が減った

公共交通機関の

利用頻度が大きく減った

回答者割合

n=299

【利用頻度（主な利用目的別）】 

3.0%

10.0%

1.3%

4.9%

2.1%

6.1%

10.7%

17.4%

22.5%

33.3%

6.4%

7.3%

9.8%

9.1%

8.3%

13.7%

10.9%

18.8%

33.3%

7.7%

14.6%

14.7%

9.1%

18.2%

33.3%

8.3%

38.8%

32.6%

30.0%

33.3%

46.2%

41.5%

44.1%

48.5%

45.5%

33.3%

41.7%

33.8%

39.1%

18.8%

38.5%

31.7%

29.4%

27.3%

36.4%

33.3%

41.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=299）

業務（N=46）

通勤（N=80）

通学（N=6）

観光・レジャー（N=78）

飲食（N=41）

買い物などの日常利用（N=143）

運動・健康増進（N=33）

通院（N=11）

習い事（N=3）

その他（N=12）

ほぼ毎日 週2～4回 週1回 月1～3回 月1回未満

※複数回答（主な利用目的） 

【利用頻度】

3.0%

10.7%

13.7%

38.8%

33.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ほぼ毎日

週2～4回

週1回

月1～3回

月1回未満

回答者割合

n=299
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69.9%

34.8%

25.8%

24.1%

10.7%

10.4%

4.0%

0.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

鉄道

自分の自転車

バス

自家用車・オートバイ

タクシー

レンタカー

特になし

その他

回答者割合

N=542
n=299 ※複数回答 

シェアサイクルを利用する前の移動手段 

 シェアサイクルを利用する前の移動手段は、「徒歩」が約 70％で最も多く、次いで「鉄

道」が約 35％、「自分の自転車」が約 26％、「バス」が約 24％の順である。 
 徒歩と回答した方を対象に、シェアサイクルを利用し始めた理由を見ると、「シェアサイ

クルを利用する方が短い時間で目的地へ行けるため」が最も多く、次いで「シェアサイク

ルを利用する方が時間を有効に使えるため」「サイクルポートが近くにあるため」の順で

ある。 
 自分の自転車と回答した方を対象に、自分の自転車からシェアサイクルの利用に切り替え

た理由を見ると、「自宅から離れた出先等で利用するため」が最も多く、次いで「自分の

自転車を使用するより、シェアサイクルを利用した方が安いため」である。 
 自分の自転車と回答した方を対象に、シェアサイクルによる自転車の所有の見直しについ

て見ると、「シェアサイクルを利用するが、自転車所有は見直さない」が最も多い。 
 バス又は鉄道と回答した方を対象に、シェアサイクルを利用し始めた理由を見ると、「シ

ェアサイクルを利用する方が短い時間又は同等の時間で目的地へ行けるため」が最も多

く、次いで「シェアサイクルを利用する方が目的地までの費用が抑えられるため」、「バス

又は鉄道を利用し、目的地に行くためには乗り換えがあり不便であるため」の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェアサイクルを利用し始めた理由 

 シェアサイクルを利用し始めた理由は、「便利」が約 65％で最も多く、次いで「早い」と

「サイクルポートが近くにあるため」がともに約 46％、「安い」が約 45％、「快適であ

る」が約 37％の順である。 
 早いと回答した方を対象に、シェアサイクル利用前の移動手段の移動時間（片道）を見る

と、「～30 分」が約 49％と最も多く、次いで「～15 分」が約 27％であったものが、シェ

アサイクル利用時の移動時間（片道）を見ると、「～15 分」が約 65％と最も多く、次い

で「～30 分」が約 30％となっている。 
 安いと回答した方を対象に、シェアサイクル利用前の移動手段の交通費（片道）を見る

と、「200 円以上」が約 56％と最も多く、次いで「無料～100 円」が約 23％、「100～200
円未満」が約 21％であったものが、シェアサイクルを利用した場合の交通費（片道）を

見ると、「100～200 円未満」が約 50％と最も多く、次いで「無料～100 円」が約 40％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェアサイクルの利用開始前と比較した自身の行動の変化 

 シェアサイクルの利用開始前と比較した自身の行動の変化は、「行動範囲が広がった」が

約 55％で最も多く、次いで「既存の公共交通機関と組み合わせた移動が多くなった」が

約 36％、「立ち寄る場所が多くなった」が約 19％の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シェアサイクルを利用する前の移動手段】

20
20

11

6
8
2

10
片道のみ利用したいから 3
出勤時雨でも帰り晴れていたら 1
駐車場の料金がかかるため、天気が心配な日にはシェアサイク
ルを利用しています。

1

雨天時の片道利用 1
悪天候 1
シェアサイクルの方が早く目的地に行けるから。 1
飲み会への参加で帰りは電車 1
帰り酒を飲むから 1

合計 77

自宅から離れた出先等で利用するため

自分の自転車を使用するより、シェアサイクルを利用した方が安い
ため

行き先に十分な自転車駐輪場が無いため
会社等の業務で利用するため
その他

電動自転車だから

家庭の自転車が不足

「徒歩」と回答した方 

シェアサイクルを利用し始めた理由の内訳（複数回答可） 

「自分の自転車」と回答した方 

自分の自転車からシェアサイクルの利用に切り替えた理由の内訳

「自分の自転車」と回答した方 

シェアサイクルによる自転車の所有の見直しについて
「バス」又は「鉄道」と回答した方 

シェアサイクルを利用し始めた理由の内訳（複数回答可）

シェアサイクルを利用する方が短い時間で目的地へ行けるため 186
シェアサイクルを利用する方が時間を有効に使えるため 109
サイクルポートが近くにあるため 98
心身のリフレッシュのため 32
その他 8

楽しそうだったから。電チャリがどんなものか知りたかった
から。

1

Uberの配達のため 1
真夏の暑い日に徒歩だと大変な為 1
会社に自転車を置いて帰る日があるため 1
夫婦で出かける時一台自転車を持っているから 1
駅で借りていたレンタルサイクルが無くなった為 1
足を傷めて運動不足になったので 1
乗り捨て（片道）利用が可能なため 1

総回答数 433
回答者数 209

シェアサイクルを利用するが、自転車所有は見直さない 61
シェアサイクルを利用し、自転車所有を見直す可能性がある 10
わからない 4
シェアサイクルは利用せず、自転車所有は見直さない 1

合計 76

87

67

60

51
45
35

5
その他 3

終電による 1
バスの時間を気にせずに出かけられる 1
バスの本数が少なく、終バスが早いので。 1

総回答数 356
回答者数 144

シェアサイクルを利用する方が短い時間又は同等の時間で目的地
へ行けるため

バス又は鉄道を利用し、目的地に行くためには乗り換えがあり不
便であるため

サイクルポートが近くにあるため
３密を避けるため
地球環境に優しいため

健康増進、体力向上、心身のリフレッシュのため

シェアサイクルを利用する方が目的地までの費用が抑えられるた
め

27.1%

65.0%

49.3%

29.9%

17.9%

3.6%

5.7%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェアサイクル利用前の移動手段での移動時間（片道）

（n=140）

シェアサイクル利用時の移動時間（片道）（n=137）

～15分 ～30分 ～1時間未満 1時間以上

【シェアサイクルを利用し始めた理由】 

22.9%

39.6%

20.8%

50.4%

56.3%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シェアサイクル利用前の移動手段での交通費（片道）

（n=144）

シェアサイクルを利用した場合の交通費（片道）

（n=139）

無料～100円 100～200円未満 200円以上

64.5%

46.2%

46.2%

44.5%

37.1%

26.1%

13.4%

12.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80%

便利

早い

サイクルポートが

近くにあるため

安い

快適である

24時間いつでも

利用できる

寄り道ができる

3密を避ける

その他

回答者割合

N=876

n=299

「安い」と回答した方 

交通費の状況（シェサイクル利用前の移動手段とシェアサイクル利用時） 

「早い」と回答した方 

移動時間の状況（シェサイクル利用前の移動手段とシェアサイクル利用時） 

※複数回答 

【シェアサイクルの利用開始前と比較した自身の行動の変化】 

54.5%

35.8%

19.4%

16.1%

10.0%

9.7%

9.4%

7.0%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80%

行動範囲が広がった

既存の公共交通機関と組み合わせた移動が多くなった

立ち寄る場所が多くなった

既存の公共交通機関の利用が少なくなった

外出そのものが多くなった

自分の自転車の利用が少なくなった

目的地の滞在時間が長くなった

自家用車の利用が少なくなった

その他

回答者割合

N=505
n=299 ※複数回答 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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シェアサイクルの利用により新たに行く・立ち寄るようになった場所 

 シェアサイクルの利用により新たに行く・立ち寄るようになった場所は、「店舗」が約

46％で最も多く、次いで「公園」が約 20％、「駅」が約 14％、「観光地」が約 12％、「公

共施設（市役所・図書館等）」が約 11％の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェアサイクルの評価・要望 

シェアサイクルの利用満足度 

 シェアサイクルの利用満足度「満足（満足＋やや満足）」の割合を見ると、【貸出・返却】

が約 62％、【利用料金】が約 65％、【自転車数】が約 48％、【サイクルポート数】が約

26％である。 
 【貸出・返却】及び【利用料金】は「満足（満足＋やや満足）」の割合が高いのに対し

て、【サイクルポート数】の「不満（やや不満＋不満）」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の自転車を所有することと比較して、シェアサイクルを利用する評価 

 自分の自転車を所有することと比較して、シェアサイクルを利用する評価は、「自転車を

時々、利用するのであればシェアサイクルの方が便利である」が約 55％で最も多く、次

いで「初期投資がかからないシェアサイクルの方が経済的に有効である」が約 27％、「ど

ちらでもない」が約 10％、「シェアサイクルを利用することは、自分の自転車を利用する

ことより劣る」が約 8％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェアサイクル利用時に困ったこと 

 シェアサイクル利用時に困ったことは、「返却場所がない」が約 66％と最も多く、次いで

「バッテリーがない」が約 36％、「自転車がない」が約 35％、「タイヤの空気が少ない」

が約 29％の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.2%

20.1%

14.4%

11.7%

11.4%

7.7%

1.7%

0.7%

0.3%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

店舗

公園

駅

観光地

公共施設（市役所・図書館等）

会社

病院

バス停

学校

その他

回答者割合

N=395
n=299

【シェアサイクルの利用により新たに行く・立ち寄るようになった場所】 

【シェアサイクルの利用満足度】

33.1%

41.1%

21.7%

11.7%

29.1%

23.4%

25.8%

14.7%

19.4%

22.1%

26.4%

23.7%

14.7%

10.4%

23.1%

38.8%

3.7%

3.0%

3.0%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸出・返却（n=299）

利用料金（n=299）

自転車数（n=299）

サイクルポート数（n=299）

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

満足 

（満足＋やや満足）

不満 

（やや不満＋不満）

初期投資がかからない

シェアサイクルの方が

経済的に有効である

26.8%

自転車を時々、利用するので

あればシェアサイクルの方が

便利である

55.2%

シェアサイクルを利用する

ことは、自分の自転車を利

用することより劣る

7.7%

どちらでもない

10.4%

n=299

【(自分の自転車を所有することと比較して、シェアサイクルを利用する評価】

※複数回答 

【シェアサイクル利用時に困ったこと】

※複数回答 

66.2%

35.8%

35.1%

29.1%

10.7%

8.7%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80%

返却場所がない

バッテリーがない

自転車がない

タイヤの空気が少ない

パンクなど破損している

特になし

その他

回答者割合

N=596
n=299

自転車の通信機器や通信状態に関すること 10
自転車の不具合等に関すること 8
自転車の操作パネルに関すること 6
サイクルポートの設置数に関すること 6
導入自転車に関すること 3
自転車の電源に関すること 2
利用者マナーに関すること 2
利用方法に関すること 2
配置している自転車数に関すること 2

合計 41

その他の内訳 

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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利用意向 

 利用意向を見ると、「必要に応じて利用したい」と「大いに利用したい」がともに約 50％

である。 
 今後の利用意向については、肯定的な回答が大多数を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクルポート設置拡充による利用意向 

 サイクルポート設置拡充による利用意向を見ると、「利用する」が約 97％であり、肯定的

な回答が大多数を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクルポートがあると便利だと思う場所 

 サイクルポートがあると便利だと思う場所は、「鉄道駅周辺」が約 76％と最も多く、次い

で「コンビニ」が約 53％、「商業施設」が約 39％、「公共施設（市役所・図書館等）」が

約 34％である。 
 「鉄道駅周辺」の回答割合が高いが、鉄道駅周辺に整備されている「駐輪場」の回答割合

は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクルポートまでの距離とサイクルポート間の距離 

 許容できるサイクルポートまでの距離は、「400m（徒歩約 5 分）」が約 38％と最も多く、

次いで「240m（徒歩約 3 分）」が約 24％、「160m（徒歩約 2 分）」が約 14％の順であ

る。 
 適当だと思うサイクルポート間の距離は、「800m（徒歩約 10 分）」が約 36％と最も多

く、次いで「400m（徒歩約 3 分）」が約 22％、「1200m（徒歩約 15 分以上）」が約 18％

の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用する

97.3%

利用しない

2.7%

n=299

【サイクルポート設置拡充による利用意向】

【サイクルポートがあると便利だと思う場所】 

大いに利用したい

49.5%

必要に応じて

利用したい

50.2%

利用したくない

0.3%

その他

0.0%

n=299

【利用意向】

【許容できるサイクルポートまでの距離と適当だと思うサイクルポート間の距離】

その他の内訳

空港周辺 3
住宅街 2
特に伊丹空港、豊中市北部のエリアの鉄道駅 1

市南部の移動のための取り組みだったと思いま
すが、市北部にもポートを設置してほしいで
す。

1

ニノ切温水プール 1
違う沿線や学校近くにも設置して欲しい 1
駅から遠い住宅地 1
バス停から離れてしまっている住宅地のパーキ
ングなど

1

集合住宅 1
会社の近く 1
伊丹市内 1
エニタイムフィットネス 1
病院 1

合計 16

75.6%

52.8%

39.1%

34.1%

23.1%

22.1%

21.7%

15.1%

0.7%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道駅周辺

コンビニ

商業施設（スーパーマーケット他）

公共施設（市役所・図書館等）

公園

バス停周辺

観光施設

駐輪場

これ以上設置の必要はない

その他

回答者割合

N=866
n=299

※複数回答 

6.4%

6.7%

14.0%

6.4%

24.1%

11.4%

37.8%

21.7%

11.0%

36.1%

6.7%

17.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

許容できるサイクルポー

トまでの距離

（n=299）

適当だと思うサイクル

ポート間の距離

（n=299）

80m(徒歩約1分) 160m（徒歩約2分）

240m（徒歩約3分） 400m（徒歩約5分）

800m（徒歩約10分） 1200m（徒歩約15分以上）

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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サイクルポート設置により期待できる効果 

 サイクルポート設置により期待できる効果は、「公共交通機能の補完による利便性の向

上」が約 77％と最も多く、次いで「回遊性の向上による地域の活性化」が約 42％、「放

置自転車の低減」が約 40％、「回遊性の向上による商業の活性化」が約 31％の順であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中市内のシェアサイクルへの要望 

 豊中市内のシェアサイクルへの要望は、「積極的なサイクルポートの設置」が約 63％と最

も多く、次いで「豊中・千里中央等市北部への拡充」が約 51％、「自転車メンテナンスの

充実」が約 34％、「自転車台数の増加」が約 31％の順である。 
 サイクルポートの増設及びサービスエリアの拡大に関する要望の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の方向性について 

実証実験により見えてきた効果 

・公共交通の機能補完 

鉄道駅を起終点とした利用が大部分を占めており、鉄道駅等から目的地までの移動の移動手

段としてのラスト 1 マイルを担う新たな公共交通としての役割が期待できます。 

・東西方向の移動を補強する移動手段 

市域南側においては、鉄道駅間を結ぶ路線バスのネットワークが粗く、東西方向の公共交通

ネットワークが脆弱で交通不便地も存在している。シェアサイクルの利用状況を見ると、北大

阪急行緑地公園駅周辺～服部緑地公園～阪急曽根駅周辺をはじめ、阪急曽岡町駅周辺、阪急服

部天神駅周辺、阪急庄内駅周辺の鉄道駅周辺等での利用が多く、東西方向の移動を補強する移

動手段としての役割が期待できます。 

・シェアサイクル事業による地域活性化 

利用者アンケートでは、シェアサイクルの利用により新たに行く・立ち寄るようになった場

所として、『店舗』、『公園』、『駅』等の回答が多く、新たな流動が創出されているものと考えら

れる。本格導入時の「まちのにぎわい創出」への貢献が期待できる。 

実証実験により見えてきた課題 

・鉄道駅周辺等のサイクルポートにおける自転車の台数調整方法の検討が必要 

鉄道駅周辺のサイクルポートは利用が多いため、通勤時間帯や帰宅時間帯において、貸出自

転車や返却可能なサイクルポートが不足する状況が発生している。自転車の再配置による調整

も必要であるが、台数調整の方法を更に検討するとともに、近隣のポート増設や少し離れたサ

イクルポートの利用を促すような仕組みを検討することも必要である。 

・実施エリアの拡大による更なる需要の発掘の検討が必要 

利用者アンケートでは、『積極的なサイクルポートの設置』や『豊中・千里中央等市北部への

拡充』等、シェアサイクルの対象エリアの拡大とサイクルポートの拡充を望む回答が多い。実

施エリアの拡大は、利便性の向上及び更なる需要の発掘につながると考えられ、運営費用の増

加とのバランスを考慮した上で、エリアの拡大とポートの増設を検討することが必要である。 

・ニーズに応じたサイクルポートの拡充が必要 

利用者アンケートでは、サイクルポートがあると便利だと思う場所として『鉄道駅周辺』の

回答割合が高く、鉄道駅周辺に整備されている「駐輪場」の回答割合は低い。サイクルポート

の拡充にあたっては、便利で視覚的に PR にもなる駅近くの公共空間を活用する等、ニーズに

応じたサイクルポートの拡充が必要である。 

今後の方向性 

・ 道路上及び公園内ポート設置が可能となるように、公的位置づけの補強として、自転車活用推

進計画及び都市再生特別措置法に基づく占用特例の活用を図るための都市再整備計画の策定を

進める。 

・ 令和元年(2019 年)11 月から実施しているシェアサイクル実証実験について、利便性の向上

を図るとともに本格導入を見据え、対象エリアの拡大・サイクルポートの増設を実施する。 

・ 実証実験の結果を検証し、公共交通を補完する新たな都市交通システムとしての位置づけ、役

割を強化するため、実験から本格実施への移行を進める。  

【豊中市内のシェアサイクルへの要望】

※複数回答 

76.9%

41.8%

39.5%

31.1%

25.8%

24.1%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

公共交通機能の補完による利便性の向上

回遊性の向上による地域の活性化

放置自転車の低減

回遊性の向上による商業の活性化

回遊性の向上による観光の活性化

自動車の抑制による環境負荷の低減

その他

回答者割合

N=720
n=299

【サイクルポート設置により期待できる効果】 

※複数回答 

62.9%

51.5%

33.8%

30.8%

21.1%

20.1%

11.4%

11.0%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80%

積極的なサイクルポートの設置

豊中・千里中央等市北部への拡充

自転車メンテナンスの充実

自転車台数の増加

料金の見直し

サイクルポートのメンテナンスの充実

自転車性能の向上

手続き方法の改善

その他

回答者割合

N=754

n=299

※表示桁数の関係により、計算値が一致しないことがある
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豊中市自転車活用推進計画について 

豊中市自転車活用推進計画とは 

 豊中市においては、放置自転車対策や交通安全教育・啓発、走行空間の整備、シェアサイ

クル実証実験などの施策を実施し、一定の成果を上げてきている。しかしながら、健康志

向の高まりや新型コロナウイルス対策に適した移動手段として利用ニーズが増大している

中、全市的な通行空間の整備、自転車による危険運転の防止、ニーズに合った駅周辺駐輪

場の整備、シェアサイクル実証実験の本格化など様々な課題に対応し、本市における自転

車活用の総合的かつ計画的な推進を図るため、これらの考え方や施策を定めた計画を策定

するものとする。 
※ 具体の内容等については、資料 8「豊中市自転車活用推進計画（素案）」を参照 

 

パブリックコメントの実施 

 本計画については、今回の協議会にていただいたご意見等を反映し、会長確認を踏まえた

ものを市の最終案としてとりまとめ、委員の皆さまにご送付させていただくとともに、以

下のとおり、意見公募手続（パブリックコメント）を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・募集期間 

令和 2 年（2020 年）12 月 14 日（月）～令和 3 年（2021 年）1 月 8 日（金） 

・募集方法 

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール 

・閲覧場所 

市ホームページ、交通政策課窓口、市政情報コーナー、庄内出張所、新千里出張所 

・意見の取扱いについて 

提出された意見について、類似意見を集約するなど整理しその概要を市ホームページ等で報告

するとともに、提出された意見や委員の皆さまのご意見を踏まえたものを市の最終案とし、市長

決済を経て、「豊中市自転車活用推進計画」を令和 3 年（2021 年）1 月に策定する予定である。 
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資料９ 前回からの継続事項 

第 8 回豊中市地域公共交通協議会での主な意見と市の回答 

協議会の開催方式について 

 

資料 2：豊中市公共交通改善計画について 

 

資料 3：市内の公共交通について 

No. いただいた意見 市の回答 

1 ・ 書面開催等について、その位置づけにかかる条規の改正を検討すべきではないか。 
・ 市役所全体で検討を進めており、会議等出席について、その定義を①臨席、②WEB 会議、③意見の

応答を含む書面のやり取りのいずれかとする旨の規定を規則で定める予定です。 

2 ・ 傍聴が不可能となっていることの代替措置は？ 
・ 基準日となる７月３０日に資料を公表するとともに、その後速やかに事前説明の議事録を公表し、通

常の開催より速いタイミングで、情報提供を行う事により対応しました。 

No. いただいた意見 市の回答 

1 ・「公共交通の充実を理由に豊中市に住み続けたいと思う市民の割合」の上昇理由は？ ・ 詳細な理由は、把握していません。 

2 

・ 今後とも、環境問題、高齢社会への対応、豊中市の「都市格」の向上には、公共交

通の充実が不可欠である。今後とも当計画の実施状況を随時、利用者・市民ニーズ

をパブリックコメントなどで確認しながら PDCA サイクルを回し、計画のローリ

ング状況を公表していただきますようお願いしたい。 

・ 市民アンケート調査等を実施し、利用者、市民ニーズに応える改善を進めるとともに、公表について

もホームページ等を利用し、対応していきます。 

No. いただいた意見 市の回答 

1 

・ シェアサイクル導入にあたって、当初、市内の東西移動の補強に加え、市職員の市

内の移動に供することを主目的として挙げていたが、市内の東西移動の補強のみを

本事業の主目的に変更したのか？ 

・事業目的は、既存公共交通の機能補完としており、脆弱な東西方向の移動や公共施設間の移動など、

市民および市職員の移動を挙げています。 

2 

・シェアサイクル整備について、利用者の移動目的を分析することにより行政として

の目的を明確にし、利用率が最大となるようサイクルポートの配置を行う必要があ

ると考える。 

・ 通勤・通学需要の吸収を例に挙げると、拠点駅に多台数収容ポート、住宅地域に少

台数収容のサイクルポートを密に配置する等の工夫が必要ではないかと考える。 

・ 現在のサイクルポート配置は、鉄道駅をハブ（拠点）と考え、そこに集中した場合の対応状況などを

勘案し、周辺の住宅地、市有施設などのポート数を検討・配置しています。 

・ サイクルポートの密度向上が利用率向上につながることから、利用状況や周辺状況を踏まえ進めて

いきます。 

3 
・ 現在は、道路・公共施設の公共用地のみのポート設置となっているが、今後民有地

へのポート設置を推進することは検討しているのか。 

・ 市有施設以外についても拡充を進めています。現時点では、UR 都市機構や大阪府住宅供給公社の集

合住宅内の用地にサイクルポートを設置しています。 

4 
・ シェアサイクル実証実験の現段階での有効性及び課題の検討状況に関する資料は

ないのか。 
・実証実験に関する報告は、本協議会で報告を行うほか、資料をホームページ等にも掲載しています。 

５ 

・ シェアサイクル事業については、将来的には単体の事業にとどまらず、他の交通事

業者とも連携を図りながら MaaS（ Mobility as a service）の考え方のもと、鉄

道・路線バス・タクシーなどと一体的な利用を可能とすることが有益と考える。実

現にあたっては上位の計画での検討が必要かと思うが、方向性として検討してもら

・シェアサイクル事業について、多種の交通の連携が重要であるのはご指摘の通りと考えます。Maas

は様々な交通課題の解決手法のひとつとして、諸外国のほか、最近では都市部においても導入や実証

実験が行われています。現時点では、MaaS の実装は検討しておりませんが、大きな枠組みでの統

合なども視野に、先進事例研究や本市で解決すべき課題抽出が必要と考えます。 
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資料 4：市内バス路線の再編について 

 

資料 5：豊中市乗合タクシー事業の実施状況について 

 

 

えると幸いである。 

No. いただいた意見 市の回答 

6 

・ シェアライドシステムの取り組みについては、順次整備されている自転車走行レー

ンの走行ルールが徹底せず、自転車による歩道の走行や逆走も多いようである。市

民への広報も必要であると感じている。 

・ 自転車活用推進計画の中においても、ルールの周知などを必要なものとして挙げており、啓発等につ

いて積極的に取り組んでいきます。 

No. いただいた意見 市の回答 

1 

・ 阪急バスの路線再編は著しく利便性が後退するエリアも存在する。特に大阪空港へ

の阪急バス路線の縮減は、交通のシームレス化という観点では弊害が多くある。例

えば、旭ヶ丘、東豊中方面から伊丹空港に向かう場合は、路線バス・阪急電鉄・大

阪モノレールの乗継が必要となり、運賃面も高額になる。 

・ 本件に関しては、阪急バス・阪急電鉄・大阪モノレールの乗継割引制度やゾーン運

賃制度の検討をお願いしたい。堺市内では、阪堺電車と南海バスをセットにした「お

出かけ応援」を実現している。特に、阪急バスの南北軸の整理統合・廃上にあたっ

ては、阪急電鉄が容易(安価)に活用できる仕組みが必要であると感じている。なお

交通系 IC カード利用に関する開発コスト負担は、国費の活用もご検討していただ

きたい。 

・ 堺市内の阪堺電車（軌道）は、運賃処理システムの停留所ネットワーク構成が路線バスに準拠したも

のであったため、軌道と路線バス間の相互利用に対する制度設計が可能であったと聞いています。実

際に、鉄道と路線バスとの間での乗継割引の実施には、システム上の互換性等種々の課題もあります

が、今後も実現に向けた検討を進めていきます。 

 

（阪急バスからの回答） 

・ 乗継割引については、交通系 IC カードを用いる手法が一般的ですが、上記の通り、ソフト開発（改

修）に係るコストが高額である事に加え、割引によって生じる減収分を事業者単独で負担する事は難

しいと考えております。また、交通系 IC カードシステムの導入時には、自治体様等から一定の補助

をいただいた経緯もございますが、ソフト開発（改修）のみに関して、改めて補助金等をいただく事

は困難と認識しております。 

No. いただいた意見 市の回答 

1 

・ 利用状況について。今後の増便等や車両大型化等の運行拡充を検討する際、特殊要

因による影響は、加味したうえで利用状況を判断するのか。今後、道路運送法 4 条

による運行へ移行した後も、短期間の数値の多寡で拙速に判断するのではなく、地

域住民の利用の意向や長期的な傾向を確認のうえで、判断をする必要があると考え

る。 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響等の特殊要因を加味した利用状況や、地元の方々や利用

者の方々との意見交換等を踏まえ、改善を進めていきます。 

2 ・ ホームページ等、電話以外の手段での予約は検討していないのか。 
・ 事業継続性の観点から、タクシー事業者の既存の仕組みの中で事業を実施していくことが肝要と考

えており、新規に多額の費用をかけて予約システムを構築することなどは検討していません。 

3 

・ 西部地域乗合タクシーの第 4 便の定時定路線化にあたっては、市民への周知はどの

ように行うことを想定しているのか。他の運行便との差別化を明確に行わなけれ

ば、混乱を招く懸念がある。 

・ 停留所への掲示、広報誌配布に合わせて案内チラシを西部地域に配布しました。また、乗合タクシー

の予約受付時に利用者の方へダイヤ改正の案内を行いました。 



 

3 

資料 7：豊中市公共交通改善実施計画【交通不便地改善施策・南部地域編】（素案） 

 

資料 8：豊中市公共交通改善実施計画【東西軸強化施策編】（素案） 

 

公共交通基本条例等制定の提案について 

 

No. いただいた意見 市の回答 

1 

・ 本市南西部（庄本等）では、阪急庄内駅より至近の阪急神崎川駅や JR 加島駅への

アクセス需要も一定程度あるかと考えるが、これらの駅への乗り入れ、もしくは市

内至近地への停留所設置の検討は難しいのか。 

・ 阪急神崎川駅や阪急三国駅等への乗り入れについての検討は行いましたが、市域外への乗り入れは

関係機関との協議が整わないため困難です。また、市内至近地への停留所の設置については、地域の

方からの強い要望がないことや、停留所の設置について道路条件により難しい状況があることなど

から、現在のところ実施予定はありません。 

No. いただいた意見 市・交通事業者の回答 

1 

・ 想定ダイヤについて。平日朝の時間帯における伊丹方面と阪急曽根駅・北大阪急行

緑地公園駅間の設定はないことは、どういった理由があるのか。双方向ともに一定

の通勤・通学需要があると考える。また、朝の時間帯の運行を確保することで、夕

方の復路の利用も期待できると考える。 

・ ダイヤは運行本数などのイメージであり、当該需要なども踏まえて検討を進めています。 

2 

・ 更なる東西軸の強化、特に吹田市との交通連携強化が必要である。特に、吹田市と

の交通改善は、中核市連合（NATS）の取り組みにおいても必要である。 

(1) 桃山台・南千里方面へのバス運行の改善により、豊中方面から南千里駅の交通結

節の改善をお願いしたい。現在、桃山台での乗り換えが必要で、運賃も倍増する。

第 1 段階としてしては、バスの乗継割引を事業者に検討をお願いしたい。 

(2) 今回の緑地公園ルートについては次期検討事項として、関西大学方面（吹田市域）

への延伸を検討してもらいたい。 

(3) 阪急曽根駅・阪急庄内駅から新大阪駅へのバスダイヤの充実を検討してもらいた

い。 

（阪急バスからの回答） 

・ 桃山台駅前～豊中間を運行している豊中市内線について、現行のダイヤ編成で、桃山台駅前から南千

里へ延長運転を行うと、新規の乗務員・車両の投資が必要となります。北大阪急行桃山台駅と比較し

て鉄道乗客数の少ない阪急南千里駅への延長は、需要が不透明であり、費用対効果を考慮すると難し

いと考えています。 

・ 北大阪急行緑地公園駅から阪急千里線の千里山駅・関大前駅へ最短経路でのアクセスの場合、周辺道

路の幅員や走行環境を踏まえると、路線バスの中型車両による運行は困難と考えられ、マイクロバス

等の小型バスによる運行になると思われます。また、吹田市では、千里山・佐井寺・春日地区を対象

として、新たな公共交通の導入を検討しており、令和 3 年度秋頃に千里山駅、南千里駅及び緑地公

園駅を結ぶ乗合交通（バス）の試験運行を予定しています。今後、必要に応じて連携を図ってまいり

ます。 

・ 阪急宝塚線の曽根駅・庄内駅沿線から国道 176 号線を経由し新大阪を結ぶ路線は、本年 10 月に若

干の増便（新大阪発着：10 往復→12 往復）を行っていますが、運行区間の大半を鉄道（阪急宝塚

線）と並走している事から利用者は少なく、現状の乗車人員の状況を踏まえると増便は難しい状況で

す。 

No. いただいた意見 市の回答 

1 

・ 国レベルでは交通政策基本法が制定され、一部地方自治体でも関連条例が制定され

ている。豊中市も公共交通を基軸とするまちづくりを実施するにあたり、その理念

を明記した基本条例、市民憲章の制定をお願いしたい。 

・ ご指摘の通り、一部地方自治体においては、公共交通基本条例などが制定されています。 

 条例制定した場合の効果や、必要性などについて、先進事例も参考にしながら研究してまいります。 



 

4 

市の補助事業について 

事業概要 

 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、以下の２つの補助事業を創

設し、９月定例会にて増額補正のうえ、事業を実施中である。 

 

背景、要望等 

 公共交通事業者は、コロナ禍の緊急事態宣言下において利用者が大幅に減少した中でも、

市民生活を支えるため運行を継続したが、経営環境は著しく、事業の継続が危ぶまれてい

る。 

 日本バス協会から国土交通省、大阪バス協会から大阪府、大阪タクシー協会から各市に、

支援について要望書が提出されている。 

 市は、阪急バス株式会社、大阪空港交通株式会社、大阪タクシー協会からの支援要望を受

付。 

 国土交通省近畿運輸局から、支援について特段の配慮を求める事務連絡を発出された。 

 

 事業１  豊中市道路運送事業者感染予防対策支援事業 

概  要 新型コロナウイルス感染症感染予防に要した費用を支援 

対  象 市内に営業所を持つバス事業者及びタクシー事業者 

算定基準 令和２年（2020 年）４月１日以降に支出した感染予防費用（防護シート、消毒液

等）について、事業者ごとに、タクシー車両及びバス車両１台当たり１万円を上限

に要した費用の全額を支援 

予 算 額 700 万円（阪急バス＋大阪空港交通 車両約 100 台×２×上限 1 万円 

＋豊中市内のタクシー車両約 1,000 台のうち、500 台×上限 1 万円） 

 

 事業２  豊中市道路運送事業継続支援事業 

概  要 ３密を避けるための輸送量を保持したことに要した費用を支援 

対  象 市内に営業所を持つバス事業者（阪急バス(株)と大阪空港交通(株)） 

算定基準 緊急事態宣言下において、実際の運行に必要な経費と、乗客数に応じた運行を行った

場合との経費の差額を支援 

予 算 額 4,780 万円（実際運行最小ダイヤと期間中実ダイヤとの差から算出） 
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１－１．公共交通の現況

（１）鉄道ネットワーク
 ＪＲ東海道本線、ＪＲおおさか東線、地下鉄御堂筋線、

北大阪急行電鉄、阪急千里線、阪急京都線、大阪モノ

レールの各軌道が整備（市内に15駅）

 大阪モノレールを除き南北移動が主であり、東西方向

の移動に弱い。

図－1 鉄道ネットワークの状況

1

１．吹田市における交通の現況について



（２）バスネットワーク

 市内を運行する路線バスは3社（阪急バス、近鉄バス、

京阪バス）あり、鉄軌道駅の主要駅と住宅地や主要施

設とアクセス

図－2 路線バスネットワークの状況

2



図－3 公共交通空白地域

資料：千里山地区等における交通対策に係る調査及び検討業務（H31.3)
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１－２．公共交通空白地



地区の特性

1.地形の
概況

千里山地区は、東に阪急千里線、西に北
大阪急行線に挟まれた区域で、東西約
1.4km、南北約1.7kmの広がりを持つ。地
区内の標高は約40～70m程度で起伏があ
り、駅との標高差は最大約30mとなってい
る。

2.地域の
高齢化の
状況

地区内では、千里山西１，3～6丁目におい
て65歳以上人口の割合が20%以上となっ
ている。

3.バス路
線の概況

地区内にはバス路線はない。
周辺地域には、駅間を結ぶ民間の路線バ
スとして、桃山台駅～南千里駅間、南千
里駅～岸辺駅・吹田駅間、千里山駅～吹
田駅間などの区間で運行されている。

4.道路の
概況

地区の西側には国道423号（新御堂筋）、
北側には大阪府道135号豊中摂津線が位
置している。一方、地区内は狭い道路が網
目状に交錯しており、広い幅員を持つ道路
が乏しい。

図－1 千里山地区の位置
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２．千里山地区の現況について



●吹田市は、交通機関に恵まれた状況ではあるが、対象とする千里山地区は路線バスが提供され

てない交通空白地域であり、また鉄道駅からの高低差が大きく、高齢者等の移動制約者にとっ

ては、生活しづらい環境となっている。

●千里山地区の住民にとって、買い物・通院等の生活に必要な各種施設が利用できる「生活の

足」を確保することで、「便利で安全なくらし」の提供を目指すことが求められる。

5



鉄道駅勢圏内でバス停勢圏外となる地域は、千

里山地区と万博公園周辺に比較的まとまって存

在

千里山地区の当該地域内は宅地が多く、万博公

園周辺では万博公園の敷地が大部分を占めて

いる

図－2 鉄道駅勢圏内でバス停勢圏外となる範囲

資料：千里山地区等における交通対策に係る調査及び検討業務（H31.3)
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３ 千里山地区における乗合交通検討について

（１）千里山地区における乗合交通検討等の経過

【平成16年度】
市内のコミュニティバス導入候補地域として、千里丘地区と千里山地区を抽出

【平成18年2月】
千里丘地区においてコミュニティバスの試験運行を開始

【平成21年度】
「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく、「吹田市地域公共交通活性化協議会」を設立

【平成22年3月】
「吹田市地域公共交通総合連携計画」を策定。乗合交通の導入について、施策メニューとして記載

【平成23年4月】
千里丘地区におけるコミュニティバスが本格運行に移行

【平成29年度】
千里山地区において乗合交通の導入の検討

【平成30年春】
都市計画道路「千里山佐井寺線」の開通に伴い、千里山駅東側において新規バス路線の乗入れが開始

【平成31年2月】
千里山地区において乗合交通の試験運行の実施（平成31年2月16日（土）～3月1日（金）の14日間）

7
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（１）地域の市民の利用意向把握（アンケート調査結果概要）

アンケート名：「吹田市千里山地区等における公共交通の導入検討に関するアンケート調査」

調査内容 ：普段の外出の状況と外出に関する考え、

公共交通の導入に対しての利用意向と希望する諸条件

実施期間 ：平成29年10月20日（金）～11月6日（月）

アンケート配布数 ：1,000票

アンケート配布地域：千里第二小学校、千里第三小学校、千里新田小学校の3小学校区

桃山台小学校校区内の千里山竹園2丁目、春日3丁目、4丁目の一部

佐井寺2丁目～4丁目

8

３－１．平成２９年度の検討概要



アンケート結果の概要

●外出の状況は、週1回以上外出する人の合計は90％以上である。

●外出に関する思いは、不便を感じている人、感じていない人は概ね同等である。不便を感じている人は公共交通

が無いこと、地形が急峻なことについての回答が多い。外出時の不便を感じている居住地は、春日、千里山竹園、

千里山松が丘、千里山高塚、佐井寺、千里山西などである。少数回答ではあるが、江坂町、円山町も外出の際の

不便を感じている。

●公共交通が導入された場合、利用する旨の意向が多く、小型バスの場合でも同様である。

●運賃は選択肢の中で最も安価であった200円が適当と捉えられている。

●経路で立ち寄りを求められている施設は、商業地である「イオン南千里店」（希望合計比：21％）、地域の交通の

要所の「阪急南千里駅」（希望合計比：18.5％）が多い。
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（１）実証実験の概要

運行概要

1.運行形態 定時定路線運行とする。

2.運行期間 平成31年2月16日（土）～3月1日（金）の14日間

3.運行日 平日、休日（祝祭日含む）

4.運行時間帯 8時～19時

5.運行ダイヤ 1時間に1便

6.運賃 実証実験であるため、運賃は無料。

7.対象者 特に利用制限は行わない。

8.運行地域 千里山駅西側地域

9.運行者 千里山バス株式会社（一般貸切旅客自動車運送事業の許可を受けた事業者）

10

３－２．平成30年度の検討概要（実証実験の実施）



運行概要

10.運行ルート

運行ルートは以下の考えを基に設定した。

①公共交通空白地を経由する。

②千里山駅、南千里駅及び緑地公園駅を経由する。

③一周あたりの所要時間は1時間未満とする。

④できる限り小型バスの導入が望まれている地域（千里山西、千里山竹園）を経由する。

⑤できる限り需要の高い商業施設等を経由する。

⑥バスが安全に通行できる道路幅員を確保する。

・道路幅員(通常の道路)：5.66ｍ以上（内車道の幅員は4.66ｍ以上）

・道路幅員(一方通行とされている道路)： 3.58ｍ以上（内車道の幅員は2.58ｍ以上）

・直角旋回占有幅：4.2ｍ以上

11.停留所

停留所は以下の考えを基に設定した。

①千里山駅、南千里駅及び緑地公園駅に停車する。

②上記の駅間を結ぶルート上にある、需要の高い商業施設に停車する。

③バス停留所の間隔は300ｍから500ｍを基本とする。

④乗客が安全に乗降できる位置に設置する（具体的には以下の条件を想定）

・乗客が歩道に直接乗降できる。

・乗客がバスを安全に待つことができる

・バスを待つ乗客が歩行者の交通の妨げにならない。

11



図－１ 実証実験運行ルート及び停留所位置図

12３－３．実証実験運行ルート及びバス停留所



（１）利用状況

①日ごとの乗車人数

14日間の乗車人数は、計3,349人、最多日は2月24日（日）の359人、

最少日は2月19日（火）の155人

1日あたりの平均乗車人数は239.2人/日、1便あたりの平均乗車人数は21.7人/便
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図－２ 日別乗車人数
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（２）乗客アンケート調査

調査概要

実施時期
実証実験バス運行期間中。

平成31年2月16日（土）～3月1日（金）の14日間

調査対象 期間中全便の乗客全員

調査手法 車内配布・郵送回収（車内回収も可）

調査内容

・乗車回数

・乗車目的及び乗車区間

・実証実験バスの評価

・バスサービスが開始した場合の利用意向

・地域に望ましい公共交通のサービス形態

・属性及び身体状態 等

回収数
期間中の乗車人数3,349人（利用状況調査による）に対して、アンケート回収数は2,238通であり、

回収率は66.8%であった。
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ルートの評価 

ルートについて、約 73%が「これで良い」との評価であ

った。 

 

 

 

 

 

運行時間帯の評価 

約 70%が「これで良い」との評価であった。始発と終発

の要望としては、始発 7時台、終発 20時台が多かった。 

 

 

便数の評価 

便数について、「少ない」という評価が約 51%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

希望の便数としては、30分おきが最も多かった。 

このバスは便利だったか 

総合評価として、「このバスは便利だった」という評

価が約 86%であった。 

 

 

 

 

 

またこのバスを使うか 

またこのバスを「使う」または「時間が合えば使う」

という前向きな評価が約 93%であった。 

 

 

 

1.これで良い

73.3%

2.ルートが短かすぎる

7.1%

3.ルートが長すぎる

7.7%

無回答・無効

12.0%

問6 このルートはどうか

n=835人

70.1%

11.6%

17.1%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.これで良い

2.始発が遅い

3.終発が早い

無回答・無効

問8 運行時間帯はどうか

複数回答

n=835人

10分未満, 0.7%

10分 , 1.4%
15分 , 8.7%

20分 , 8.7%

30分 , 69.1%

40分 , 0.5%

45分 , 0.7%

無回答・無効, 10.3%

問9 希望○分おき

n=427人

1.これで良い, 

40.7%

2.便数が少ない, 

51.1%

無回答・無効, 

8.1%

問9 便数はどうか

n=835人

1.便利だった, 85.5%

2.便利ではなかった, 3.8%

無回答・無効, 10.7%

問10 このバスは便利だったか

n=835人

1.使う, 52.1%
2.時間が合えば使う, 

40.6%

3.使わない, 1.0%

無回答・無効, 6.3%

問11 またこのバスを使うか

n=835人

【実証実験バスの評価】
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今後 200円で運行する場合利用するか 

「是非利用したい」または「運行条件によっては利用

してみたい」の計で約 81%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

「是非利用したい」または「運行条件によっては利用

してみたい」と回答した人において、利用する場合の頻

度としては、週 1～2 日程度が約 32%で最も多く、ほぼ毎

日～週 3 日程度の頻度で利用するとした回答は約 25%で

あった。 

このようなバスの運行で外出がどのように変わるか 

バスの運行に伴う外出行動の変化としては、「外出の

回数が増える」が約 42%で最も多く、ついで「外出の行き

先が増える」が約 38%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地域の公共交通としてどのようなものがあれば使うか 

この地域の望ましい公共交通としては、「バス」が最

も多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.是非利用したい, 33.9%

2.運行条件によっては利

用してみたい, 47.4%

3.利用しない, 9.3%

無回答・無効, 9.3%

問12 200円で運行する場合利用するか

n=835人

1.ほぼ毎日, 4.9%

2.週5～6日, 4.0%

3.週3～4日, 16.5%

4.週1～2日, 32.4%

5.月4～5日, 8.5%

6.月2～3日, 18.3%

7.月1日程度, 7.8%

8.それより少ない, 3.8%

無回答・無効, 3.8%

問13 利用する場合の頻度

n=679人

41.9%

37.8%

25.7%

14.1%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.外出の回数が増える

2.外出の行き先が増える

3.外出時の歩行に伴う不安や困難が減る

4.変わらない

無回答・無効

問15 バスの運行で外出はどう変わるか

複数回答

n=835人

80.0%

4.4%

1.4%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.バス

2.デマンド交通

3.公共交通は使わない

無回答・無効

問16 この地域の公共交通

複数回答

n=835人

【バスサービス(有償)が開始した場合の利用意向など】
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４－１．運行ルート設定の考え方

17

①公共交通空白地を経由する。

②千里山駅、南千里駅及び緑地公園駅を経由する。

③一周あたりの所要時間は1時間程度とする。

④できる限り小型バスの導入が望まれている地域（千里山西、千里山竹園）を経由する。

⑤できる限り需要の高い商業施設等（イオン南千里、南千里駅周辺施設）を経由する。

⑥バスが安全に通行できる道路幅員を確保する。

道路幅員(通常の道路)※1：5.66ｍ以上（内車道の幅員は4.66ｍ以上）

道路幅員(一方通行とされている道路)※2：3.58ｍ以上（内車道の幅員は2.58ｍ以上）

直角旋回占有幅※3：4.2ｍ以上

⑦平成３０年度実証実験バスの運行ルートを基本とする（改善案）。

※1 車道の幅員：バスの幅員（2.08m）×2+0.5

道路幅員：車道の幅員（4.66m）+通行人が歩行するスペース（1.00m）

※2 車道の幅員：バスの幅員（2.08m）+0.5

道路幅員：車道の幅員（2.58m）+通行人が歩行するスペース（1.00m）

※3 バスが直角に曲がる際に必要となる曲がり先の車道の幅員

４．千里山地区乗合交通試験運行実施計画（案）
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日野ポンチョ （ショートボディ）

全長（ｍ） 6.290

全幅（ｍ） 2.080

全高（ｍ） 3.100

ホイールベース（ｍ） 4.125

最小回転半径（ｍ） 6.700 （必要幅員 4.240）

適用最低道路幅員（ｍ） 3.580

29
【10+18+1】

バリアフリー対応
ノンステップエリア座席数6人
車いす用スロープ板（着脱式）

車椅子1台（車いす固定装置有り）

外観図

車
体
寸
法

乗車定員（人）
【座席＋立席＋乗務員】

項目

【導入車両の諸元】



４－２．停留所設定の考え方

19

①千里山駅、南千里駅及び緑地公園駅に停車する。

②上記の駅間を結ぶルート上にある、需要の高い商業施設に停車する。

③バス停留所の間隔は300ｍから500ｍを基本とする。

④乗客が安全に乗降できる位置に設置する（具体的には以下の条件を想定）

□ 乗客が歩道（路側帯のみなし歩道を含む）に直接乗降できる。

□ 乗客がバスを安全に待つことができる

□ バスを待つ乗客が歩行者の交通の妨げにならない

⑤平成３０年度実証実験バスの停留所を基本とする（改善案）。

停留所については、実証実験バスの停留所を基本とするが、計３回の地域公共交通会議、
地先同意また、交通の安全を所管する警察との協議により、多少前後することとなった。
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４－３．運行ルート及び停留所（案）

図－１ 千里山地区乗合交通試験運行の停留所（案）

バス停No.8、No.10は豊中市域に設置

豊中市域を通過（新御堂筋側道）



バス停留所No.8周辺写真 21



22バス停留所No.8平面図



23バス停留所No.10周辺写真



24バス停留所No.10平面図



４－４．運行時間

25

○運行時間：８時台～１９時台までの運行

利用者像の想定をふまえ、通院・買い物等の日常生活での利用を想定した運行時間帯と
する。

○運行便数：11便

○運行間隔：所要時間は1周６０分程度の運行ピッチ

○運休日：１月１日～３日

運休日は、すいすいバスと同様に１月１日～３日までとする。



４－５．運賃

26

○受益者負担の原則に従い、先行事例（すいすいバス）をもとに、１乗車１回200円の有償運送
とする。

○子ども（小学生以下）、身障者等の運賃はすいすいバスと同様とする。

・子ども（小学生以下）：１乗車１回100円

・身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保険福祉手帳の交付を受けている人：半額
（介護者１人も半額）
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資料１１ 豊中市公共交通改善計画関連 工程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

実
施
施
策

　　 　　

公共交通改善実施計画

自転車活用推進計画

令和２年度(2020年度) 令和3年度(2021年度) 令和４年度(2022年度)

東西軸路線バス運行

補助路線の見直し

乗合タクシー運行
（西部地域）

乗合タクシー運行
（南部地域）

乗合タクシー愛称公募

シェアサイクル

協議会

備　　　　　考

凡例

事業実施：

検討調整：

地元関係：

モニタリング・改善策検討

モニタリング・改善検討

運輸局届出、運行準備等 . 実証運行（令和5年度末まで）

道路運送法４条による運行（区域運行）
運行準備

第
10
回
協
議
会

運
行
開
始

南部地域乗合タクシー

・改善実施計画の策定

・4条同意決議

東西軸バス路線

・改善実施計画の策定

その他の施策について

・（仮称）豊中市自転車活用推進計画（素案）

・各事業実施状況報告

・改善案の検討

計
画
策
定

第
11
回
協
議
会

バス停

整備工事

南部地域乗合タクシー

・４条同意決議

各事業

・実施状況報告

・改善案の検討

公共交通改善計画

・評価指標確認

・モニタリング

西部地域乗合タクシー

・４条同意決議

各事業

・実施状況報告

・改善案の検討

第
９
回
協
議
会

運行説明会

試乗会

事前アンケート調査

路線廃止手続き
路
線
見
直
し

実証実験（市域中南部）

道路運送法21条による運行(路線定期運行)

モニタリング・改善策検討

計
画
策
定

南部地域乗合タクシー実施計画

東西軸路線バス実施計画

集約

調整

校

正
素
案
策
定

計画内容のフィードバック

病院線廃止

お知らせ（全線）

協定締結

出発式等

出発式

パブ

コメ
計
画
策
定

意見交換会

（状況確認）

アンケー

ト調査

道路運送法4条による運行(区域運行)

４条による運行

（令和２年度の運行内容を基に改善・反映した内容での運行）

同
意
決
議

４条に係る申請手続

ポート設置協議、占用申請

運
用
開
始

広報、掲示準備等

計
画
策
定

４条に係る申請手続き同
意
決
議

愛称

公表

愛
称
決
定

第
12
回
協
議
会

第
13
回
協
議
会

西部地域乗合タクシー

・４条同意決議

各事業

・実施状況報告

・改善案の検討

公共交通改善計画

・評価指標確認

・モニタリング

東西軸バス路線

・改善実施計画の改定

シェアサイクル

・実証実験総括

各事業

・実施状況報告

・アンケート結果

・改善案の検討

意見交換会

（状況確認）

本格実施事業者選定、占用申請等

実証実験（市域全域） 本格実施

ポ
ー
ト
増
設

ポ
ー
ト
増
設

実
験
総
括

運
行
開
始

道路運送法４条による運行（令和3年度の運行を基にした運行:：令和５年10月まで）

４条に係る申請手続き同
意
決
議

運
行
改
善

運
行
改
善

運
行
改
善運輸局届出、運行準備等

計
画
見
直
し

住民・利用者

アンケート

意見交換会（状況確認）

住民・利用者アンケート

住民・利用者

アンケート

意見交換会（状況確認）

住民・利用者アンケート

計
画
見
直

西部地域乗合タクシー実施計画 計
画
見
直南部地域乗合タクシー実施計画

計
画
見
直

東西軸路線バス実施計画

計
画
見
直

西部地域乗合タクシー実施計画


